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第21号方形周溝墓出土土器

第21号方形周溝墓出土土器

第58号方形周溝墓出土土器



序

埼玉県中西部の坂戸市は入間台地の北部に位置しており、多くの遺跡に恵まれ

ております。古くは旧石器の散布地や縄文時代早期の集落跡、新しくは歴史時代

の集落跡や寺院跡まで人々の連綿とした生活の営みの跡が発見されております。

とりわけ古墳時代後期の前方後円墳、県指定史跡である雷電塚古墳や、西に隣接

する毛呂山町にまたがり広い分布をもつ古墳時代後期の群集墳、善能寺古墳群な

どは著名であり、今でも礎石の残る古代寺院跡の勝呂廃寺や和同開均の出土で脚

光を浴びた若葉台遺跡など多様な遺跡が所在しています。

翻って現在の坂戸市は東京のベットタウンとして順調に発展しており、都市開

発がさかんです。市北部の越辺川右岸の入西地区では住宅・都市整備公団による

土地区画整理事業が計画されましたが、この予定地内の縄文時代の集落跡から中

世の鋳造遺構など既存、新発見の11の遺跡について、当事業団か昭和59年度から

平成 2年度まで 7年次に及び発掘調査を実施して記録保存の措置を講じました。

中耕遺跡はこうした遺跡の 1つで、 2年間の調査の過程で縄文時代の集落と古

墳時代初頭の集落・墳墓の複合遺跡と判明しました。とりわけ68基もの方形周溝

墓か発掘調査され当時の墓域のはぼ全体か明かとなり、多くの土器が出土し該期

の墳墓研究を進める上で、たいへん貰重な資料が得られました。

このたび、ようやくその成果をまとめた報告書を上梓するはこびとなりました

が、学術そして文化財保護の資料として活用いただければ幸いです。

刊行に当り、調査の調整をいただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課、

及び調査から本書の刊行までご協力を賜りました住宅・都市整備公団埼玉西宅地

開発事務所、並びに地元坂戸市教育委員会、猛暑・寒風の中、調査にまた、資料

整理に直接従事いただいた補助員の皆さまに厚くお礼申上げます。

平成 5年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 荒井修二



例 言

1 本書は、埼玉県坂戸市大字善能寺字南耕569-2はか、に所在する中耕遺跡（遺跡略号NKK)

の発掘調査報告書である。

2 本書は本文編（第 1分冊）、図版編（第 2分冊）の 2冊で構成されている。別冊の図版編には遺

構・遺物の写真図版とともに各遺構出土遺物の実訓図と古墳時代の土器観察表を収載した。

3 本遺跡の発掘調査は、住宅・都市整備公団による、坂戸入西地区土地区画整理事業に先立つ記

録保存のための調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整のもと、住宅・都市整

備公団の委託を受け（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団か実施した。

4 調査に関する届、通知は以下のとおりである。

発掘調査届（闘埼王県埋蔵文化財調査事業団理事長から文化庁長官あて）

平成元年 3月30日付埼埋文第591号 （平成元年度）

平成 2年 3月30日付埼埋文第619号 （平成 2年度）

文化庁指示通知（文化庁長官から闘埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長あて）

平成元年10月3日付委保第5-1067号 （平成元年度）

平成 3年 6月7日付委保第5-581号 （平成 2年度）

5 発掘調査は平成元年 4月1日から平成 3年 3月31日まで、報告書作成事業は平成 3年 4月 1日

から平成 5年 3月31日まで実施した。（それぞれの組織は2-3ページのとおり）

6 基準点測量、遺構土壌の分析、鑑定等については以下のとおり委託した。

基準点測量：中央航業株式会杜、朝日航洋株式会杜

土壌・出土遺物材質鑑定：パリノ。サーヴェイ株式会社（考古学研究室）

巻頭図版（土器集合写真） ：折原基久

7 本書の主な部分の執筆と編集は資料部資料整理第1課杉崎茂樹か行ない、調査員補山崎えり子

の協力を得た。

また、一部縄文時代の遺物を調査部黒坂柏二か、本製品の一部を資料部福田聖、野中仁カ

執筆分担し、（各文末に文責を明記）石製品の材質鑑定を資料部川口潤か行った。

8 写真撮影と図版作成、 トレースの担当は下記のとおりである。

写真撮影（遺構） 各発掘担当者 図版作成（遺構・遺物） 杉崎茂樹

写真撮影（遺物） 杉崎茂樹 トレース（遺構。遣物） 山崎えり子

9 本書にかかわる資料は平成 5年度以降、埼玉県立埋蔵文化財センターか管理、保管する。

10 調査の実施から報告書の作成に至るまで下記の方々からご教示、こ指導を賜った。記して謝寇

を表します。 (50音順、敬称略）

赤 塚 次 郎 ・ 伊 丹 微・伊藤研志・今平利幸・太田 博之・大塚孝司・金井塚厚志

菊 池 徹 夫 ・ 車 崎正彦・黒崎 直・小出輝雄・小森哲也・小森紀男。斉藤彦司

桜井清彦・清水進一・常松幹雄。鳥居和郎・中島広顕・西川 修ー・根岸 昌子

橋本博文・早川 一朗・東園千輝男・比田井克仁•松本 完。蓑 島 正広。 宮 腰健司

山岸 良ニ・山崎 武・遊佐和敏・弓 義明・渡辺

坂戸市教育委員会・鳩山町教育委員会・毛呂山町教育委員会・川鳥町教育委員会



凡例

l。本書における挿図の指示は次のとおりである。

・X、Yによる座標表示は国家標準直角座標第IX系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を

表わす。

・挿図の縮尺は、住居跡1/60、方形周溝墓1/160、掘立柱建物跡］／60、土壌1/60を原則とした。

・出土遺物の実測図は図版編（第2分冊）に収載した。

。全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりである。

s J•••竪穴住居跡、 SR•••方形周溝墓、 SB•••掘立柱建物跡、 SK・・・土塙、 SD…溝跡、

SX…その他性格不明遺構

。遺構図中に示したトソトは遺物の出土位置及び接合関係を示し、ナンバーは遺物実測図のそれ

と一致する。 ドノトの種類と遺物の対応は以下のとおりである。

● ：土器、 0:石（自然石）、＊ ：石製品、口：焼土、△ ：炭化材（物）、窃：朱、ljrj:木製品

。挿図中のスクリーントーンの示すものは以下のとおりである。

炉．．
 ：焼土 ：炭化物 □□］ ：粘土

：朱

（炉のトーン部分は必すしも焼土化した範囲を示しているわけではない。）

2. 出土遺物の説明は縄文時代のものについては本文中に観察を記述した。

また、古墳時代の遺物のうち、石製品や木器等は本文中に記載したか、土器については図版編

（第2分冊）に観察表を作成して収載したのでそちらを参照されたい。
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I 発掘調査の契機と経過

1.発掘調査に至る経過

首都圏における人口増加の波は著しく、全国の三分の一の人口が集中している。埼玉県ではそれ

に対応するため、住宅・都市整備公団等を中心に住宅対策及び地域環境整備計画が進められている。

坂戸市入西（西部）地区については、住宅・都市整備公団より区画整理方式による宅地閉発事業

が計画され、昭和55年度から事業が具体化して用地買収に着手した。

予定地内の埋蔵文化財について、住宅・都市整備公団では文化庁との間で取り交された『住宅。

都市整備公団の事業施工に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書き』に基づき、埼玉県教育

委員会へ「坂戸市入西（西部）地区における埋蔵文化財の取扱いについて」照会した。

県教育委員会では、埋蔵文化財遺跡地名表に基づき、昭和56年 1月20日付け教文第918号をもって

つぎのとおり回答した。

1 文化財の所在

名称坂戸市 No.99遺跡（柊塚古墳）

所在地 坂戸市大字堀込字桑原157

種別古墳 時 代 古 墳 時 代 後 期

上記のはかに条里遺跡及び畑地部分に集落遺跡の所在か予想される。

2 取扱いについて

(1) 開発予定地内は事前の遺跡分布調査及び必要に応じて試掘調査を実施して、遺跡の所在を確

認する必要かある。

(2) 上記の結果をもとに埋蔵文化財ができるだけ現状保存できる開発計画を策定することが望ま

しv‘。

(3) 計画上、やむをえず現状を変更する場合は、文化財保護法第57条の 3第 1項の規定により、

事前に文化庁長官あて埋蔵文化財発掘通知を提出して、記録保存のための発掘調査を実施する

こと。

(4) 発掘調査を実施する場合は、事前に坂戸市教育委員会及び県教育局文化財保護課と協議する

こと。

住宅・都市整備公団と県教育委員会では予定地内の遺跡の取扱いについて協議を重ねた結果、（財）

埼玉県埋蔵文化財調査事業団に委託して昭和59年度から発掘調査を実施することに決定した。

文化財保護法に基づき、住宅・都市整備公団からは埋蔵文化財発掘通知、（財）埼玉県埋蔵文化財

調査事業団からは埋蔵文化財発掘調査届が文化庁長官あて提出され調査が開始された。

中耕遺跡の発掘調査については、平成 1年 4月1日から平成 3年 3月31日まで実施した。

（教育局生涯学習部文化財保護課）
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2。発掘調査・整理・報告書刊行事業の組織

(1)中耕遺跡発掘調査（平成元年度） (2)中耕遺跡発掘調査（平成2年度）

主体者 埼玉県埋蔵文化財調査事業団 主体者 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 荒井修二 理事長 荒井修二

副理事長 百瀬陽二 副理事長 早川 智明

常務理事廉古市芳之
管理部長

常務理事兼古市芳之
管理部長

理事兼調査 士ロ川
國男

理事兼調査士

研究部長 研究部長 口 川國 男

管 理 部 管理部

管理課長 関野栄一 庶務課

主 事 江田和美 庶務課長 高田 弘義

主 事 岡野美智子 主 査 松本 晋

主 事 本庄朗人 主 事 岡野美智子

主 事 斉藤勝秀 経理課

経理課長 関野栄一

調査研究部 主 任 江田和美

副部長 塩野 博 主 事 本庄朗人

第二課長 昼間孝次 主 事 斉藤勝秀

主任調査員杉崎茂樹

主任調査貝富田和夫 調査部

副部 長 塩野 博

第二課長 昼間孝次

主任調査員杉崎茂樹

馬橋 泰雄

赤熊浩一

調査員 大屋道則

福田 耳主ロ

佐藤康二
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(3)整理・報告（平成3年度） (4)整理・報告書（平成4年度）

主体者 埼玉県埋蔵文化財調査事業団 主体者 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 荒井修二 理事長 荒井修二

副理事長 早川智明 副理事長 早川智明

常務理事兼 倉持悦夫
管理部長

常務理事兼 倉持悦夫
管理部長

理事兼
栗原文蔵

理事兼
栗原文蔵

調査部長 調査部長

管理部 管理部

庶務課 庶務課

庶務課長 高田弘義 庶務課長 萩原和夫

主 査 松本 晋 主 査 贄田 清

主 事 長滝美智子 主 事 菊池 久

経理課 経理課

経理課長 関野栄一 経理課長 関野栄一

主 任 江田和美 主 任 江田和美

主 事 福田昭美 主 事 長滝美智子

主 事 腰塚雄二 主 事 福田昭美

主 事 菊池 久 主 事 腰塚雄二

資料部 資料部

資料部長 中島利治 資料部長 中島利治

副部長兼 副部長兼

資料整理 増田逸朗 資料整理 増田逸朗

第一課長 第一課長

主任調査員杉崎茂樹 主任調査員杉崎茂樹
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3.遺跡発見の経緯

中耕遺跡は坂戸入西地区土地区画整理事業実施予定地内の分布調査で、試掘調査を実施して新た

に発見された遺跡である。

事業地内はその北方を東流する越辺川の形成する沖積地で、大半か水田となり、一部が台地にか

かる南西部分に遺跡の所在の可能性が高いものと予想された。

分布調査でははたして、台地部分で土器の散布かあり、金井遺跡や塚の腰遺跡、稲荷前遺跡など

が発見された。しかし水田の広がる沖積地部分については、「入西条里」の条里、水田遺構の存在が

予想されたものの、すでに埼玉県文化財地図登載の「柊塚古墳」とその北東に低い塚状の遺構か3基

ほど所在するほか現水田の耕作上に阻まれ、表面観察のみでは遺跡の存在確認は至難であった。

そこで本格的な発掘調査が昭和60年度に開始されたのを契機に、粗略ながら重機を用いた試掘を

水田部分で実施して遺跡の発見を試みた。

法切り用の平バケ、ノトを装着した重機を用い、排水の極めて悪い水田部分では表面をはんの20-

30 Cm程の掘削でもすぐに湧水するといった状況で、遺構確認面か現表土下、最深部で 1mに満た

ないとはいっても確認調査は容易でなく、しばしば重機が軟弱な地盤にキャタピラーをとられ、遺

跡か発見された場合の本調査実施時の排水対策かたいへんなものになるであろうことがすでに予想

された。

試掘の結果、条里に関係する遺構の発見こそできなかったか、事業地の中西部分の「柊塚古墳」

の周囲とその北東地区でも遺跡の所在を確認することかできた。

それまで古墳であるとの確証も得られず、中世の塚ではないかとの推定もなされていた柊塚古墳

は古墳時代初頭の墳丘の遺存する大規模な方形周溝墓であり、周囲に同時期の周溝墓か群在するこ

とが判明、この遺跡は「広面遺跡」と名付けられた。

また、北東に小さな谷を隔てて発見された遺跡は南西から北東に細長く形成されたシルトまたは

枯土質の再堆積ローム状土（分析結果ではロームと断定できないか、色調はロームに酷似する。以下

本文中では便宜的に「ローム」と表現する）を主体とした自然堤防上に立地していることがわかっ

た。これは広面遺跡と連続した遺跡であり、同様に古墳時代初頭の相当な数の周溝墓が存在してい

ることが確認され、塚状の遺構は柊塚同様、墳丘をもった大規模な周溝墓で、ほぼ同時期の集落も

その下に複合していることか判明した。

そしてこの遺跡はその分布する小字名をとって「中耕遺跡」と命名された。

この時点で中耕遺跡の範囲と判明した地域の北東部に住宅・都市整備公団による遊水地か造成さ

れ遺構の掘削が進行中であった。そこで急きょ住宅・都市整備公団側に掘削の中止を申入れたか、

遺憾にも遺跡北部の遺構か破壊され、遺跡の平面的な広かりを厳密に把握することか不可能となっ

てしまった。

また、この遊水地へ流入する水路の掘削と併設される工事用道路の造成は住宅・都市整備公団側

のどうしても譲歩できない事業で、このため遺跡内を南西から北東に幅10mほどの部分を帯状に調

査を先行させねばならぬという調査実施者側としては辛い状況が生じてしまった。
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4.発掘調査及び整理事業の経過

(1) 平成元年度

昭和63年度に調査区北東の遊水地にとりつく排水路の造成予定部分を一部調査したが、この 4月

より本調査を開始。今年度は調査区を排水路の南部分15,000面を対象とする。地盤か軟弱なため鋼

板を敷き、調査区西側から法切り用の平バケットを装着したバックホウを用い表上除去。

墳丘が遺存しない周溝墓も表土下に遺構の存在を予想、可能なものは方台部を現表土残して除去。

この結果、水田耕作土下に旧表土、さらにシルト質の再堆積ロームを主体とする基盤層を検出、こ

の層に掘込まれた周溝墓17基、竪穴住居跡 9軒、土墟 3基を確認するも条里遺構は検出できず。

遺構の集中する部分の南側に現在使用中の水路がある。この南は小さな谷地形とみられ、試掘す

るも、遺構の検出はなく、この水路から北を調査区とした。湧水に悩まされつつ 9月までに調査を

完了、以降、同年度中に調査予定の足洗、金井B遺跡の調査のため本遺跡の調査を中断する。

(2) 平成 2年度

公団に、排水路と工事用道路を現在の南側に付け替えることを要請、遺跡の北半約20,000面を 4

月から調査を開始。昨年度同様平バケットのバックホウで表土を除去、北東部の遊水地に近い部分

から調査を開始し順次西方に進捗する。遺構数は新たに住居跡70軒、方形周溝墓47基、掘立柱建物

跡と思われるピット群、溝 3余を確認したか条里遺構はやはり確認できない。 3基あった塚状の高

まりはやはり大形の方形周溝墓の遺存墳丘と判明した。一部の住居跡はプランか円形で、焼石を含

む土塘なども検出、縄文時代の集落との重複を確認した。

金井B遺跡の調査の推進のため当初調査員 2名体制で臨み、 10月、同遺跡の調査終了にともない

6名体制で急ピッチで調査、方形周溝墓のコンター作成は測量会杜に委託し効率化を図る。

年末、公団による調査区西側の道路及び水路の付替え工事で土層断面に遺構を確認、住居及び方

形周溝墓の一部と判断し、工事の一時中止と調査実施したい旨、要請。表土除去の結果、住居跡・

方形周溝墓各4を確認、急濾調査を実施した。

年か明け、調査は調査区西部を残すのみとなるかきびしい残日程の状況は変らない。 3月19日、

航空写真撮影、調査も終局を迎える。小雨降る中、 3月31日測量図を完成、調査を終了する。

(3) 平成3年度

2年次にわたる整理・報告書作成事業に着手。水洗、註記の大方の部分は現場でこなしていたの

で今年度は遺構のトレース用原図、土器の接合、実測図の作成を主に進める。遺物の実測点数は土

器、石器等合計1,300点余、一部はパーソナルコンピューターを利用する。

(4) 平成 4年度

遺構、土器のトレース、木製品等の実測、写真撮影等を9月までに終了、以降図版作成、原稿を執

筆。年末に印刷業者を決定し年度末に報告書刊行、資料を埋蔵文化財センターに搬入する。
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II 遺跡の立地と環境

1.遺跡の立地

中耕遺跡は東京都豊島区池袋と埼玉県大里郡寄居町を結ぶ東武鉄道東上線の北坂戸駅の西約3km、

坂戸市と鳩山町の境を東流する越辺川右岸の水田中に位置し、行政的な地番は坂戸市大字善能寺（飛

地）字南耕569-2ほかである。調査前の地目は水田で、付近の標高は約27mであった。

付近は肥沃な水田地帯が広がり、北には越辺川を挟み比企丘陵の南端の岩殿丘陵を、南には入間

台地の北端で舌状に張出す毛呂台地を間近にできる立地である。

埼玉県西部は秩父山地が連なり、その東方に本庄台地や櫛引台地、比企丘陵、入間台地、武蔵野

台地が接している。秩父山地を源流とする河川はこの台地部や丘陵を開析し、県東半部の平野を潤

して東京湾へと注ぐ。代表的な河川としては北から小山川、荒川、都幾川、越辺川、高麗川、入間

川（名栗川）等がある。このうち、外秩父山地の入間郡越生町笹郷付近に源を発する越辺川は、越

生梅林付近まで北流した後東に向きをかえ、坂戸市上吉田付近で高麗川に合流している。

この間、坂戸市西部の入西付近では比企丘陵と入間台地とを開析し、両郡の境界となり、下流地

域に肥沃な沖積地を形成し始める。

しかし、この沖積地内は現在も大雨の際、洪水が付近の住民の不安の種であるように、越辺川の

流れは古来から不安定で、平坦に見える現水田面下の地形は決して単純ではなく、多くの流路跡と

これにより形成された自然堤防、そして谷地形などが複雑に入り組んでいる。そして、この自然堤

防状には点々と遺跡が形成されていることは、水田中から突発的に発見される遺物から推定できる。

中耕遺跡も現在は氾濫土に埋没しているが、そうした沖積地内の自然堤防上に位置している。基

盤土は基本的には二次堆積したシルト系ロームと礫からなり、その幅約100m、長さ約250mに及ぶ

不整楕円形状の広がりをみせ、これがほぼ遺跡の広がりといってよい。

I冒冒言口
低
地

台
地

丘
陵

山
地

八
王
子
構
造
線

3.0Km 

第1図 埼玉県の地形と遺跡の位置 (1/800,000)
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2. 周辺の遺跡（遺跡名の後のカッコの中は第2図の地図中の位置と文献）

中耕遺跡発見の遺構は縄文時代早期末ー前期前葉・中期中葉の集落、そして古墳時代初頭の集落、

方形周溝墓がある。以下、本遺跡の所在する坂戸市とその周辺の関連遺跡について概括的に述べる。

現在、遺跡の発掘対象地の多くが台地上に限定されていることから遺跡発見例ははとんど台地上

であり、中耕遺跡のような沖積地内の自然堤防上の集落、墳墓遺跡の調査例は皆無である。以下に

記載するほとんど全ての遺跡は台地上の所在である。

旧石器時代から蠅文時代草創期の遺跡の調査例は坂戸市周辺ではごくわずかで、蠅文早期になる

と周辺市町村を含め約15個所程か知られる。しかし、明確な住居の検出はなく貧弱な内容である。

早期の遺跡としては、坂戸市内の岡山遺跡で撚糸文系土器の包含層か確認されたほか (66:埼玉

県教育委員会ー以下「県教委」と略、 1987)、東松山市立野遺跡 (41:包含地、子母口、野島、茅山

式も出土、今井ほか1980)や舞台遺跡 (34:土壊9基、井上はか1979)で田戸下層式土器の出土が知

られている。この他は条痕文系土器の出土遺跡が多く坂戸市鶴ケ岡遺跡 (92:炉穴7、打製石斧、坂

戸市教委1983）、東松山市大塚原遺跡 (40:水村ほか1980)、緑山遺跡 (38:炉穴50、竪穴遺構4、今

井ほか1982)などで茅山式土器か出土しているほか、鶴ヶ島市雷電池東遺跡（97:炉穴、鶴ヶ島町

教委1985)でも鵜ケ島台・茅山下層か出土している。

前期は住居の検出例があるが、遺跡数は相変らず少ない。坂戸市内では大家小学校遺跡 (68:黒

浜期住居跡l、土堀3、坂戸市教育委員会1987)、多和目渡戸遺跡（71:花積下層、黒浜式土器散布、

前期後半の住居跡1、集石土壊3、坂戸市教委1983)、木曽免遺跡（90:住居跡8、関山式土器、坂戸

市教委1987)、附島遺跡 (87:住居跡l、関山式土器、坂戸市教委1985)等か、周辺では、東松山市

緑山遺跡（38:前出．住居跡3、黒浜ー諸磯式土器、今井宏ほか1982)等が知られている。

中期になると遺跡数は二倍以上になり、住居跡の検出数も格段に増える。坂戸市内では城山遺跡

(70 :住居跡3、阿玉台．勝坂・加曽利E式土器、坂戸市教委1983)、中小坂遺跡（93:住居跡3、勝

坂・加曽利E式土器、貞末1972)、花影遺跡 (72:住居跡14、土壊、埋甕、阿玉台．勝坂・加曽利E

式土器、谷井1974)、塚の越遺跡（56:住居跡2、加曽利 E式土器、昼間1991)等がある。

隣接地では東松山市岩の上遺跡か県内屈指の加曽利 E式の集落として知られているはか（11:住

居跡21、野部ほか1973)、鶴ヶ島市脚折山田遺跡（94:住居跡5、加曽利 E式土器、鶴ヶ島町教委1978)

等の他、西方の毛呂山町や越生町でも中期の遺跡数は多い。

後期以降はまことに遺跡の発見例は少なく、市内では塚越渡戸遺跡（83:坂戸市教委1987) と足

洗遺跡（63:埼埋文1990)で称名寺式土器を出土する住居跡の発見があったほか、貯蔵穴や墓壊と

考えられるわずかな遺構の調査例があるのみである。

弥生文化の坂戸市周辺への波及は中期まで待たねばならない。地域的には北関東と南関東の文化

の接点にあたり、両系統の土器が出土する。

中期の遺跡の坂戸市内の調査例は附島遺跡 (87:宮ノ台式土器、住居跡2、方形周溝墓1、坂戸市

教委1985)、木曽免遺跡（90:前出．宮ノ台期住居跡2、環壕と思われる V字溝ーあるいは後期？、坂

戸市教委1987)、塚越渡戸遺跡 (83:前出．住居跡、櫛描文系土器、打製石斧、坂戸市教委1987)等
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が、周辺地域では川越市登戸遺跡（103:住居跡4、宮ノ台式土器、埼玉考古学会1976、県史編さん至

1982)、東松山市大西遺跡（33:宮ノ台期周溝墓6、壺棺墓2、鈴木1991)、雉子山遺跡（13:住居跡

2、櫛描文系式土器、磨製石鏃）等がある。

弥生時代後期になると埼玉県中西部は纏文で装飾された独特の吉ヶ谷式土器を特徴とする文化圏

が形成される。同時に中期以来の櫛描文系土器も盛行し、遺跡も増加する。

吉ヶ谷式土器を出土する遺跡は市中では鶴ケ岡遺跡 (92:前出，住居跡4、坂戸市教委1983)、附島

遺跡 (87:前出、住居跡2、坂戸市教委1985）、新しき村遺跡 (69:遺構は不明、集落？、坂戸市教

委1983)などか知られ、一方、櫛描文系の土器を出土する遺跡は石井前原遺跡 (80:住居跡l、坂戸

市教委1988)、相撲場遺跡 (75:住居跡3、南関東系土器も混在、谷井1973)等がある。

坂戸市周辺の弥生後期の遺跡では東松山市岩鼻遺跡 (17:住居跡14、櫛描文系土器、磨製石錫矢、

上製勾玉、東松山市1981)、駒堀遺跡 (42:住居跡14、吉ヶ谷式土器、少量の櫛描文系、弥生町式土

器か伴出、栗原ほか1974)、杉の木遺跡（37:住居跡］、吉ヶ谷式土器、小峰1963)、滑川町屋田遺跡

(2 :住居4、吉ヶ谷式式土器、今井ほか1984)、川越市霞ヶ関遺跡（105:住居跡45以上、吉ヶ谷、

櫛描文系土器、昼間1974、埼玉県1982)等か調査されている。

墓制の面では壺棺墓もあるが方形周溝墓も多い。坂戸市内では花影遺跡 (72:前出，四隅切れ周溝

墓8、吉ヶ谷式土器、谷井1974)、柊遺跡（79:四隅切れ周溝墓4、最大一辺22m、周溝内壺棺3、櫛

描文系土器、埼玉県教委1989、1990)。坂戸市周辺では東松山市の観音寺遺跡 (18:四隅切れ周溝墓

1、主体部土壊内から銅釧、剣出土、埼玉県立埋文センター1992)、駒堀遺跡 (42:四隅切れ周溝墓1、

栗原ほか1974）、川越市霞ケ関遺跡（105:前出、四隅切れというが詳細不明、昼間1974、埼玉県1982)

等かある。

弥生時代末（古墳出現期）になると東海系地方の強い影響が土器の器形に反映される。煮沸形態

の甕形土器は有脚の台付甕に、供献形態の土器群では高杯の杯底部が有稜の直線的な器形に取って

代り、小形器台や大形の用形土器が出現するなど旧来の型式を塗り替え、古墳文化の波及を示す。

古墳出現期一古墳時代前期の遺跡は、坂戸市内では中耕遺跡の南方の稲荷前遺跡 (55:住居跡10、

埼埋文1988)、長岡遺跡（52:住居跡11、坂戸市教委1987、坂戸市1992)、木曽免遺跡 (90:前出．住

居跡13、坂戸市教委1987)等かあり、周辺地域では東松山市五領遺跡 (19:住居跡120、石釧片、金

井塚1963)、番清水遺跡 (24:住居跡23、埼玉県遺跡調査会1968)、岩鼻遺跡（17:前出、住居跡9、

土製勾玉、磨製石鏃、宮島1989)、附川遺跡（15:住居跡6、今泉1974)、桜山遺跡 (36:住居跡3、

吉ヶ谷式土器、水村1981)、根平遺跡（35:住居跡6、吉ヶ谷式土器、水村ほか1980)、下道添遺跡

(27 :住居跡19、坂野1987)、代正寺・大西遺跡（33:前出、鈴木1991)、鶴ケ島市鶴ケ丘遺跡 (99: 

住居跡37、小久保1976)、川越市女堀遺跡（104:住居跡7、立石1987)などが当該期の集落である。

この時期の墓制は方形周溝墓か主体で、中耕遺跡の他では広面遣跡 (60:出現ー前期周溝墓22、

村田1990)、稲荷前遺跡（55:前出、出現ー前期周溝墓35、埼埋文1988)東松山市下道添遺跡 (27: 

前出、出現ー前期周溝墓13、坂野1987)、川越市登戸遺跡（103:前出、周溝墓4、埼玉県1982)等で

多くの調査例かある。

中耕遺跡や広面、稲荷前遺跡など面的調査のできた遺跡での各型式の周溝墓の分布状況と出土土
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第2図 中耕遺闘と周辺の遺跡分布 (1/100,000) 
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器から、周溝墓の形態か四隅切れから（一隅切れを含めた）全周形系へと出現期一古墳時代前期の

古い段階で転換されていることか推定できる。また、比企地方の古式古墳である山の根（8:埼玉県

1982、埼玉県教委1991)、諏訪山29号墳（31:県史編さん室1986)、根岸稲荷神社古墳 (29:埼王県

教委1991) などか前方後方墳の形態で築造が開始されている状況かあるか、中耕遺跡や、下道添遺

跡での前方後方形と考えられる周溝墓の存在は、地域首長へと飛躍する前段階の小地域首長の析出

を示すものだろう。これら前方後方墳以後、比企地方の最高位首長は、諏訪山古墳（32:金井塚1970)

や野本将軍塚古墳（21:金井塚1980) のような前方後円墳を築造するか、入間台地には現在までの

ところ前・中期の前方後方墳、前方後円墳は発見例がない。

古墳時代後期以降は遺跡規模はさらに拡大傾向を示す。桑原遺跡（57:村田1992)や東松山市舞

台遺跡（34:前出、井上1979)は後期の大集落で、坂戸市内の胴山古墳 (76:金井塚1980)や雷電

塚古墳 (88:県教委1991)のような前方後円墳のほか石上神社 (64:金井塚1980)、土屋神社 (73: 

同左）、牛塚山古墳 (91:同左）といった大形円墳のはか、善能寺・苦林古墳群(65:坂戸市教委1988、

ほか）や石井・新町古墳群（74)等の大規模群集墳も形成され、ようやく入間台地の首長層の地位

も比企の首長層並に向上したのではないだろうか。この時期比企丘陵の東松山市では胄塚古墳(10: 

金井塚1964)、若宮八幡古墳（12:東松山市］981)、吉見町ではかぶと塚古墳（6:吉見町1978)等の

大形円墳の他、吉見百穴横穴墓群（5:金井塚1975)のような新来の横穴墓群も出現している。

歴史時代では稲荷前遺跡 (55:前出、富田1992)や入間郡役所跡と目される若葉台遺跡 (82:埼

王県遺跡調査会1972、はか）等か坂戸市周辺の拠点となっていた集落と思われる。比企丘陵では既

に古墳時代後期から須恵器生産か開始されていたが、瓦製作の開始とともににわかに活発化、鳩山

窯跡群 (43:渡辺1988-92、ほか）に代表される、北武蔵の三大須恵器生産地の一翼を担い始め、

坂戸市内では勝呂廃寺 (77:坂戸市教委1981) も造立されている。

3 事業地内の遺跡

住宅・都市整備公団坂戸入西地区土地区画整理事業地内には11の遺跡か分布する。中耕遺跡と有

機的な関連を持つ遺跡もあるのでこれらを概観しておこう。

［足洗遺跡］ 事業地内の東端、台地の低位面に占地、標高約28m。7世紀後半ー9世紀中心の集落。

住居跡40(うち蠅文後期1)、掘立柱建物跡29、井戸18、土塙193。住居跡は台地中央、掘立柱建物跡

は南西と北東に集中。（平成元年度調査、埼埋文1990)

［金井A遺跡］ 台地低位面（一部沖積微高地）に位置、標高約27m。東西方向の2本の小支谷で島状

の景観をなす。住居跡73（古墳時代後期44、奈良時代13、平安時代16）、土壊700（古墳時代後期一

中世）、井戸16（古墳時代後期一平安時代）、す屈立柱建物跡9他。土塘の中に鉄鍋鋳型片を廃棄したも

のがあり、金井B遺跡と関連。（昭和60年度調査、昼間1989)。

［金井B遺跡］ 台地の高位面北東端とその斜面に立地。標商約31-28m、斜面北東は台地低位面と

なる。 7~9世紀の住居跡21、掘立柱建物跡14、13-14世紀の溶解炉2、鋳造遺構9、掘立柱建物跡7、

井戸跡8、粘土採堀坑2、土壇151、溝21。中世鋳造遺構の大規模な調査例は北武蔵初の調査例。梵鐘

等仏具類・鍋鋳型、鉄滓、銅滓、碗形滓、鍛造剥片か出土。（平成元年度調査、埼埋文1990)
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比企丘陵

4で衣姿~: 自然堤防

第 3図 入西地区土地区画整理事業地内の遺跡分布(1/10,000、付：地形模式断面）
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［広面A遺跡］ 広面 B遺跡の南の沖積微高地に位置、標高約28m。中世の溝2、土横14。（昭和60年

度調査、村田1990)

「広面B遺跡l 中耕遺跡の西方に隣接する標高約28mの沖積微高地（東西60m、南北90m)に位置。

中耕遺跡と一体の遺跡。出現期一古墳時代前期方形周溝墓22、中耕遺跡のように遺構下に集落はな

く、純粋な墓域を確保する。四隅切れ、全周、中央に陸橋を付設するタイプ、隅の一部が切れるタ

イプなどがある。周溝墓群中央の SZ09（柊塚）は方台部規模南北23.5X東西26m、外周規模東西

52m X42m、2m程の盛土が遺存、方台部東辺と南辺に長さ 3m程の張出か存在、西辺に変形した後

方部状の陸橋を付設。（昭和62• 63度調査、村田1990)

［桑原A遺跡］ 稲荷前遺跡北東の台地低位面北端に立地。遺跡面積南北140mX東西180m、標高約

28. 5m 。住居跡102 （古墳時代78、奈良•平安時代24) 、掘立柱建物跡21 （奈良•平安時代～中世）、

井戸20、溝23。遺構の中心は5世紀末ー6世紀代の住居跡群で大量の土器、石製・土製品も出土。（昭

和62年度調査、村田1992)

［桑原B遺跡］ 標高約28mの沖積地。プラント・オパール調査の成果から確認調査を実施、水田跡

の一部と河川跡を検出。 7世紀代の須恵器が出土。（昭和59-61年度調査、村田1992)

［田島遺跡］ 桑原遺跡の東南の低台地に立地、標高約29m。古墳時代後期の住居跡6、掘立柱建物

跡7、土塙7、溝9、井戸9。掘立柱建物跡は中世以降か。桑原遺跡の南方から棚田遺跡に連続する溝

から6世紀前半の土器か多量に出土。（昭和61-63年度調査、埼埋文1988)

［棚田遺跡］ 桑原遺跡西方の沖積微高地に立地、標高約28. 5m。住居跡28(6世紀前半）、溝2、畦

状遺構1、歴史時代の井戸5、土塙7。住居跡はカマド導入後間もない、桑原遺跡に若干先行する時期。

南限の溝は田島遺跡から桑原遺跡の南方を経由（24号溝跡）して延びたもの。（昭和63年度調査、

埼埋文1989)

［稲荷前遺跡］ 台地の下位面に立地、標高約31m。調査区は谷地形でA、B、Cの3区に区分。

A地区：奈良•平安時代の住居跡136、土凋295、井戸47、溝39、掘立柱建物跡31 。

B 地区：古墳時代前期方形周溝墓17基、古墳時代前期ー奈良•平安時代住居跡85、土壊62 、

井戸14、溝9、掘立柱建物跡6。

C 地区：古墳時代前期方形周溝墓19基、古墳時代前期一奈良•平~土壊137 、

井戸跡30、溝跡30、掘立柱建物跡11。

周溝墓は沖桔地に面した北縁に東西に分布、四隅切れと全周型の型式がある。 8• 9世紀の遺構か

らは鳩山窯跡群の須恵器が多量に出土する。「口尺本」 ． 「大ヵ里郡」 ・「多摩郡男川」（旧武蔵国

郡名）か複数書かれた8世紀中頃の墨書土器か井戸中から出土。（昭和61-63年度調査、埼埋文1988、

富田1992)

［塚ノ越遺跡］ 台地の上位面に立地、標高約35m。住居跡82（縄文中期2、弥生中期2、6世紀末ー8

世紀代78)、帆立貝式前方後円墳1（前方部のみ調査）、オ屈立柱建物跡9（奈良•平安時代）、土壊274 、

井戸跡247（奈良時代～中世）他。古墳時代後期の住居跡に屋外への排水溝をもつものが存在。帆立

貝式前方後円墳の周溝から、正装男子、楯持人、女子、馬、円筒埴輪か出土、中世の火葬墓から青

銅製五鈷杵、青銅製神像か出土。（昭和61年度調査、昼間1991)
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周辺遺跡一覧
---------------------------------------→----------------------------------------------------―← ---—•--- ----------------------------------------
No. 遺跡名 所在 種類 文献
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
1 花見堂 嵐山町花見堂 縄文後・晩期集落 金井塚1976a 

2 屋田 嵐山町川島ほか 弥生後一古墳前期集落、中一後期古墳群 今井ほか1984

3 羽尾窯跡 滑川町羽尾 古墳後期須恵器窯跡 高橋1980

4 寺谷 滑川町羽尾 歴史寺院跡？ 金井塚1959

5 横吉見穴翌百群穴 吉見町北吉見 古墳後期横穴墓群 金井塚1975

6 かぶと塚古墳 吉見町久米田 後期円墳、横穴式石室 吉見町1978

7 和名埴輪窯跡 吉見町和名 古墳後期埴輪窯跡 吉見町1978

8 山の根古墳 吉見町久米田 前期前方後方墳 県教委1991， 西原古墳群 東松山市上唐子 後期古墳群 金井塚ほか1976b 

10 胄塚古墳 東松山市上唐子 後期古墳、横穴式石室 金井塚1964

11 岩の上 東松山市石橋 縄文中ー後期集落 野部ほか1973

12 若宮八幡古墳 東松山市石橋 後期円墳、横穴式石室 東松山市1981

13 雉子山 東松山市石橋 縄文後期・弥生後期集落 野部ほか1973

14 青鳥古墳群 東松山市石橋 後期古墳群、中世館跡 吉川國男ほか1974

15 附川 東松山市石橋 古墳前期集落・周溝墓、後期古墳群 摩悶iま力>1972
（ま力` 1974

16 沢口 東松山市東平 古墳前期周溝墓

17 岩鼻 東松山市松山 弥生後期・古墳前ー中期集落、後期古墳群 金宮井島塚19819972 

18 観音寺 東松山市松本町 弥生後期周溝墓、古墳前・後期集落 東松山市1981

19 五領 東松山市柏崎 古墳前ー後期集落、前期方形周溝墓 金井塚1963、65

20 山王裏 東松山市下野本 後期古墳、歴史集落 山本1991

21 将軍塚古墳 東松山市下野本 後期前方後円墳、 115m 金井塚1980

22 柏崎古墳群 東松山市柏崎 前ー後期古墳群 金井塚1968

23 天神山古墳 東松山市柏崎 前期前方後方墳？、銅釧、小形佑製鏡 金県教井塚委11996981 

24 番清水 東松山市古凍 古墳前期集落・周溝墓、古墳後期集落 県遺跡調査会1968

25 おくま山古墳 東松山市柏崎 後期帆立貝式前方後円墳 金井塚1968、79

26 古凍古墳群 東松山市古凍 後期古墳群

27 下道添 東松山市古凍 出現期集落・周溝墓、後期古墳・集落 坂野1987

28 古凍根岸裏 東松山市古凍 古墳前期周溝募、後期古墳群 村田1984

29 根岸稲荷神社古墳 東松山市古凍 前期前方後方墳 県教委1991

30 諏訪山古墳群 東松山市西本宿 前・中期古墳、後期古墳群 若松1987

31 諏訪山29号墳 東松山市西本宿 前期前方後方墳 県史編さん室1986

32 諏訪山古墳 東松山市西本宿 中期前方後円墳 金井塚1970

33 代正寺・大西 東松山市宮鼻 弥出生現期中一一後古期墳集前落期集落・方形周溝墓 鈴木1991

34 舞台 東松山市田木 縄 斎早期ー中期靡霜群、弥・生須後恵期器集窯落跡古後期集落・ 群 谷井井上ほぽかか11997748 

35 根平 東松山市田木 弥古墳生後後期期須・恵古墳器窯中期跡集・落古墳群 水村ほか1980b

36 桜山 東松山市田木 後期古墳群・須恵器・埴輪窯跡群 水村ほか1982

37 杉の木 東松山市毛塚 弥生後期集落 小峰1963

38 緑山 東松山市田木 縄文早・前期集落、古墳後期・歴史集落 今井ほか1982

39 田木山古墳群 東松山市田木 後期古墳群 野部1980

40 大塚原 東松山市田木 縄文早期包含地、古墳末ー歴史集落 水村ほか1980a 

41 立野 東松山市田木 縄文早•前期包含層、歴史集落 今井ほか1980

42 駒堀 東松山市田木 弥生後期集落・周溝墓、古墳後期集落 栗原ほか1974

43 鳩山窯跡群 鳩山町石坂ほか 歴史須恵器窯跡群 坂渡詰辺11997878-92 

44 赤沼国分寺瓦窯跡 鳩山町赤沼 歴史瓦窯跡

45 雷 鳩山町赤沼 歴史瓦窯跡 金井塚1991

46 十郎横穴塞群 鳩山町石坂 古墳後期横穴墓群 金井塚1991

47 小用廃寺 鳩山町小用 歴史寺院跡、中世鋳造遺跡

48 小用窯跡 鳩山町小用 古墳後期須恵器窯跡 高橋1977

49 堂山下 毛呂山町川角 中世集落 宮瀧1991

50 川角古墳群 毛呂山町川角 後期古墳群 毛呂山町教委1988

51 東和田 坂戸市東和田 出現期集落？ 坂戸市1983

52 長岡 坂戸市長岡 縄文早期集落、古墳前。後期集落 坂戸市教委1987

- 13 -



No 遺跡名 所在 種類 文献
-------・ー・ ------—•------------------•--------------------------------------------------------------------------------------•----------------------53 中耕 坂戸市善能寺 縄文早ー中期集落、出現期一古墳前期集落・周溝墓 本書

54 棚田 坂戸市竹の内 古墳後期集落 埼埋文1989

55 稲荷前 坂戸市竹の内 古す質前期集塁 塁塁草
古墳後期ー 史 馨μ里文1988

田1992

56 塚の越 坂戸市小山 弥生後期？周溝墓、古墳後期・歴史集落 昼間1991

57 桑原 坂戸市堀込 古墳中期ー歴史集落 村田1992

58 田島 坂戸市堀込 古墳後期集落 埼埋文1988

59 広面A 坂戸市堀込 中世 村田1990

60 広面B 坂戸市堀込 出現期一古墳前期周溝墓 村田1990

61 金井A 坂戸市新堀 古墳後期、歴史集落 昼間1989

62 金井B 坂戸市新堀 古墳後期ー歴史集落、中世鋳造集落 埼埋文1990

63 足洗 坂戸市新堀 縄文後期集落、古墳後期ー歴史集落 埼埋文1990

64 石上神社古墳 坂戸市大塚 後期円墳 金井塚1980

65 善能寺・苦林古墳群 塁髯閲昇嬰森― 後期古墳群 孟井ほか1988
戸市教委1988

66 岡山 坂戸市善能寺 縄文早期包含地 県教委1987

67 若宮 坂戸市成願寺 歴史集落 坂戸市教委1988

68 大家小学校 坂戸市森戸 縄文前ー後期集落、歴史集落 坂戸市教委1983

69 新しき村 坂戸市西坂戸 縄文早ー後期集落、弥生後期集落 坂戸市教委1983

70 城山 坂戸市城山 縄文中期集落 坂戸市教委1983

71 多和目渡戸 坂戸市名和目 縄文前ー中期集落 坂戸市教委1983

72 花影 坂戸市粟生田 縄文中期集落、弥生後期周溝墓 谷井ほか1974

73 土屋神社古墳 坂戸市浅羽 後期円墳 金井塚1980

74 石井・新町古墳群 坂戸市石井ほか 後期古墳群 埼王県1982

75 相摸場 坂戸市片柳 弥生後期集落 谷井1973

76 胴山古墳 坂戸市石井 後期前方後円墳 金井塚1980

77 勝呂廃寺 坂戸市勝呂 古墳後期集落、歴史寺院跡 坂戸市教委1981

78 勝呂神社古墳 坂戸市石井 後期円墳 金井塚1980

79 柊 坂戸市石井 弥生後期集落・周溝墓、古墳前期集落 盟こ畠教委1983
1989、90

80 石井前原 坂戸市石井 弥生後期ー出現期集落 坂戸市教委1988

81 山田 坂戸市片柳新田 歴史集落 谷井1973

82 若葉台 坂鶴戸ケ市島千市代若葉田一 歴史集落 金鶴井ケ塚島町ほ教か1委9712984 

83 塚越渡戸 坂戸市塚越 縄文後期・弥生中期集落 坂戸市教委1987

84 住吉中学 坂戸市青木 歴史集落 坂戸市教委1987

85 宮町 坂戸市青木 歴史集落 大谷1991a、b

86 清進場 坂戸市戸宮 歴史集落 坂戸市教委1987

87 附島 坂戸市小沼 縄甘け文貨詞・歴弥史生集中落一後期集落・周溝墓 坂,,戸87市a教、8委81b 985 

88 雷電塚古墳 坂戸市小沼 後期前方後円墳、55m 県教委1991

89 小沼堀之内 坂戸市小沼 弥生中期墳墓跡 坂県教戸委市教198委71987 b 

90 木曽免 坂戸市小沼 縄文前・弥生中・古墳前期集落 悶警雷1987 
教委1987

91 牛塚山古墳 坂戸市小沼 後期円墳 金井塚1980

92 鶴ケ悩l 坂戸市関間 縄文早期・弥生後期集落 坂戸市教委1983、87

93 中小坂 坂戸市中小坂 縄古墳文中中期ー後・弥期生集後落期、集古墳落後期須恵器窯跡 坂貞末戸1市9712983 

94 脚折山田 鶴ケ島市脚折 縄文中期・古墳中期・歴史集落 鶴ケ島町教委1978

95 ー天狗 鶴ケ島市脚折 古墳・歴史集落 鶴ケ島町教委1981

96 大境 鶴ケ島市藤金 歴史集落

97 雷電池東 鶴ケ島市脚折 縄文早•前。中・後期集落、歴史集落 鶴ケ島町教委1985

98 お寺山 鶴ケ島市太田ケ谷 歴史集落 玉利秀雄1985

99 鶴ケ丘 鶴ケ島市鶴ケ岡 出現期集落、後期古墳 虞盆i望iま 7加1976
ヵ"-1985

100 下小坂古墳群 川越市下小坂 後期古墳群 川越市1972

101 下小坂 3号墳 川越市下小坂 後期円墳 II 

102 どうまん塚古墳 川越市下小坂 ” 小出1963

103 登戸 川越市小坂 弥生中期集落、古墳前期集落・周溝墓 埼玉考古学会1976

104 女堀・御伊勢原 川越市笠幡 縄文早・中期集落、弥生後一古墳前期集落 立石1987、1989

105 霞ケ関 川越市地蔵堂 弥生後期一古墳前期集落・周溝墓 昼間1974、1988

106 牛塚古墳 川越市的場 後期前方後円墳、46m 川越市1972
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III 遺跡・遺構の概要

中耕遺跡の所在する坂戸市入西地区は越辺川の沖積地が形成され、その幅は約750-1,000mであ

る。越辺川の北は小さな段丘面をはさみ、やや起伏の急な比企丘陵が迫る。その最高所は県指定の

名勝にもなっている物見山で、標高は135mを測る。沖積地の南方には比企丘陵に比べると平坦で標

高の低い入間台地の支丘の毛呂山台地が延びてきており、標高は37-38.5mといったところである。

毛呂山台地上には多くの遺跡が所在するが、越辺川との沖積面に形成された低位面（小規模な段

丘）上にも遺跡が形成される。

沖積地内に目を転ずると、現在の越辺川はその北の端を流れており、北浅羽、今西の集落が現流

路の自然堤防（標高25-31m)上に載っており、ほぼ東西の傾斜を持つ。そして、その南側には所

謂後背湿地が広がっていて、その標高は約24.5-30.5mを測り、おおむね南西から北東に傾斜を有

している。

中耕遺跡はこの沖積地内の後背湿地内に所在しているがその基盤は現表土下に没した再堆積ロー

ムの自然堤防である。調査前は水田でその標高は27.0-27.7mと平坦で微高地としての認識は不可

能であった。水田耕作土は厚さ約30-40cmでその下に黒褐色の旧表土（厚いところで50cmほど）、さ

らにその下にシルトロームが堆積する。この土層の上面は最高所で約26.8m、厚さは約50-60cmで

そのさらに下方は砂礫層が存在する。そして南西から北東方向に延びており、最大幅約120m、長さ

約300mの平面的な広がりをもつ。

遺構の主要部分はこの上に構築され、微細な谷地形をはさみ近接した小規模な自然堤防状にも周溝

墓群がみられるので、少なくとも古墳時代の段階までは遺構の分布する部分が微高地として認識さ

れていたものと考えられる。

南西に隣接する広面遺跡、さらに桑原遺跡の北端部の周溝墓部分も一体の遺跡と考えられ、それ

らを含めた実態としての遺跡の平面規模は幅約200m、長さは550mにも達する。遺跡の北東端部分

は住宅・都市整備公団の遊水池及び工事用道路敷で、南西端部分は現使用道路で調査できなかった

が、ほぼ概略の部分は明かとなったものと思う。

次に中耕遺跡発見の遺構だが、縄文早期末ー前期初頭及び前期前半代、中期前半代の集落、そし

て古墳出現期ー前期（当該期の表現として煩瑣を避けるため単に古墳時代としておく）の集落及び

周溝墓群がある。以下に発見された遺構の種類と数を時代順に記する。

縄文時代では住居跡が合計14軒、早期末ー前期初頭、前期前半、中期前半代の時期がある。平面

プランは早期ー前期が不整方形や円形を基調とし中期が円形である。覆土はその主要な部分が灰色

味のある黒褐色で、古墳時代の深みのある黒褐色とは異なる。確認面（再堆積ローム上面）からの

掘り込みが浅く、遺存の悪いものが多く、壁や床面を完璧に把握しきれなかったものもある。他に

も住居跡が相当数存在していたものと思われる。平面規模が直径（長軸長）概ね3mを越えるものを

住居として報告する。住居跡以外では土塘及び集石土壌合計21基がある。土壊で時期の判明する遺

物の出土したものは少ないが、覆土の色調から縄文時代と判断した。（その他晩期の土器片もあるが

遺構はない。）
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・住居跡 早期末ー前期初頭（条痕文、縄文系） ： 5軒 (SJl-5)

前期前半 （関山期） ： 2軒 (SJ 6、7)

中期前半代 （勝坂、加曽利 E期） ： 7軒 (SJS-14)

•土塙中期（勝坂、加曽利 E 期） ： 1基（ sk10) 

その他は詳細な時期不明のもの ：20基（ SKl-9、SKll-21) 

古墳時代の遺構は、住居跡72軒、方形周溝墓68基、士横32基、掘立柱建物跡6軒、溝3基、その他

不明遺構がある。住居跡は出土する土器から古墳時代前期の古い段階と時期か明らかだか、遺物の

希少な土壊や建物、溝はその覆土の色か住居跡同様深い暗褐色であり、古墳時代前期初頭より新し

い土器片を含まないので、同様の時期と判断した。住居については隅にわずかに丸みを持つ方形で、

床面中央からやや北寄りに炉を、南壁沿いに貯蔵穴を持つのを基調とする。柱穴は4本を基本にする

が、検出できないものもある。住居の中には火災に遭遇したものも多く、主に屋根材と考えられる

炭化材を出土するものもある。ただし覆土断面から、炭化物は壁際の所謂三角堆積か形成された後

に炭化材や焼土か堆積しており、居住時でなく、廃絶後間もない時期に被災したことがわかる。土

壊は方形や不整の方形、円形のものがあるか集落か方形周溝墓群に伴うのか必すしも明かでない。

住居跡として報告したのは最低3X3m以上の規模で、炉を持つことを条件としたか、炉か未検出で

も貯蔵穴や壁溝かあり、十分な平面規模を有する（または推定できる）ものも含めた。重複がなく

単独で存在するものか多いか、中には2軒、 3軒と重複するものもある。住居跡や建物の分布での集

落の範囲は後述の方形周溝墓の墓域の範囲内に包括されている。

方形周溝墓は土器から判断される時期は先行する集落とほぱ同時期としてよいか、周溝墓下で重

複する住居跡との土層観察で、集落の廃絶の後に築造が開始されていることが明かである。特に墳

丘を有する SR41とその下で発見された SJ44との重複では、 SJ 44廃絶後、竪穴部分の空間がほ

ぼ埋没したその上に SR41の墳丘が盛土されている状況が明かとなった。隣接する広面遺跡発見分

を合計すると方形周溝墓の総数は90基となる。

周溝墓の形態には四隅の切れるもの、一隅の切れるもの、全周するもの、一辺の中央を掘り残す

もの、さらに前方後方形があった。各形態の分布状況から、先行する廃絶集落域を一括し墓域に確

保、四隅切れの周溝墓を核にいくつかのグループを形成し造墓か開始された状況か看取できる。大

形の周溝墓3基か版築状の盛土を有していたが残念なから主体部の検出はできなかった。

また、周溝墓覆土の最上層から平安時代の須恵器片が出土するものがあり、この時期に埋没か終

了したと推定でき、ほぱ現在見るような地形となったのであろう。

・住居跡 ：73軒 (SJ 15-87) 

•土壊： 31基 (S K22-52) 

・方形周溝墓 ：68基 (SRl-68、形態の内訳は、四隅切れ： 39、一隅切れ： 3、全周： 21、一

辺の中央切れ： 1、前方後方形： 1、不明： 3)

．掘立柱建物跡： 7軒 (SBl-7)

溝： 3基 (SDl-3)

。性格不明遺構： 2基 (SXl、2)
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基本土層説明

l a ：黒褐色．・表土［耕作土層）

: b 里贔色嘉よ言言／ある粘土層）： a 悶悶虐喜履ふ9_への漸移心立］悶誓］］：フト）
］ ［・・ 1/ • 11 ム（喫を少量含み、やや粘性あり）

4 b．昭冑／灰色． 1/ ［瓢；言よ畠贔9質気味）
4 b : 11 ・． ：： （粘性の強い部分）

（砂質気味の部分）

第 4図
遺構全体図 (1/I,600、付：遺跡の基本土層）
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N 縄文時代の遺構及び出土遺物

1.住居跡

(1) 第 1号住居跡

遺構（第6図，図版8) G-9グリッド、縄文時代の遺構の載る微高地（自然堤防）上の北西縁部

に位置する。

確認面から床面までか浅くて覆土もほとんど遺存しておらず、南東ー南西を SRl9の南、西溝に

切られており遺存状況は悪い。明確な形で壁面が検出できなかったので正確にし得ないか、平面形

態は円形プランを基調とするものと思われ、規模は東西約7.3m、南北は8m弱と推定される。

床面はかろうじて遺存しており、覆土はやや灰色味のある暗褐色土を基調とし、良好な部分で厚

さ10cm強の厚さしかない。一部検出した北壁で壁溝状の部分を検出している。床面にピソトか13発

見されたが、全て伴うとすれば建替えの可能性が考えられよう。

炉は床面中央やや北東に偏する位置となろうか、100X88cm、深さ7.6cmの本体部分と南に48X45cm、

深さ 12cmのピソトを連ねている。炉の上面を確認した状態で焼土の薄い散布と土器（12-14:実測

図番号、以下同じ）の出土があった。

出土遺物に完形に近いものはない。条痕文系と縄文系上器が共伴し、無茎石鏃の出土もあった。

出土遺物（第2分冊第1図，以下第2-1図と略す．図版146)1-6は条痕文系土器である。有文土器は

1-3の3点があり、すべて平縁で、口縁下に波状沈線文を廻らしている。沈線の施文は細い箆状工具

の単数線施文であり、文様帯区画線を有し、口唇部に刻みが加えられる2と、双方を欠く 1の、少な

くとも2個体がある。 4・5を含め、器面には擦痕が残り、表裏ともに条痕を残す6とは趣を異にする。

以上にともなう縄文施文系上器は7-14の8点を示した。7は口縁の直下に撚糸側面圧痕文を施文す

るもので、圧痕は R・Lを対として直線的に構成される。これに沿うようなかたちで2条の隆帯も観

察でき、そのかたわらにも撚糸圧痕文が加えられる。

一方、胴部縄文には単節縄文と撚糸文の2種か施文されている。前者は原体RLがもっばらで、 8

は0段3条の原体を使用している。これに対し、撚糸文施文の12-14は、すべて原体Rを用いている。

両者ともに構成の基本は、単一原体を用いなからも施文位の転移によって V字状の鋭角羽状を作出

するものであり、 10• 11は0段2条原体を使用し横位施文を施すなど違和感が強い。

石器は15の凹基石鏃1点か出土した。一部か欠損する基部は挟入が弱く、これに合わせるかのよう

に側縁もやや反りがはいる。石材はチャート製（1.75 g)。

(2) 第 2号住居跡

遺構（第7図，図版8) G-10グリッドに位置、大部分を SRl9とSJ 85に切られるうえに、攪乱

を受け遺存は不良である。

平面規模は、 SRl9の方台部で床の一部が確認できないので、東西幅は4mを越えることはないだ

ろう。形態は不整方形と推定される。覆土は上層が褐色土を基調に、下層が地山ロームを主体とす

- 20 -
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土層説明

A-A'~C-C' 

1 暗褐色：ローム粒子少量．焼土微量含む．

2 暗褐色：ローム粒子多量含む．

3 明褐色：粘質のローム粒子多量含む．

4 暗褐色：口、ーム粒子．小砂利多量含む．

5 暗褐色：ローム粒子，小砂利少量含み，砂質．

6 黒褐色：ローム粒子少量．炭化物微量含む．

7 黒褐色：ローム粒子多量，小砂利少量含む．

8 暗褐色：ローム粒子多量．小砂利少量含む．

゜

9 暗褐色：ローム粒子少量，焼土微量含む．やや砂質．

10 暗褐色：ローム粒子多量含み．やや粘質．

11 明褐色：ローム粒子多量含み．粘質．

12 黒褐色：ローム粒子少量．炭化物微量含む．

13 黒褐色；ローム粒子微量含む．

14 暗褐色：ローム粒子多量含み，しまりゆる＜．ソフト．

15 暗褐色：ローム粒子少量，褐色味強いローム粒少量含む．

16 暗褐色：ローム粒子少量．褐色味強いローム粒多量含む．

17 暗褐色：ローム粒子．小砂利少籠．粘土微量含む．

18 暗褐色：やや明る <,17に近似．

19 黒褐色：小さめの小砂利少量含み， 12に近似．

20 暗褐色：ローム粒子多量含み，やや粘質．

21 明褐色：ローム粒子多量．小砂利少量含む．

22 暗褐色：ローム粒子少量含み．やや粘質．

23 暗褐色：ローム粒子少量．炭化物微量含む．

24 明褐色：粘質のローム粒子多量含む．

L-L', M-M’（炉）

1 暗褐色：焼土少量．炭化物微量含む．

2 暗褐色：ローム粒子微量含む．

3 明褐色：ローム粒子多量．砂少量含む．

4 黒褐色：ローム粒子微量含む．

5 明褐色：ロームプロック．小砂利を少量含む．

6 暗褐色：ローム粒子少量含み，やや砂質．

7 暗褐色：ローム粒子少量含み．やや粘質で明るい．

8 暗褐色：ローム粒子少量含み．やや砂質で暗い．

9 黒褐色：ローム粒子多量含む．炭化質の土．

10 黒褐色：ローム粒子微量含む．炭化質の土．

11 黒撮色：ローム粒子極めて多量含む．

星

1m 

D-D'(P2) 

1 黒褐色：ローム粒子微量含む．

2 黒褐色：ローム粒子少量含む．

3 暗褐色：粘質ローム粒子多量含む．
E-E'(P3) 

1 黒褐色：ローム粒子少量含む．

2 黒褐色：ローム粒子多量含む．

3 暗褐色：ローム粒子少量含む．
F-F'(P4) 

1 黒褐色：ローム粒子，小砂利微量含む．

2 暗褐色：粘質ローム粒子多量含む．
G-G'(P5) 

1 暗掲色：ローム粒子少量，焼土微量含む．
H-H'(P7) 

1 黒褐色：ローム粒子少量，焼土微量含む．

2 暗褐色：ローム粒子多量含む．

I -I'(P10) 

1 黒褐色：ローム粒子少量，焼土微鼠含む．

2 暗褐色：ローム粒子多量，焼士微量含む．
J-J'(Pll) 

1 黒褐色：ローム粒子少量，焼土微量含む．

2 暗褐色：ローム粒子多量含む．

K-K'(Pl3) 

l 明褐色：粘質ローム粒子多量含む．

ピットデータ
（長径／短径／深さ）

P 1 (36/27 /23) P 8(32/29/7) 
P2(28/20/20) P9(34/32/8) 

P 3(33/30/20) P 10(25/22/7) 
P 4(31/30/23) P 11 (30/26/8) 

P 5(25/23/22) P 12(29/25/19) 
P 6(22/21/14) P 13(35/32/12) 
P 7(29/25/13) 

第6図 第1号住居跡実測図(2)
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る黄褐色土である。検出できた床面は少ないか中央に向いわずかに傾斜する。壁溝、ピソトとも遺

存部分では確認できていない。

炉は SJ 19とSJ 85に切られ遺存か悪いか68X55cmの範囲で検出できた。覆土に円硬と微量の焼

土を含み、底面がわずかに被熱する。点数は少ないか条痕文・縄文系土器片か出土した。

出土遺物（図版2-1図，図版146) 石器の出土はなく、図示できた土器片は少ない。 1は、胎土の

質からして、条痕文系の擦痕文土器というよりも、むしろ縄文系にともなう無文土器と表現するの

か適当な破片である。 1号住居で出土した擦痕文に比して器壁厚く、繊維の混入率か多い。縄文系は

3-5の3点で、 0段多条原体の RL・LRを持ちかえて横帯内や横帯間の羽状を構成している。その

様相は第1号住居跡とほぼ同様で、条痕文系と縄文施文系土器とが共存する。

(3) 第 3号住居跡

遺構（第8図，図版8) 自然堤防の東南縁部にあたるJ-13グリッドに位置し、 SR34の東溝と北

溝の中間部分で検出された。

平面形態は不整方形で、壁面がややゆらいでいるか、一応住居跡として報告する。規模は南北3.58

mX東西3.77mで、検出面から床面の最深部までは約20cmである。壁溝、ピット、炉とも検出され

ない。

遺物はいずれも床面から浮いた状況で土器片が出土する。早期末ー前期の条痕文系、縄文系の土

器片かあり住居の時期を示している。

出土遺物（第2-1図，図版146) 石器の出土はなく、土器も4点か図示できただけにすぎない。し

かし、この対照は条痕文系と縄文施文系の共伴例を追加するに充分である。 1は文様帯上下の区画線

を設定する構成で、充填弧状文を追加することなく波状文だけで文様を成している。これに対し、

2は0段多条単節原体の転移することによって鋭角の羽状を構成するよう意図されている。3は異なる

原体を用いた横位施文によって羽状を構成する。

(4) 第 4号住居跡

遺構（第9図，図版9) K-13グリソドに位置、 SR34の方台部下で検出した。平面形態は不整楕

円形で規模は確認面で南北軸（長軸） 4.30m、東西軸（短軸）長3.72m、南北軸は N-18°-E、東

西軸は E-15°-Sほどの偏差かある。

床面は確認面から最深部で25cmほどの深さかあり、覆土は上・下層とも炭化物粒を含む黒褐色土

を主体とし壁ぎわにはローム粒を含む暗褐色土か堆積する。壁溝、炉ともに認められず、北東から

北西にかけての壁外方にピットが3基認められるか、本住居跡に伴うかどうか不明である。

遺物としては覆土中から比較的多量の土器片か、大小の差と共に出土している。

出土遺物（第2-1。2図，図版146、147) 縄文早期末から前期初頭にかけての5件の住居のうち、もっ

とも多〈の土器を出土した。その反面、石器の出土には恵まれなかった。

条痕文系の破片は、擦痰と条脹を残すものに大別でき、有文土器は前者に集中する。 1-3は半裁

竹管で波状、もしくは類似する文様を描く個体であり、3は押引手法を用いて弧状文を構成している。
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土層説明

A-A' 

1 褐 色 ローム・炭化物粒子含む．きめやや糾かい．（t器片含

有）

2 黄褐色 ローム土主体に炭化物を含む．粘件やや強い．

第 7図 第 2号住居跡実測図
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ピットデータ

（長径／知径／深さ）

Pl(46/40/22) 

A P2(33/33/13) 

B
、

1口P

土層説・明
A-A', 8-8' 

1 暗褐色：ローム拉＋，炭化物

少畢含み，ややソフ

I‘. 
2 明褐色：ローム粒子，ローム

ブロ／ク多景含む．

¥ 3 暗褐色：ローム粒十多景，炭

化物微誡含む． ソフ

ト．
4 明褐色：ローム和＋多畢含み，
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第8図 第3号住居跡実訓図
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

Pl(25/24/12) 
P 2(38/37 /10) 

P 3(30/30/13) 
P4(68/-/14) 

E' 

。
2m 

土層説明

A-A',B-B',E-E' 

l 黒褐色：炭化物少量含み，粘性やや有り．

2 黒褐色 炭化物微量含み，粘性やや有り．色調明るい．

3 暗褐色：ローム粒子多量，炭化物微贔含む．

4 風倒木

5 暗褐色

6 明褐色

粘質の口＿ムブロノク多景含む．

枯質のロームブロ／ク多量含む．

7
8
9
1
0
1
1
1
2
 

黒掲色：ローム粒子，炭化物少量含む．

暗褐色：ロームブロ／ク少量含む．

暗褐色：ローム粒子少最含む．

明褐色：ローム粒子多量含む．

明褐色：枯質ロームプロJク少量含む．

明掲色：帖質ロームブロJク多畢含む．

第 9図 第4号住居跡実測図
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これに対し、条痕か残る破片のうち、 12は施文具の移動か短く、方向も定まっていない。貝殻背圧

痕文が施文されたともとれるが、風化のため判断がつかない。

一方、縄文施文系では、検出できた破片すべて単節斜縄文を残すものであった。施文は、同一原

体の回転方向を転移させるもの(14)や、同じ〈 90゚ 変化させることにより初状を作出するもの (15)

かある。単一原体で施文を終える構成の前二者でも LRの原体が使用されていることは、 RLかもっ

ばらの同時期の原体選択からすれば特殊である。 0段の条数は2条と多条の双方がある。

(5) 第 5号住居跡

遺構（第10図，図版9) 自然堤防東南縁部のJ-14グリソドに位置、北西部分を SR35の南溝に切

られる。

平面形態は緩いコーナーが4箇所認められ、隅丸の6角形？となろうか。軸長は東西か3.37m、南

北か3.2m前後であろう。覆土はシルト質の暗褐色土を基調とし、確認面から最深部で約25cmである。

壁はややダラダラと立上がり、壁溝は認められない。

床面は中央がやや深く、炉は確認できなかった。ピノトは5基でPl・2・4・5が柱穴となろうか。

遺物は土器片のみで少なく、他に朱かある（隣接する SR35との切合い部分の覆土の崩壊、混入か）。

住居の時期は早期末から前期初頭と考えられる。

出土遺物（第2-2図，図版147)

石器の出土はなく、検出できた遺物はすべて土器である。同期の他住居跡とおなじく、条痕文系

と縄文施文系とで構成される。

1-11の条痕文系のうち、 1-5か波状の沈線文を口縁部文様帯に施すものである。施文は半裁竹管

で行なわれ、文様帯区画は沈線と、刺突を加える隆帯の双方の個体がある。胴部の調整痕は擦痕が

多く、条痕か残るのは10• 11の2片のみである。

一方、縄文施文系の破片のうち構成法か観察てきるものは、同一原体の回転方向を90゚ 変化させる

ことで羽状を作出する方法か13• 14 • 19で判断てきるのみである。施文原体の0段条数は2条と多条

の二種があり、 RL・LRの双方の撚りかある。

(6) 第 6号住居跡

遺構（第11図，図版9) 自然堤防北西縁部の F-10グリノトに位置し、 SJ 10か覆土上部を切って

構築され、北壁と南壁を SR24の東溝・南溝に切られる。 SJ 10の床面で確認し、この面での規模

は南北3.40m、東西3.85mである。

平面形態は不整隅丸方形で南西のコーナーは丸みか大きい。覆土は上層か炭化物・ローム粒を含

む黒色土かやや明度の高い暗褐色土、下層はローム粒を含む暗褐色土である。壁はきちんと立上かっ

ている部分が多く、壁溝は認められない。

P5が炉跡と思われ、規模は84X48cm、覆土に焼土はほとんど含まず、底面もあまり焼けていない。

出土土器は少ないか関山期の時期か考えられる。

出土遺物（第2-3図，図版147) 出土遺物は少な〈、石器は出土していない。有文土器は検出てき
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ピットデータ
（長径／短径／深さ） A ー△＇
P 1 (28/22/20) 
P 2 (22/21/12) 
P 3 (12/7 /10) 
P4 (29/28/16) 
P5 (41/36/15) 

2A 6.90 
? 1 C ― A' 

土層説明 3 6 9 

限 阻
．． 

A-A'-E-E' 

1 暗灰色．シルト質でやや灰色味あり．中央 4 9 9 14 

部分では黒色味を帯びる．
2 暗灰色． 1よりやや褐色味を帯ぴる． C C' 

3 暗灰褐色： 2の床面近くで地山シルトローム
が崩壊し，浮いた部分．

4 暗灰色： 1の中央付近の色調に近いシルト
質．

4'Plの覆土
5 4と地山シルトロームの混合土．

゜
2m 

第10図 第 5号住居跡実測図

ず、図示したすべてが縄文のみを器面に残すものである。 1・4は0段多条の LRをやや斜位に、 2.

3は逆方向に L2条を絡げた附加条縄文と RLの単節斜縄文で器面を埋めている。後者の2点は原体の

一致から同一個体と思われる。

これらは、片口注口土器の存在や上げ底形態の底部から、関山式最終末の所産と判断できる。

(7) 第 7号住居跡

遺構（第12図，図版10) I -12グリッドに位置、壁面がゆらいだり明確に確認できない部分もあっ

たが一応住居跡として報告する。平面形態は不整円形としておく。北東ー南西が長軸となり確認面

での規模は長さ 3.52mである。覆土は確認面から 10cmほどの厚さで、上層がローム粒・ブロックを

少量含む暗褐色土、下層がローム粒を多羅に含む明褐色土を基調としていた。壁溝・炉ともに確認

できなかった。

出土遺物（第2-3図，図版147) 土器片2点を図示できたにすぎない。ともに同一個体で、 0段2条

の原体RLを施文するのみの破片である。 SJ 6と同期、関山式最終末期の所産だろう。
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (21/20/8) 
P 2(44/ 41/25) 
P 3(30/25/30) 

P 4(26/22/25) 
P 5(83/ 48/26) 

P 6(31/26/28) 

P7(28/26/27) 
P 8(29/28/23) 
P9(35/34/24) 

旦互
263C 

言
貼 _ _ _ !l _'

冒
E E' 
?630 21 18 19 

B 
96 60 

。゚-
3

4
1。

2
 

B' 

゜
2m 

E E' 
2630 

冒

土層説明

A-A'~ F-F' 

1 明褐色：ロームプロJク含む．

2 黒褐色：炭化物ブロjク＇粒子含む．しまり良い．

3 暗褐色：ローム粒子少量含む．

4 暗褐色：ローム粒子少量含む．

5 暗褐色：ローム粒子，炭化物少量含む．

6 暗褐色：ローム粒子少量含み，色調明るい．

(P2-P7) 
7 暗褐色：ローム粋子少昂，炭化物微量含み、褐色味強い．

8 黒褐色：枯質のローム粒子少量含み，粘性強い．

9 黒 褐 色 ： 8に近似．緑灰色の砂を少畢含む．

10 暗褐色：ローム粒子多量，炭化物少罹含み，やや砂質．

11 暗褐色．ローム粒子少量含みソフト．

12 黒掲色：ローム粒子少量含む．

13 暗掲色：ローム粋子，瞑褐色の砂を少量含み，砂質．

14 黒掲色：ローム粒子少最含み，やや粘性有り．

15 暗褐色：ローム粒子少量含み，やや砂質．

16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 

23 
24 
25 
26 

暗褐色：ローム粒子，炭化物少畢含み，非常に砂質．

黒褐色：ローム粋子礎少量含み、やや色調明るい．

暗褐色：ローム粒子，燦，明褐色の砂を少量含む。

黒褐色：ローム粒子，i榮，砂を少犀含む．

黒掲色：ローム粒＋，炭化物微量含む．

黒褐色：炭化物，砂を少量含む．

黒褐色．ローム粒子，喫少景含む．

黒掲色：砂を少量含み，やや粘性有見

暗褐色：ローム粒子少畢含み，砂質．

黒掲色：炭化物微景含み，非常に枯質．

暗褐色：炭化物少量含み，非常に砂質て褐色味強い．

第11図 第6号住居跡実訓図
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SJ 7 ピットデータ
（長径／短径／深さ）

P 1 (25/25/5) 
P 2 (35/30/8) 

,8 
』 P 3 (34/25/1) 
8 

呵 吋 土層説明
A-A', B-B' 

l 暗褐色．ローム粒子・プ
ロ／ク少鯖含み，
ソフト．

旦(Q)p-£' ＼ 
2 明褐色枯質のローム粒

子多量，炭化物
少量含む．

8 I' 
1: I II言 ＼信鸞

3 黒褐色 ローム粒子微最
含む．

I 
I 
I I 
I I 

’’ 1, 
¥ ¥ 

I 

立。P,

＼ 
X•-3 38! 

fl 
畠 C' 畠 旦

゜
2m 

二 胃
第12図 第 7号住居跡実測図

(8) 第8号住居跡

遺構（第13図，図版10) 自然堤防の北西縁部の E-llグリソドに位置する。 SJ 9の覆土上部を切っ

て構築されており、南部を SR25の北溝に切られている。北東ー南西方向にやや長い不整円形の平

面プランを有し南北軸（長軸）長は確認面で6.41m、短軸（東西軸）長は5.68mである。確認面か

ら床面の最深部までは約10cm、壁面の遺存はあまりよくない。覆土はローム粒炭化物粒を微量含む

黒褐色土、暗褐色土を基調にしており、壁溝と炉は検出できなかった。ヒ°ノトは床面に6基認められ

た。遺物の出土は極めて少な〈わずかな土器片かあるだけである。

出土遺物（第2-3図，図版147) 本住居跡は、おそら〈加曽利 EII式段階に属するだろうか、普遍

的な共ャリパー形上器は出土していない。 1は沈線充填の渦巻文を施す大甕の一部、 2は曽利系の弧

状文をめぐらす甕形土器だろう。 4は沈線で格子状文を施すか、胎土・器壁の特徴からはこの期とし

か考えられない。また、 3はどのような器種の一部か判断つかない。

(9) 第 9号住居跡

遺構（第13図，図版10) 自然堤防の北西縁部の E-10グリ／ドに位置、 SJ 8かその上に構築され

て入子状になっており、東南部を SR25の北溝に切られている。平面形態は隅丸の長方形、規模は

確認面で長軸（東西軸）長推定で4.22m、軸偏差E-37°-S、知軸（南北軸）長3.08m、軸偏差N-
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土層説明

A-A'~ C -C' 
1 黒褐色：ローム粒子，炭化物微昂含む．粘性を欠き

軟質．
昭掲色：ローム粒子少輩，炭化物微昂含み， しまり

弱vヽ．
黒褐色：ローム粒子少量含む．
明褐色：ローム粒子多量，炭化物微景含む．

黒掲色・ローム粒子，粘質ローム粒子少量含む．
黒褐色：ローム粒子，炭化物少星，焼土微景含む．
黒褐色 ローム粒子，炭化物微鼠含む．
暗褐色・ローム粒子多量含む．
暗褐色．ローム粒子，炭化物少量含み，ややソフト．
暗褐色：ローム粒子多昂，炭化物少凪含み，ややソ

フト．
11 暗褐色：ローム粒子少量含み，枯性あり．
12 暗褐色：ローム粒子，枯質ローム粒子多量，炭化物

微量含む．

E-E'(P9) 
1 暗 褐 色

2 暗 褐 色

3 明褐色
F-F'(P8) 

1 暗掲色

2 暗掲色

3 明褐色
G-G'(P7) 
1 暗褐色

2 暗褐色

H-H'(P6) 
1 賠褐色：ローム粒子多量含む．

2 暗褐色：ローム粒子少量含む．
3 黒褐色：口＿ム粒子少量含む．
I -I'(P5) 

1 暗褐色：ローム粒子少量，焼土微量含む．
2 暗掲色：ローム粒子少量含む．
3 明褐色：ローム粒子多量，焼土微扇含む．
4 明褐色：ローム粒子多量含む．
J-J'(P4) 

1 暗褐色：ローム粒子少足含み，やや砂質．
2 暗褐色：口＿ム粒＋少量含み， 1よりやや暗い．
3 明褐色・ローム粒子多量，炭化物微量含む．
K-K'(Pl) 

l 明褐色：ローム杜十少景含み，やや粘性あり．
2 明掲色：ローム粒子多量含み，帖1生あり．
L-L'(P2) 

1 暗褐色：ローム粒子少量含み，やや砂質．

2 暗褐色：ローム粒子少量含み，やや砂質． 1より明るい
M-M', N-N＇（炉）

］ 黒褐色．炭化物，焼土少量含み．やや粘性あり．
2 暗褐色：ローム粒-f少量含む．

ローム粒子少量含む．
ローム粒子少量含み， 1よりやや明るい．
枯質ローム粒子多量含み，粘性あり．

口ーム粒子少量含む．

ローム粒子多量含む．
ローム粒子，プロック多畢含む．

口ーム粒子多量含む．

ローム粒子少量含む．

ピットデータ

（長径／短径／株さ）
Pl(32/31/39) 
P 2(38/27 /11) 
P3(68/45/10) 
P4(40/35il4) 
P5(37/36;9) 
P 6(33/29/10) 
P 7(27 /26/7) 
P8(32/29/8) 
P9(29/26/10) 

第13図 第8 • 9号住居跡実測図



36°-Eである。基盤の埋没ローム層上面から床面までの深さは約30cmで本住居の埋没後 SJ 8か覆

土上部を切って構築され、その床面からは20cmほどの深さとなるか、本遺跡の縄文時代の住居跡と

しては遺存はよい方である。覆土は中央部がローム粒を含む黒褐色土、周囲かローム粒を含む暗褐

色土を基調とする。壁溝は認められす、ピットか床面に2基確認された。炉は中央からやや東南に偏

した位置にあり稼動時の正確な大きさはつかめなかったか焼土の散布は126X 84cm、掘方の範囲（図

示のピソト）は140X95cmで深さは10cm強であった。遺物は西部の覆土中と炉の掘方内から比較的多

数の土器片の出土かあった。

出土遺物（第2-3図，図版147)

主体となるのは勝坂系最終末の胴部文様帯上器で、石器は出土していない。 1・2・4は隆帯区画の

余白を単沈線による三叉文や区画文で充填する。また、 3・7は隆帯区画があいまいで、小型円筒土

器か、 5のような、口縁部に素文帯を配する土器の一部となるかもしれない。このはか、 10は阿玉台

系土器の頸部付近の破片で、指頭痕か横位に残る。 6・8は時代降る加曽利 EI期の所産だろう。

(10) 第10号住居跡

遺構（第14図，図版11) 自然堤防の北西縁部の E-10グリソドに位置、 SJ 6を覆うように構築さ

れ、 SR24の東・南・北溝、 SR25の西溝に切られる。平面形態は東南と南西にわずかに角を有す

るように見えるか、一応不整の円形と表現しておく。規模は確認面で長軸（東西軸）長6.40m、短

軸（南北軸）長6.20m、確認面から床面最深部までの深さは13cmほどである。覆土は中央部か黒褐

色土、周辺か暗褐色土を基調にし、いすれもローム粒を含む。壁溝が全周し、南部は壁と一体とな

りそれ以外は壁から最大10cmほど離れる部分かある。ローム粒を多量に含む暗褐色土を覆土として

いる。炉は床面中央やや北よりの石囲炉で、石の中に石皿の破損品(5)かあり、その中央に土器が2個

体 (2、3)埋設されていた。さらに、床面南壁よりに埋甕の設置が認められた（l)。柱穴と考えられ

るピットが4基確認された。遺物は埋甕の土器など完形に近いものかあったか点数自体は少ない。

出土遺物（第2-4図，図版148) 図示した土器はすべて連弧文系土器で、 4もその胴部片であろう。

l （南部床面の埋甕）は波頂下を目安とした縦位区画を優先し連弧を展開した構成で、括れ部の横位

線のズレを取りつくろうため1箇所のみ縦位区画を追加する。枠外の連弧は大小交互の6単位で器面

を1周しており、縦位区画と下位連弧の統ーからすれば、展開図中の左から4番目の縦位区画と波頂

が正面となろうか。地文は櫛歯状工具による条線である。

一方、 2（炉中央の埋甕）は単節 RLを地文として、連弧を利用した枠状文をめぐらせる。上半は

7単位、下半は4単位か配され、上下の連携はない。 3(2の北側の埋甕）は胴下半のみの残存で、連

弧は配されず、条線と、蕨手化した懸垂文のみか展開する。

5は大型の石皿で、裏面には雨垂れ痕か18箇所に残る。中央の貰通は、度重なる使用に起因するも

のと思われ、石囲い炉の石材に転用されたものと考えられる。緑泥片岩製 (6.99kg)。
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(11) 第11号住居跡

遺構（第15図，図版12) 自然堤防の北西縁部の B-14グリッドに位置、 SR43の西溝の南部に切

られる。平面プランは北西と東南にわずかな隅があるように見えるが一応円形としておく。確認面

での規模は東西で4.31m、南北4.33mである。確認面から床面最深部までは約25cmの深さがあり、

覆土は上層か灰茶褐色、下層が明灰褐色を基調としている。壁はダラダラと立上がっており壁溝は

認められない。床面に8基、壁に接するかその外方に6基のピットが検出された。炉は床面中央から

北西に偏した位置に確認された。ほぼ円形に87X77cmの範囲で最高でも数cmの深さの浅い掘りくぼ

みがありその南の縁に3個の礫を連ねていた。底面はあまり焼けていない。遺物は覆土上層から比較

的多くの土器破片の出土があった。

出土遺物（第2-5図，図版148) 1は勝坂系の小型円筒土器である。口縁の素文部にあたり、交互

刺突や弧状文が施されている。これに対し、 2以下は加曽利 E系の土器片で、 2-6• 10はキャリパー

形土器の一部である。すべてか撚糸文を地文とし、口縁部文様帯は沈線分割の隆帯で渦巻様の文様

を展開させる。胴部では片半裁竹管による流水文が描かれ、頸部は未分化ながら無文帯設定の意図

か見える。

そのほか、 7は荒い無文地に刻みもつ隆帯のみが建らされる個体であり、勝坂系に属するものかも

しれない。また、 8・9も、時期的にはキャリパー形土器と伴うものながら、器形や、分割帯の扱い

は同系の手法を色濃く残す素施文土器である。

石器は磨製石斧1点と打製石斧2点、さらに使用痕ある剥片が1点出土している。

11は縦長の剥片の左側縁に使用による細剥落が見える。一方、 12• 13の、それぞれ撥形・短冊形

の打製石斧は、一次剥片を利用し、細調整が四周におよぶ点のみならず、側縁が靴形にゆかむ特徴

でも共通する。

14の磨製石斧は乳棒状を呈し、肉厚で重量に富むものである。刃部は再生されて再度の使用に及

んでおり、再生時の敲打痕をそのまま残すとともに、再生使用時の剥落痕も観察できる。

石材は、 11が黒曜石製（1.02g)、 12はホルンフェルス製（29.0g)、 13は砂岩製（141g)、 14は

凝灰質砂岩製（603g)である。

(12) 第12号住居跡

遺構（第16図，図版12) 自然堤防北部の D-15グリッドに位置、 SR46方台部下で検出、北部を

その北溝で切られ、中央を東西に攪乱を被る。平面プランは南北にわずかに長い長円形で、規模は

長軸（南北）長推定で5.12m、短軸（東西軸）長4.38mである。確認面から床面最深部までは約20cm

強、覆土はローム、炭化物粒を含むシルト質の灰褐色土を主体に、床面付近には明灰褐色土が堆積

する。壁溝は認められず、床面にピットが8基認められた。炉は床面中央からやや北寄りに検出され、

50X48cmの範囲でわずかに掘りくぼめられており、南半に3個の礫で囲いが見られた。底面はあまり

焼けていない。

出土遺物（第2-5図，図版148) 出土遺物は少なく、土器3点と石器2点を図示できたにすぎない。

1 • 2はいずれも初期の加曽利 E系に属する破片である。口縁部、もしくは口唇部に幅狭の文様帯を

- 34 -



設定するのみで、他は縄文、撚糸文などの素文か全面に展開する構成である。

4は撥形の打製石斧で、 11号住居跡12• 13程ではないか、側縁にゆかみをもつ。 5はわずかながら

磨り痕か観察できる磨石である。石材は、 4か砂岩製（75g)、 5は閃緑岩製（1,405g)。

(13) 第13号住居跡

遺構（第17図，図版13) 自然堤防北部の D-14グリッドに位置、 SB5の西側の柱穴2基に切られ

る。平面プランはわずかに北西ー東南に長い不整の円形の部分（確認面で4,2X3,87m)とその南西

外方にわすかな段差があり、その性格がわからないが、あるいは2軒の切り合いを考えた方かよいか

も知れない。確認面から最深部までは約65cm強、覆土は炭化物粒子を含む黒褐色土を主体に壁から

中央に向い先行してシルトロームを含む暗褐色土か堆積する。床面には中央に入子状に2つの緩い段

が認められた。壁溝、炉は検出できていない。出土遺物は覆土上層部分からが多い。

出土遺物（第2-6図，図版148) 遺物の出土量はさほどではないが、口縁を欠失するのみで他は完

存する小型の深鉢か出上している。 1は勝坂系の小型円筒土器で、J字と菱形の隆帯構図が両面対立

する形で文様か展開している。一方、 2は中峠系の器形を呈するキャリパー形土器、 3は口縁直下の

みに隆帯をめぐらすもの、 4は鉢形土器のようだか、小片のため詳しい構成は不明である。

石器は打製石斧1点のみの出土である。一次剥片を使用した撥形を呈するが、袂入部の作出には思

い入れの多寡が極端になっている。安山岩製 (392g)。

(14) 第14号住居跡

遺構（第18図，図版13• 14) 自然堤防のほぼ中央部の I-11グリッドに位置、 SB3にほぼ重なる

ように切られ、 SR31南溝、 SR32の北溝に切られる。平面形態は北西ー東南にわずかに長い円形

で、長軸（南北軸）長4.25m、短軸長は推定で3.75m前後程度であろう。確認面から床面最深部ま

での深さは20cm強、覆土はローム粒、炭化物粒を含む暗褐色土で壁に近い部分には先行し茶褐色土、

壁ぎわには黄褐色土が堆積する。ピットは床面に7基検出されたが、壁溝は検出されなかった。炉は

床面中央やや北西よりに検出された。径約70cm深さ 15cmの掘方を半分ほどローム主体土で埋め、そ

の中に埋甕を設置する。

出土遺物（第2-6• 7図，図版148) 図示した土器はすべて類似の構成を呈する加曽利 E系キャリ

パー形土器である。 1• 2は同一個体で、撚糸文地に横 S字の変形渦巻文と、附加的な剣先文か展開

する。対して、 4は同じような構成ながら、小渦巻を附加する類型だろう。その胴部には隆帯による

蛇行懸垂文か加えられている。実測図を示した両個体ともに頸部無文帯を設定している。

石器は打製石斧の破損品l点のみか出土している（5)。分銅形の大型品で、刃部は偏刃となる。石材

はチャート製（414g)。
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

Pl(27/26/19) 
P2(41/39/22) 

P 3(34/30/25) 
P 4(30/27 /33) 

P 5(38/35/20) 
P 6(41/38/29) 

P7(30/23/12) 
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P 10 (43/28/5) 

P 11 (36/33/10) 
P 12(30/30/14) 

P 13(80/57 /15) 
P 14(39/28/9) 
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D/ 

一
土層説明

A-A', B-B' 

1 灰茶褐色：枯土質．硬緻．上方はシ

ルト味か強い．緻細な石

粒を含む．

地山のシルトロームか浮

き上がるように混入．硬

緻．微細な石粒を含む．

3 1と2の中間的な色調の部分．

C-C'~ L-L' 

1 灰褐色：砂粒を少旦含み，粘性強
し、

色： 1に酸化鉄微粒を多畢に

含み，赤味か強い．

1より明る〈，砂粒の含
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第15図 第11号住居跡実測図
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土層説明
A-A’ 脳

： ：：：且言三言R46北溝

明灰褐色：地山のシルトロームを主体に 1を

少量含む．
B-B'-J-J 

1 暗褐色：ほぼ均一．シルト質． 2の粘土少

量含む．しまり強く，粘性やや有

り．

黄褐色：均ー．粘質土．不均ーに黄褐色の

砂質土を微量含む．しまりやや強

く，粘性強い．
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第16図 第12号住居跡実測図
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ピットデータ
（長径／短径／深さ）
P 1 (20/16/35) 
P2(24/17/22) 
P3(30/30/26) 
P 4(38/37 /12) 
P 5(25/20/37) 
P6(35/26/34) 

土層説明
A-A', B-B' 
1 黒褐色：微細な灰白粒子

（軽石？），炭

化物粒子含む．
1' 黒褐色：黒色味強く， 1

より暗い．
2 暗褐色：黄褐色シルト

ロームを比較的
均ーに含む．炭
化物少量含む．

2' 暗褐色：シルトロームが
プロック状に含
まれる．

2" 暗褐色：シルトローム含
有きわめて多い．

3 暗褐色：ローム微粒、少
景のロームブ
ロック含む．

C-C'~F-F' 
1 暗黄褐色：シルト質．灰色

粘土少量含む．
2 灰褐色：粘士質．シルト

ローム少量含む．
3 灰褐色：粘土質．シルト

ローム微量含む．
4 暗黄褐色：シルト質．灰色

粘士微量含む．
第17図 第13号住居跡実測図
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土層説明
A-A' 

1 暗褐色：ローム・炭化物粒子含む．しまり持つ．
2 暗褐色：ローム・炭化物・焼土粒子多く含む．しまり・粘性

やや弱い． ． 

3 茶褐色：ローム粒子混在．粘性もつ．
4 ．黄褐色：ローム土を多くプロック状に含み， しまり・粘性や

や強い．
B-B'(Pl, 2) 

1 黒褐色：ローム粒子少量含む．
2 暗褐色：ローム粒子少量含む．
3 黒褐色：ローム粒子微量含む．
C-C'(P7) 
1 暗褐色：ローム・炭化物粒子少量含む．
D-D'(P6) 
1 暗褐色：ローム・炭化物粒子少量含み，色調やや暗い．
2 暗 褐 色 ： lに近似するが色調やや明るい．
3 黒褐色：ローム・炭化物粒子少量含む．
4 暗褐色：ローム粒子多贔含む．

5 暗褐色：粘質ローム粒子少量含む．粘性あり．
E-E'(P5) 
1 暗褐色：ローム粒子少量含み，粘性ややあり．
2 黒褐色：ローム粒子少量含む．

3 黒褐色：ローム粒子少量，プロック多量含む．
4 暗褐色：ローム粒子少量含む．
5 黒褐色：ローム粒子少量，炭化物粒子微量含む．
6 黒褐色：ローム粒子少量含む．粘性ややあり．
7 暗褐色：粘質ローム粒子多贔含む．粘性あり．
F-F'（炉）

1 黄褐色：ローム・炭化物粒子含む．
2 黄褐色：ロームプロック含む．しまりなし．
3 褐 色：ローム土 4より多〈含む．
4 暗褐色：ローム粒子と若干の炭化物粒子含む．
5 黄褐色：ローム粒子・プロック主体．床面
6 黄褐色：ローム土主体に僅かに黒褐色土含む．
7 黄褐色：ローム土主体．地山．

第18図 第14号住居跡実測図
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P 4(30/25/21) 
P5(28/25/12) 
P6(38/26/30) 
P7(20/18/6) 
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2.土塀

(1) 遺構（第19-22図，図版15-19)

縄文時代と判断した土堀は21基あり、礫か充填される、いわゆる集石土壊と、性格がいまひとつ

明かでないものかある。

集石土壊は加熱した石を利用した石蒸し調理用の土壊と考えられているもので、 SKl-15、18、

19の合計17基かあった。平面形態はいずれも円形を基本としており、最大は SK6の長径2.24m、最

小か SK8の60cmである。深さは SKl4の55.6cmを最大とし最小は SKl5の13.7cm（いすれも確認面

から）てあった。いすれの土墟も、明らかに被熱した痕跡は確認できず、堀内での直接の火の使用

は検証できなかった。

集石の石材はチャート系の硬か多く選択されており、大きさは鶏卵から握り拳大はど、重量は100-

300 g程度の円硬を基本に、大きなものは小さく小割りに（あるいは使用中に割れたか？）している

が、 SK2の礫の中に5.65k gのものがあった。礫の中には赤色に変色し明らかに被熱した状況を示

すものも多く、土壊覆土中には炭化物、炭化物粒を多量に含んでいるものが多い。出土礫の総重量

はSK2か最高で実に87.8k gに達し、以下 SKl4の38.7 k g、 SKllの19.4k g、 SKl3の12.1k 

gの順となっている。

時期の決め手となる土器を出土する遺構が少ないか SKl0では中期の土器の出土かあり時期が判

明した。 SJ 10との位置的な近接性及び出土土器の時期的な近接性からすると集石土壊の大方の時

期は中期前半代の可能性か強くはなかろうか。

以下に、主要な集石土堀出上磯の計測値を掲げておく。（単位＝g)

土堀名 SK2 SK3 SK4 SK5 SK7 SKll S K12 S K13 S K14 

個 数 241個 109個 39個 33個 299個 272個 51個 101個 684個

総重量 89768 7650 2980 5170 914.9 19392 7480 12080 38684 

平均重量 372.5 70.2 76.4 156.7 3.1 71. 3 146.7 199.6 56.6 

最大 5650 510 240 980 100 1679 1770 llOO 1650 

最 IJヽ I 13 20 20 30 0.1 0.2 10 20 0.1 

(2) 遺物

第10号土塀出土遺物（第2-7図，図版148)

図示した資料はすべて土器で、石器は出土していない。 1-3は胴部文様帯土器で、 1はJ字状を、

3は渦巻を基調とした隆帯か構成展開の基本となるようだか、詳しい構成は不明である。そして、 4-

6は口縁上端のみに横位線列の文様帯を設定、ほかを縄文などの素文でまかなう型である。一方、 7・

8は浅鉢片て、前者は頸部の文様帯部に相当する。以上は、大方は勝坂系に属するものだか、 4は加

曽利 E系に共伴することか多い類型である。
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土層説明

A-A' 

l 暗灰褐色．やや不均ー．崩壊ローム粒子少量含む．しま

り弱く，粘性やや有り．

2 暗黄褐色：やや不均ー．崩壊ローム粒子多鼠含む． しま

り・粘性共やや有り．

3 暗黄褐色・ほぼ均ー．地山との漸移屑．ローム主体．暗
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土層説明
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1 黒 色：被熱による割れた［差多昼，炭化物少量，焼土，炭化材微屈含む．し

まりなく，枯性やや有り．（旧表土）
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第19図 第 1-5号土瑞実測図
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A-A' 

1 黒褐色： Ii1ま均一．カーポン・ローム粒子ご

〈微屈含む． しまりやや強〈，粘性なし．

l' 黒褐色：均ー． 1より明るい．ローム粒子ご

く微羅含む． しまりやや強（，粘性なし．

2 暗褐色：ほぼ均ー．ローム粒子少塁含む．し

まりやや強〈，枯性やや有り．

2' 暗褐色：やや不均一． 1と2の中間の色調を

呈する．ローム粒子微塁含む． しまりやや強〈，

粘性やや有り．
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り弱く，粘性やや有り．
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土層説明
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l 黒 色：炭化物，少盤のローム粒子含む．

2 黒 色：炭化物少藻，ローム微粒多蓋含む．

3 暗黄褐色：混合土．（地山シルトローム）
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且三・［警；りこ言言
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土層説明

A-A' 

1 暗灰掲色：ほぼ均一．直径 1mm

以下の白色粒子均一， カーポン

粒子まばらに含む．しまり非常

に強い．（ンルト質）

2 黒褐色：ほぼ均一．ローム粒

子極微景， カーポン粒子不均一

に少最含む． しまり・粘性共や

や有り．

◎包 3 暗褐色：やや不均一．ローム

粒子少量， カーポン粒子 2と同

程度に含む．しまり・粘性共や

や有り．

4 暗褐色： IIぽ均一． 3より

ローム粒子多く含み，明るい色

調小カーボン粒子極微置含む．

しまりやや有り，粘性強い．

第20図 第6-10号土壊実測図
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土層説明
A-A' 
l 黒褐色：ローム粒子少量，径 l

cm程の礫不均ーに含む．
2 暗褐色：ローム粒子 1より多く，

礫僅かに含む．
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3.遺構外出土遺物（第2-8-10図，図版149• 150) 

遺構外、あるいは方形周溝墓など後世の遺構に混在、出土した縄文土器の製作期は、少ないなが

ら、縄文早•前・中・晩期におよぶ。これに対し、石器は大方が中期の所産になると思われる。

1-13は早期末葉から前期初頭にかけての土器である。1-4は条痕文系の系譜を直接に引くもので、

器面に擦痕を残し、1では隆帯区画の口縁部文様帯に半裁竹管を施文具とする波状文が描かれている。

一方、 5-13は条痕文系末葉に伴う縄文施文系の破片である。斜縄文の施文原体はすべて RL、羽状

の作出は斜転移施文 (9• 10)と縦横位施文（7)の2種類が判別できる。 13は撚糸 Rを施文したもの

である。

14-26は前期に属する破片で、 14は花積下層式の撚糸側面圧痕による構成を沈線で代えたもので

ある。また、 15-25は関山II式から黒浜式初頭に属する破片で、 15• 16に半裁竹管による口縁部文

様帯文様が、 17では多段のループ文、さらに、 23では無節斜縄文が観察できる。そして、 26に示し

た浅鉢は諸磯 a式に比定できるだろう。

27-29は中期前葉の所産で、 27• 28の勝坂系破片は、それぞれ口縁部文様帯型と、胴部文様帯型

の口縁素文部である。対して、 29は阿玉台系の頸部破片で、突隆の断片が観察できるが、詳しい構

成は不明である。 30-42は中期後葉の所産で、 42を除き、関東系に属する。 30-36が加曽利E系キャ

リパー形土器で、 EI中から新期の特徴を兼ね備えている。この中で、 35は、 37と同じような、もっ

ぱら胴部に施された半裁竹管文を構成の主体とする類型に属するかもしれない。 38• 39は連弧文系

土器の同一個体片で、条線を地文とした連弧は他に変化を求めず、独立して施文されている。また、

浅鉢は文様帯を擁する40と、赤彩型の41が出土している。そして、これらに伴うであろう 42は、同

心弧文を口縁に配する曽利系甕の口縁部片である。

43 • 44は晩期に属し、単沈線による三叉文などが観察できる。安行IIIb式に属するだろうか。

一方、石器は石鏃、スクレイパー、打製石斧、礫器、磨石、石皿などが出土している。 45• 46の

石鏃は、凹基のみならず、基部がまるみを帯びて内湾する形態的特徴までも共通する。ともにチャー

ト製（1.47 g, 1. 53 g)。 47• 48のスクレイパーはいずれも自然面を残した剥片の一部に細剥離を施

し機能部とするが、加工は雑で、応急的な製作の所産と思われる。ともにチャート製（52.16g、 26.24

g)。打製石斧は49-54の6点を示した。当地における石材調達の困難さを表しているのか、 49を除

けば比較的小型品の部類に属する。形態は分銅形 (49-51）と撥形 (52-54)に二分でき、素材選

択も自然礫から (51• 54) と一次剥片の二態が、さらに加工面も片面（52• 54) と両面がある。石

材は49• 50 • 52 • 54が砂岩製（359g、 141g、 79g、 76g)、 51が緑泥片岩製（75g)、 53がホルン

フェルス製（169g)。 55の礫器は、加工の頻度からすれば打製石斧的である。しかし、四辺すべて

が機能部を意図したとも取れる端部の鋭さがあり、打製石斧と同じ用途が付託されたとは思えない。

泥岩製（102g)。磨製製品は二点のみの出土であった。 56はわずかだが磨痕が観察できる磨石、 57

は粉砕部を同面でニヶ所設けた石皿である。 56は閃緑岩（749g)、 57は緑泥片岩製、 SR21の北溝

出土。 (8.18kg。） （本章の遺物部分の文責：黒坂 禎二）
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v 古墳時代の遺構及び出土遺物

1．住居跡

古墳時代に属する住居跡はその床面や覆土中の土器かいすれもその出現期段階のもので、はかに

時期の下るものを含まない。このことからこれらの住居跡群はこの時代の比較的短い期間に形成さ

れたものと判断された。細かな先後関係は次章以下にゆずるとして、以下に記述する住居跡の時期

についてはいちいち記述しないでおく。

(1) 第15号住居跡（第24図・第2-11図。図版20。151)

遺跡の主要部分ののる再堆積ローム自然堤防の西部には微小な谷地形か形成さている。本住居跡

はこの谷の西側部分に位置し、クリノドは L-3である。中央を SR2の南溝に、南西のコーナーを工

事用の水路に削平され遺存は悪い。

平面プランはわすかな隅丸の方形で、厳密には北壁長3.6m、南壁4.4mなので隅丸の台形という

表現か適切かもしれない。長軸（南北軸）長は4.58m、軸偏差は N-32°-W、短軸（東西軸）長は

さだかでないが、推定で4.34mほど、軸偏差は E-33.5°-N前後となろう。覆土は確認面から最高

で約12-13cmの厚さかあり、上層か炭化材（炭化物） ・焼土を含む不均質な灰褐色土、下層かロー

ム粒・円硬を含む灰褐色土を基調とする。

壁溝は認められす、貼床もない。床面のピソトは P3か貯蔵穴、他は柱穴と思われる。炉は確認で

きていない。

遺物は貯蔵穴北側の覆土中の出土か比較的多いが、いずれも小破片である。台付甕、大形の壺の

の破片かあった。覆土中ー上層からは炭化材や焼土の出土があり、その出土状況からすると住居廃

絶後の埋没する比較的早い段階で上屋が火災を被ったものと思われる。

(2) 第16号住居跡（第25図・第2-11図・図版20)

K-3グリノド、 SJ 15と約5mの間隔をおきその北東に位置する。北西コーナーと南壁、東壁南部

をそれぞれ SR2の東溝、 SR3の北溝と攪乱壊により破壊され、遺存は悪い。

平面プランは北東コーナーにわずかに丸みがあり隅丸方形のプランとなろう。南北軸か長軸で6m

前後となろうか、軸偏差は N-33°-Wである。東西軸（短軸）長は6.00m、軸偏差は E-35°-Nで

ある。覆土は最深部で約20cmと浅く、ローム粒を少量と喫を多量に含む茶褐色土またはローム粒を

多量に含む黄褐色土を基調にしていた。

床面にピノトか6基認められ、 P3-P6か主柱穴と考えられる。壁溝、貯蔵穴は検出されない。

炉は中央からやや北に偏して検出され、 48X 42cmの不整円形の範囲がわずかに〈ぼんで底面か薄

〈焼土化しており、この〈ほ‘‘みの東南の部分に所謂枕石の礫か4個検出された。

出土遺物の土器片は覆土中のものが多く、台付甕の台部や大形の折返口縁壺の口縁部、高杯の脚

破片等があった。また、炭化材の出土は火災を被っていることを示している。
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第24図 第15号住居跡実訓図
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第25図 第16号住居跡実測図

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (30/29/16) 

P 2(30/26/14) 
P 3(22/20/30) 

P 4(24/22/25) 

P 5(22/20/25) 
P 6(32/32/ 48) 
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(3) 第17号住居跡（第26図•第2-11 図・図版21 。 151)

調査区西部、前記2軒の住居との同様の立地でL-4グリッドに位置する。 SR3に北西コーナーを

切られ、東壁中央から南壁西部までを工事用水路に切られ、遺存はあまりよくない。確認面から床

面までは、最深部で約20cmと浅い。

遺存が悪いか、平面形態は隅丸の方形と考えられ、南西コーナーの角度かやや鋭角的かつ北壁・

西壁も鋭角的な交差が予想されるので、 SJ 16と同様、厳密にはわずかな台形のプランと思われる。

東壁長は4m、西壁は4.8m前後になろうか。東西軸か長軸となり、長さ4.8m、軸偏差は E-33'-S、

南北軸（短軸）長は4.4m前後、軸偏差は N-44°-Eとなろう。

覆土は上層か‘ローム粒を多量に含む灰黒色土、下層は焼土を主体とする赤褐色土である。住居の

中央部から西壁にかけての床面及び覆土中から比較的多くの炭化材や炭化物粒、焼土塊の出土があ

り、住居廃絶後間もない時期に火災を被っていると思われる。

床面にピットが8基確認され、主柱穴となる可能性のあるのは P2、P3、P8であろう。また、東

壁の中央からやや北寄りに接した位置の P5は貯蔵穴で、深さは約30cm、その周囲には幅15-40cm、

高さ 15cmの周堤を築いていた。壁溝は住居の遺存部分については確認されていない。

炉は床面中央からやや北東に偏した位置にあり、 56X50cmの不整の円形に床面を浅く掘りくぼめ

ており、底面の地山が薄く焼土化していた。

遺物は台付甕、直口壺、広口壺、高杯等があった。 1の台付甕は主に貯蔵穴内からの破片か接合、

4の広口壺、 5の直口壺、 8の瓢形と思われる壺は貯蔵穴北側のピット内から、 9の高杯は P8の北東の

床面からやや浮いて出土した。これらはいずれも住居とともに廃棄されたか、住居廃絶後間もなく

その位置にもたらされたものと思われる。

(4) 第18号住居跡（第27図•第2-12図・図版21 • 152) 

S J 17の北東に4m弱の間隔で L-4グリソドに位置している。立地基盤も前記3軒と同様である。

確認面から床面までは最深部で約10cm強を測る。

南壁かややゆらいでおり、北東と南東のコーナーの丸みが強いか、平面形態は隅丸方形の範疇で

ある。確認面での東西軸（長軸）長は4.36m、軸偏差は E-32°-s、南北軸（短軸）長は4.25m、

軸偏差N-29°-Eである。

覆土は中央に近い部分の上層に地山ロームを含む淡褐色の（人為的？）埋め戻し土か見られたは

かは概ね黒色土が主体となっている。

床面にはピットが合計11基認められたがP2-P4、pgが主柱穴となろう。いずれも 50cmを越える

深さかある。また、 P3は42X33cm、P4は42X42の浅い堀方を有している。壁溝は認められなかっ

た。

炉は中央から西壁寄りに偏して検出され、径約54X4lcmの不整円形の浅い掘りくぼみで、底面が

薄く焼土化する。東の部分に長さ 15cmほどの枕石が1個検出されている。

出土遺物には台付甕、壺、高杯等の土器がある。 4-7は北東コーナーと P3の間の床面から出土、

8は炉の西に接する位置の床面からの出土である。
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第26図 第17号住居跡実測図
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第28図 第19号住居跡実測図

(5) 第19号住居跡（第28図•第2-12図・図版22)

主要な遺構部分ののる微高地の西縁部分に位置する。 SJ15-18を乗せる部分とは微小な谷を隔

てて対峙する。グリッドは N-4で調査範囲の南西端部分にあたる。

平面形態は南東と南西の隅が緩いカーブを描き、南壁は外方にわずかに膨らむが隅丸方形の範疇

である。規模は確認面で南北軸（長軸）長が3.76m、軸偏差N-38°-E、東西軸（短軸）長3.70m、

軸偏差E-36°-Sで、やや小規模な部類にはいる。

覆土は黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約20cm弱の深さである。また、ほぼ全

面が貼床となっており、一度最高で床面下20cmまで粗掘りしてから、ロームと旧表土由来の黒色土

を混合して埋め戻し水平に床面．を調整している。

床面にはピットが5基認められたがPl、P5以外はいずれも深さ 10cm以内で浅い。北壁の内側約10cm

に壁溝が検出された。幅は20-25cm弱で深さは約10cmである。

炉は中央から北西コーナーに偏して検出した。 61X47cmの不整円形で約10cmの深さに掘りこまれ

ており、 36X31cm、厚さ約5cmで床面が焼土化していた。

出土遺物には台付甕の破片等があるが量は少ない。図示したのはいずれも覆土中の出土である。
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(6) 第20号住居跡（第29図•第2-12図・図版22 • 153) 

調査区南西端部の 0-4グリッドに位置する。 SR5の方台部の精査中に焼土が検出されたため、さ

らに精査したところ、住居の炉跡ではないかと判断するに至ったからである。

覆土はローム層上面の確認面では全く確認できず、床面のレベルは確認面（ローム状土上面）と

ほとんど同ーと思われる。したがって壁面の検出できた部分はなく平面形態は不明といわざるをえ

ないが、平面的には SR5の方台部・南壁とほとんど重なるものと思われる。住居の一辺は5.5-6m

の間になろうか。

ピットは7基検出され、 SR5の南周溝内検出のピソト (P2)はその位置からすると、本住居の貯

蔵穴でその下半部か遺存したものと思われる。

炉は63X46cmの不整円形で、ほとんど掘りくぼみもなく、地山が厚さ 5-6cmの厚さで焼上化して

いる状況であった。

遺物の出土は当然少なく、貯蔵穴残存部内から壺か1個体出土しただけである。また、貯蔵穴内か

らは炭化材が土器と共に出土しており、ほかの火災住居の炭化材のあり方からすると、本住居も火

災を被っている可能性か強いものと思われる。

(7) 第21号住居跡（第30図。第2-12• 13図・図版23• 152 • 153) 

調査区の南西部、 M-5グリソドに位置する。主要な遺構ののる微高地の西縁にあたり、 SJ15-

18を乗せる小さな島状の部分とは微小な谷を隔てて対峙する。

平面形態は西壁がごくわずかに外方に膨らむが、隅丸の方形としてよい。確認面のローム上面か

ら床面までは最高で15cmほどと浅い。確認面での規模は東西軸（長軸）長5.43m、軸偏差E-40°―

S、南北軸（短軸）長5.0m、軸偏差は N-41°-Eで本遺跡の住居のうちでは比較的大形の部類であ

る。

覆土は中央部分かロームブロック、ローム粒を含む暗褐色土を基本に、周囲にこれに先行し褐色

上が堆積する。床面は壁に沿うように幅数10cm、深さ最高15cm弱で粗掘りし、ローム粒を混ずる暗

褐色土で水平に埋め戻して貼床としている。

床面にはピットが17基認められ、 Pl、P6、P9、P12か主柱穴となろう。壁溝は認められない。

炉は中央から西壁寄りに検出され、長径75cmと45cm、深さ約5cmの2基のピットを連ねるような形

で掘られており、平面形態は不整形を呈し、炭化物粒や焼土粒を含む土を覆土としている。東南部

分に長さ 17cmと15cm、6cmの礫の枕石を設置しておりその下面が特に焼土化している。

出土遺物は量的には本遺跡の当該期の住居としては多い方で、器種としては台付甕、直口壺、頸

部に凸帯のある壺や器台等かあった。 1は西壁ぎわの北西コーナーよりの床面からわずかに浮いて、

2はP2上やや浮いた状態、 7は中央床面からわずかに浮いた状態で、 13はPlの南側床面直上からの

出土、 5• 4 • 12は貼床内の出土である。

また、北壁付近や東南コーナー付近での炭化材か出土しており、火災を被っているものと考えら

れる。
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(8) 第22号住居跡（第31図。第2-13図。図版23• 153) 

調査区南西部の N-5グリッドに位置する。東南部分と西壁南半をそれぞれ SRllの北西コーナー

部分と SR7東溝に切られており、住居の約半分か失われている。

平面形態は遺存部分から隅丸方形と思われ、規模は確認面で南北軸（長軸）長が3.2m、軸偏差は

N-43°-W、東西軸が短軸になると思われ3m強、軸偏差は E-44°-Nとなろうか。当該期の住居

のうちでは小規模な部類にはいる。

覆土はシルト系の黒褐色帖質土を基調としており、確認面から床面までは約12-13cmの深さであ

る。

床面には柱穴と思われるピソトか3基認められた。遺存部分に貯蔵穴、壁溝は検出されなかった。

炉は中央から北東コーナーに偏して検出した。35X 33cmの不整形で約5cmの深さに床面を掘り込ん

でいる。

出土遺物には台付甕、壺等の破片がある。 1は北壁ぎわの床面からわずかに浮いた状態、 3は覆土

中の出土である。

(9) 第23号住居跡（第32図・図版23)

調査区南西部の 0-5グリッドに位置し、北東部分を SR7の東溝に切られている。

平面形態は全体がわからないが遺存部分のコーナーが丸みをもち、南・西壁ともにわずかに外方

に膨らんでいる。隅丸方形の範疇としてよいだろう。規模は確認面で南北軸（短軸）長か2.72m前

後、軸偏差N-28°-E、東西軸（長軸）長2.75m前後、軸偏差E-34°-Sで、最も小規模な部類に

はいる。

覆土は黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約10cm強の深さである。また、中央部

をのぞき貼床で、いったん最高で床面下10cm強粗掘りしてから、暗褐色土とロームを混合して埋め

戻して床面を調整している。

床面にはピットが5基認められた。 Pl、P2、P5か主柱穴と思われる。

炉は中央から北西コーナーにかなり偏した位置にある。 67X39cmの不整形で掘りこみはほとんど

なく、厚さ約5cm強で床面が焼土化していた。

出上遺物には上師器破片が少量あったが図示に耐えられるものはない。

(10) 第24号住居跡（第33図•第2-13図・図版24 。 153)

調査区南西の P-6グリッドに位置する。当該期の遺構ののる自然堤防の東南の縁部に位置する。

平面形態は四隅とも比較的しっかりとした角をもって検出され、北壁が南壁に比べわずかに短い

か方形としてよいだろう。規模は確認面で南北軸（短軸）長か3.40m、軸偏差N-20°-E、東西軸

（長軸）長3.88m、軸偏差E-20°-Sである。

確認面から床面までは約20cm強の深さで、覆土は上層か黒褐色土、下層か暗黒褐色土を基調とし

ている。また、埋没の過程で火災を受けていると思われ、炭化材のほか各所に屋根材に起因の考え

られる焼土の薄い堆積か見られた。
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1 赤 色：焼土．炭化物含む．

2 暗掲色：砂質ローム少址含む．

3 黄褐色．砂質ローム多鼠含む．

第33図

土層説＇明
A-A', B-B' 

l 黒褐色，：しまりかゆる＜ソフト．

l＇黒褐色：しまりかゆる〈ソフト．焼七ブロ I クまはらに含む．

1 ＂坦褐色：しまりかゆる〈ソフト．焼十ブロノク・晶十含む．

2 赤 色：焼士．

3 暗黒褐色：ンルト質．軟質てしまり欠く．

3' 暗岸褐色：軟質でしまり欠く．

4 黄褐色：ロームプロ／ク，砂利多量含む．粘性を偕ひ， 1古］ ＜し

まる．
C -C' 

1 黒褐色：しまり欠く．
1, 黒褐色：砂質ローム含む．

2 暗褐色：砂質ローム多畢含む．

2' 暗掲色：砂質ローム多昂含む．帖件に富む．
F-F'（貯蔵穴）

1 焼士

2 烹褐色：固くしまる．

3 陪褐色：ロ・一｀ム粒―子含み｀ しまり欠〈．

4 暗褐色；焼十粋十少昂含み， 3よりややかい．

5 黄褐色：砂質ローム含む．

6 II行黒褐色：焼土知子多昂含む．

7 灰 色：ロームプロゾク含む枯＿L．

第24号住居跡実測図
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

Pl(46/42/ll) 
P2(46/43/12) 
P 3(25/24/12) 
P 4(34/32/13) 
P 5(56/ 48/20) 
P 6(45/ 42/10) 

土層説朋
A-A', B-B' 

1 黒 色：シルト質で，砂質ローム僅かに含む．

2 黒 色：シルト質ローム混合土．上面が硬質で，床面．（貼床土）

第34図 第25号住居跡実測図
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À
 

乞

怠
＼

万＿

B-

D-

攪乱

函

□`
 

l:i, 

。 口①2

旦

／ 

□『

0
H
-

゜

G a 

R 

万

／ 

-g 

D' 

可

¥
 

叩。

lrn、｀
 

□ 
D 
26 80 

-U 
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2m 喜土層説明

A-A', B-B' 
1 暗褐色：ローム・炭化物粒子，砂利を含む，

2 黄褐色．中ロームブロノク，砂利（砂礫，粒子）含む．きめ粗雑だがしまり強い．

3 暗褐色：焼土・炭化物粒子含み、ローム粒子と砂利混在．しまりやや房房い．

4 暗褐色：焼土・炭化物・ローム粒子含む．きめ細かく，しまりやや弱い．

5 黄褐色：ローム粒子・中ブロJク，砂利含み、しまりやや持つ．

6 暗褐色：ローム・炭化物料子，焼土塊含み，しまりやや蒻い．

7 掲 色：焼土・炭化物粒子多く含み，しまり・粘性共弱い．

C -C', D -D'(P 1, 2, 5, 6,) 
1 黒褐色：焼土・炭化物粒子微景含む．小礫混存．しまり弱い．

2 黄褐色：ローム粒子・ブロ、Jク含む．

2' 黄褐色： 2に比べやや暗い．

3 黒褐色：砂粒，礫多く含み，きめやや粗い．

4 黒掲色：ローム粒子，小礫含み，きめやや細かい．

5 暗褐色：礫多く含む．ローム粒子混在．しまりやや有り．

6 暗掲色：ロームブロJク含む．（貼床土）

E-E'(P4) 

1 暗褐色：砂利を多く含む．

2 褐 色：砂利を多く含み，ローム粒子屁在．

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

Pl(61/48/49) 

P 2(45/ 42/50) 
P 3(56/53/23) 
P 4(41/35/19) 
P5(58/50/60) 
P 6(51/50/54) 

第35図 第26号住居跡実測図(1)
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171 

F-F', G-G＇（貯蔵穴）
l 暗褐色：ローム・炭化物粒＋混在．しまりやや蒻〈，きめ粗い．

l＇暗褐色： 1に比べ暗い．
2 黒褐色：ローム和子・プロJク多く含み，枯性・しまり共やや

有り．
2＇黒褐色： 2に比へ明るい．

3 里褐色： 1よリローム・炭化物粒子多く含む．枯性やや弱い．
4 黒褐色：ローム粒子・プロ／ク混在．砂利含むか，しまり有り．

5 里褐色：ローム粒子含む．しまりやや有り．

6 黄褐色：ローム粒子・ブロ／ク主体とする．

7 黒褐色：口、ーム糾子・プロ／クやや多く含む．

／ 

＿，
 

* 4~ 7 貯蔵穴周堤盛土
8 暗褐色：ローム・炭化物粒子含む．しまり有り．
9 黄褐色：ローム粒子・プロJクを主体とする，

* 8, 9 貼床土
* 6, 9 地山か？

H-H＇（炉）
l 焼 土：炭化物を微量含む．

2 暗褐色：ローム中粒子，炭化物，焼土少量含む．

3 黒褐色：ロームブロソク，焼七粒＋少量含む．

4 黒福色：焼土プロノク，炭化物少量含む，

第35図 第26号仕居跡実測図(2)

床面にはピソトが9基認められ、このうち東壁北部に接した位置の P4か貯蔵穴と思われ、47X 34cm 

の規模で、床面からの深さは26cm、中から器台(1)か出土している。

炉は床面中央から西壁に偏して検出された。 60X57cmの不整円形で約5cm強の深さに掘りこみ、暗

褐色土と黄褐色土で埋めて調整する。上層部に45X 37cm、厚さ約5cmの焼土化した部分か認められた。

出土遺物は1の器台以外図示に耐えるものがない。

(11) 第25号住居跡（第34図。図版24)

調査区南西部の P-7グリソドに位置、前述の SJ 24の東に4m強の間隔をおいており、北西コーナー

部分を SR12の西溝に切られる。

平面形態は隅丸方形で南西コーナーは丸みか強い。規模は確認面で南北軸（短軸）長か3.67m、

軸偏差N-35°-E、東西軸（長軸）長4.08m、軸偏差E-35°-Sである。

覆土は黒色土を基調としており、確認面から床面までは最高で10cmと浅い。また、ほぼ全面が貼

床となっており、いったん最高で床面下25cmはど粗掘りし、黒色土とシルト質のロームを混合して

埋め戻し水平に床面を調整している。

床面にはピソトか6基認められた。 Pl、P3、P5、P6が主柱穴となろうか。

炉は中央から北西コーナー寄りに検出された。 46X34cmの不整円形てわずかに掘り窪みかあり、

38 X 27cm、最高で厚さ約6cmで底面か焼土化していた。

出土遺物には台付甕の口縁、台部の破片があるか図示に耐えるものかない。
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(12) 第26号住居跡（第35図•第2-14図・図版24)

調査区中西部の K-7グリッドに位置する。微高地の西縁部にあたる位置で、 SJ 27、SJ 31とは

北西から南東にほぼ一線に並んでいる。

南西コーナーは丸みをもち（西壁側が角ばるのは攪乱によるものか？）、北壁の西半部は攪乱を受

け遺存が悪いが、平面形態は隅丸方形である。規模は確認面で南北軸（短軸）長か4.40m、軸偏差

N-43°-E、東西軸（長軸）長4.65m、軸偏差E-42°-Sである。

覆土は暗褐色土を基調としており、ローム粒を含む黄褐色土を間にはさんでいる。確認面から床

面までは約20cm弱の深さである。

床面にはピットか6基認められた。 Pl、P2、P5、P6か主柱穴、 P3は貯蔵穴で56X53cmの大き

さで深さは23cmほどで、その周囲には幅約30cm、高さ約10cmの、黒色土を主体とする周堤が認めら

れた。

炉は中央から北西コーナー寄りに偏して検出した。80X64cmの楕円形で約5cmの深さに掘りこまれ

ており、上層に44X32cm、厚さ約5cm弱の焼土がのっていた。さらに、この焼土上に枕石である4個

の礫が出土している。

出土遺物には広口壺や小形台付甕の破片等があったが、完形にまで復原できる大きさの土器の出

土はなかった。

(13) 第27号住居跡（第36図）

調査区中西部の L-8グリッド、前述の SJ26とは約8mの間隔を置きその南東に位置する。北東コー

ナーから南東コーナーにかけての約1/3の部分を SRl8の西溝に切られている。

平面形態は隅丸方形と考えてよいだろう。規模は確認面で南北軸長か4.54m、軸偏差N-37°-W、

東西軸長は不明だが軸偏差は E-36°-Nである。

覆土は黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約10cm弱の深さで遺存は悪い。

床面にはピ‘ノトが9基認められ、 Pl、P2・3、P6、P8が主柱穴となろう。

多量の炭化材から、火災を受けているのが明らかだが土器の出土に恵まれていない。時期の考定

は平面形態から古墳時代初頭と見て誤りないだろう。

(14) 第28号住居跡（第37図•第2-14図・図版25)

調査区南西部の N-18グリッドに位置、中央部分を SRl4の北溝に切られ、遺存は悪い。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（短軸）長が3.27m、軸偏差N-42'-E、東西軸

（長軸）長3.28m、軸偏差E-43°-Sである。

覆土は黒褐色土を基調とし、確認面から床面までは約10cm弱の深さである。また、壁ぎわを除い

てほは全面が貼床で、最高で床面下5cm弱掘り、灰褐色土とロームを混合し埋め戻している。

床面にはピソトか6基認められた。炉・貯蔵穴は検出できていない。

出土遺物には台付甕等の破片があり、図示したのは覆土中の出土である。また、多量の出土を見

た炭化材から、火災を被っているのが明かである。
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）
P 1 (30/20/35) 
P 2(20/15/33) 
P3(39/25/23) 
P 4(20/20/13) 
P 5(35/35/9) 
P 6(26/18/ 42) 
P7(26/20/5) 
P 8(24/22/ 40) 
P9(36/28/4) 
P 10(17 /15/18) 

，ヽ

ペg 

＼ 
炭化材出土状況

-A' 

A-

ー
旦＿
9970 

一且＇

SR18西溝
----

2m 

土層説明

A -A'. B -B' 
1 黒 色：ローム粒子，炭化材多く含む．
2 暗褐色：口＿ム粒子．砂利含み．ややしまる．
3 褐 色：ローム・炭化物粒子含む．

第36図 第27号住居跡実測図
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(15) 第29号住居跡（第38図•第2-14図・図版25 • 153) 

調査区中西部のJ-9グリッド、当該期の遺構ののる自然堤防の北西の縁部に位置する。

平面形態は北東、東南コーナーが緩いカープを描き、南西コーナーが崩れを見せるが、隅丸長方

形である。規模は確認面で南北軸（長軸）長が6.07m、軸偏差N-29°-W、東西軸（短軸）長4.84

m、軸偏差E-27.5°-Nである。

覆土は黒褐色、暗褐色土を基調とし、中央部の床面に炭化物と灰層を含む黒褐色土の薄い堆積が

見られた。炭化材の出土状況などから、床面が埋没する早い段階で火災を受けている状況が看取で

きる。確認面から床面までは約25cm弱と本遺跡の住居としては深いほうである。

床面にはピットが9基認められ、 Pl、P4、P5、P9が主柱穴であろう。北壁と西壁に壁溝が検出

されており、幅は12-18cm、深さは最高で約10cmである。

炉は中央からわずかに北東コーナ一方向に偏して検出した。58X52cmの不整方形で約6cmの深さに

掘りこまれており、南半が51X33cm、厚さ約3cmで底面が焼土化していた。確認面に枕石と思われる

大小の礫が10数個検出されている。

貯蔵穴は南壁東半部分で2基検出した。 1基は P6・7とピットを2基連ねている。

出土遺物は台付甕の破片が多いが、壺、高杯片もある。 1はPl付近の覆土下部から、 10はP6の貯

蔵穴中からの出土である。
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P3((36)/-/6) 
P4((40)/-/4) 
P5((36)/(36)/-) 
P6(-/14/-) 
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C・ ．
 

土層説明

A-A', B-B' 

1 黒褐色：ローム・灰色粘土プロック少量含む．

2 暗褐色：灰色粘土プロック混入．やや砂質．

3 褐 色：ロームプロック多く含む．

4 褐 色：ロームプロック多く含む．

゜
2m 

第37図 第28号住居跡実測図
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量
，

砂
利

多
量

含
む

．

暗
褐

色
：

炭
化

物
微

量
，

粘
土

，
砂

利
少

量
含

む
．

黒
褐

色
：

炭
化

物
，

砂
利

少
饂

含
む

．

暗
褐

色
：

粘
質

ロ
ー

ム
粒

子
，

炭
化

物
多

量
含

む
．

暗
褐

色
：

粘
質

ロ
ー

ム
粒

子
，

炭
化

物
少

量
含

む
．

黒
褐

色
：

炭
化

物
・

材
片

，
ロ

ー
ム

粒
子

少
量

含
む

．
や

や

粘
性
が
あ
る
．

D
-
D
'
(
P
l
,
 
9)
 

1
 
黒

褐
色

：
ロ

ー
ム

粒
子

多
量

，
炭

化
物

少
量

含
む

．

2
 
暗

褐
色

：
ロ

ー
ム

粒
子

，
炭

化
物

少
量

含
む

．

3
 
黒

褐
色

：
粘

質
の

ロ
ー

ム
粒

子
多

量
，

炭
化

物
少

量
含

む
．

4
 
黒

褐
色

：
粘

士
粒

子
少

量
含

む
．

5
 
暗

掲
色

：
ロ

ー
ム

粒
子

，
炭

化
物

・
材

少
量

含
む

．

6
 
黒

褐
色

：
炭

化
物

，
粘

土
粒

子
少

量
含

む
．

7
 
暗

褐
色

：
粘

質
の

ロ
ー

ム
粒

子
多

量
，

炭
化

物
少

量
含

む
．

8
 
暗

褐
色

：
粘

土
粒

子
少

量
含

む
．

3 4 5 6 7 8  

E
-
E
'
(
P
3
)
 

1
 
暗

褐
色

：
ロ

ー
ム

粒
子

，
炭

化
物

少
量

含
む

．

2
 
黒

褐
色

：
炭

化
物

多
量

，
焼

土
微

量
含

む
．

F
-
F
'
,
 
G
-
G
'
（
貯
蔵
穴

1号
）

1
 
黒

褐
色

：
粘

質
の

ロ
ー

ム
粒

子
，

粘
土

粒
子

，
炭

化
物

少
量

含
み

，
粘

性
が

あ
る

暗
褐

色
：

粘
質

の
ロ

ー
ム

粒
子

，
プ

ロ
ッ

ク
多

量
含

む
．

暗
褐

色
：

粘
質

の
ロ

ー
ム

粒
子

，
炭

化
物

少
量

含
み

，
粘

性

な
し
．

4
 
暗

褐
色

：
粘

土
粒

子
多

量
含

み
，

粘
性

が
あ

る
．

5
 
暗

褐
色

：
粘

土
粒

子
多

量
，

粘
質

の
ロ

ー
ム

粒
子

少
量

含
む

．

H
-
H
'
,
 
I

-
I
＇
（
貯
蔵
穴

2号
）

1
 
黒

褐
色

：
ロ

ー
ム

粒
子

微
量

，
炭

化
物

少
量

含
む

．

2
 
暗

褐
色

：
ロ

ー
ム

粒
子

多
量

，
炭

化
物

微
量

含
む

．

3
 
黒

褐
色

：
粘

土
粒

子
，

炭
化

物
少

量
含

む
．

4
 
黒

褐
色

：
粘

土
粒

子
多

量
，

炭
化

物
微

量
含

む
．

J
 -

J'
, 

K
-

K
＇（
炉）

1
 
黒

褐
色

：
炭

化
物

多
輩

，
焼

土
・

ロ
ー

ム
粒

子
少

量
含

み
，

や
や
粘
性
持
つ
．

暗
褐

色
：

ロ
ー

ム
粒

子
少

量
含

む
．

黒
褐

色
：

炭
化

物
・

ロ
ー

ム
粒

子
少

量
，

焼
士

微
量

含
む

．

赤
色
：
焼
土
．
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第
38

図
第
2.9

号
住

居
跡

実
測

図
(2
)



7 2  

S
J

 30
 

這
説

明
A
-
A
'
,
 B

-
B
'
 

1
 
灰
黄
褐
色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
の
中
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
，
粘
土
塊
，
小
石
，
ロ
ー
ム
粒
多
く
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．

し
ま
り
欠
く
．

2
 掲

灰
色

：
粘

性
シ

ル
ト

．
炭

化
物

，
4-
5c
m
の
炭
化
材
，
ロ
ー
ム
粒
子
多
蓋
，
中
粘
土
塊
少
景
，
焼
土
微
塁
含
む
．

粘
性
や
や
有
り
，
し
ま
り
や
や
欠
く
．

3
 
褐

灰
色

：
枯

性
シ

ル
ト

．
風

化
し

た
小

粘
土

・
中

ロ
ー

ム
粒

子
少

量
含

む
．

2
よ
り
暗
い
．

粘
性
や
や
有
り
，
し
ま
り
や
や
欠
く
．

4
 
明
黄
褐
色
：
小
石
多
量
に
含
む
枯
土
．
粘
性
・
し
ま
り
共
有
り
．

5
 
褐

灰
色

：
粘

土
．

粘
性

・
し

ま
り

共
有

り
．

6
 
灰
黄
褐
色
：

1
に
多
量
の
焼
土
粒
子
を
含
ん
だ
も
の
．

7
 
黒

色
：
シ
ル
ト
．
風
化
し
た
小
ロ
ー
ム
粒
少
晨
含
む
．
粘
性
な
〈
，
し
ま
り
や
や
有
り
．
（
表
土
の
流
れ
込
み
と

思
わ
れ
る
）

8
 
黒

色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
中
ロ
ー
ム
・
暗
黄
色
粘
土
粒
子
多
く
含
む
．
粘
性
な
く
，
し
ま
り
や
や
有
り
．

9
 
灰

黄
褐

色
：

シ
ル

ト
．

風
化

し
た

中
ロ

ー
ム

粒
子

少
量

含
む

．
粘

性
ほ

と
ん

ど
な

〈
，

し
ま

り
や

や
欠

く
10
 

灰
黄
褐
色
：

1
に
多
量
の
粘
土
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
．
小
石
少
塁
含
む
．

11
 

灰
黄
褐
色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
小
ロ
ー
ム
プ
ロ
ソ
ク
多
景
に
含
む
．
粘
性
ほ
と
ん
ど
な
く
，
し
ま
り
や
や
欠
く
．

12
 

黒
色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
中
ロ
ー
ム
粒
子
，
焼
士
少
髪
含
む
．
粘
性
・
し
ま
り
ほ
と
ん
ど
な
し
．

13
赤

褐
色

：
焼

土
．

一
部

黒
褐

色
土

を
混

入
．

枯
性

，
し

ま
り

や
や

欠
く

．
14

黒
色
：
シ
ル
ト
．
焼
土
微
粒
含
む
．
粘
性
有
り
．
し
ま
り
や
や
有
り
．

15
 

黒
掲

色
：

シ
ル

ト
．

炭
化

材
多

く
含

む
．

粘
性

有
り

．
し

ま
り

や
や

有
り

．
16
 

黒
褐

色
：

シ
ル

ト
．

3
よ
り
黒
味
強
い
．
枯
性
有
り
．
し
ま
り
や
や
有
り
．

17
褐

色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
小
ロ
ー
ム
粒
子
少
最
，
小
石
微
鼠
含
む
．
粘
性
・
し
ま
り
共
あ
ま
り
な
し
．

18
褐

色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
小
ロ
ー
ム
粒
子
，
未
風
化
小
粘
土
プ
ロ
ッ
ク
多
量
含
む
．
炭
化
物
，
焼
土
少
塁
含
む
．

枯
性
・
し
ま
り
弱
い
．

19
褐

色
：
粘
土
質
シ
ル
ト
．
小
石
，
未
風
化
の
小
粘
土
プ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
．
粘
性
有
り
．
し
ま
り
や
や
欠
く
．

2
0

褐
色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
中
ロ
ー
ム
粒
子
多
堡
，
暗
黄
色
粘
土
塊
少
塁
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．
し
ま
り
や
や

欠
く
．

21
 

黒
褐

色
：

シ
ル

ト
．

未
風

化
中

ロ
ー

ム
粒

子
，

焼
土

少
量

含
む

．
粘

性
・

し
ま

り
ほ

と
ん

ど
な

し
．

12
よ
り
赤
色

味
帯
ぴ
る
．

22
褐

色
：
シ
ル
ト
．
未
風
化
中
ロ
ー
ム
粒
子
，
粘
土
プ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．
し
ま
り
や
や

欠
く
．

23
 

黄
褐

色
：

未
風

化
中

黒
色

土
プ

ロ
ッ

ク
少

塁
含

む
．

粘
性

有
り

．
し

ま
り

や
や

欠
〈

．
24

椙
色
：
貼
床
．
未
風
化
中

0
ー
ム
粒
子
・
プ
ロ
ソ
ク
を
多
量
，
未
風
化
小
黒
色
土
プ
ロ
ソ
ク
，
小
礫
少
筵
，
炭

化
物
微
罷
含
む
．
粘
性
有
り
．
し
ま
り
や
や
欠
（
．

25
黒

色
：
未
風
化
小
ロ
ー
ム
粒
子
少
量
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．
し
ま
り
欠
く
．

26
 

黒
褐

色
：

炭
化

物
少

堡
，

焼
士

微
景

，
未

風
化

小
ロ

ー
ム

プ
ロ

ソ
ク

，
小

～
中

礫
を

多
昼

に
含

む
．

粘
性

有
り

．
し

ま
り
欠
く
．

2
7
 

黒
褐

色
：

風
化

中
ロ

ー
ム

粒
子

多
鼠

，
炭

化
物

・
小

礫
微

蓋
含

む
．

粘
性

欠
く

．
し

ま
り

や
や

有
り

．
28
 

黒
褐

色
：

ロ
ー

ム
粒

子
多

量
，

炭
化

物
，

焼
土

少
蓋

含
む

．
枯

性
欠

く
．

し
ま

り
や

や
有

り
．

2
9
 

黒
褐
色
：
未
風
化
中
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
多
撰
，
炭
化
物
少
星
，
焼
土
微
量
含
む
．
枯
性
欠
く
．
し
ま
り
有
り
．

2
8
よ

り
明
る
い
．

3
0

黒
色
：
風
化
小
ロ
ー
ム
粒
子
少
量
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．
し
ま
り
欠
く
．

31
 

黒
褐

色
：

風
化

小
0
ー
ム
粒
子
少
屈
，
未
風
化
中
粘
土
プ
ロ
ソ
ク
微
塁
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．
し
ま
り
欠
く
．

32
 

明
黄
褐
色
：
中
礫
多
盤
含
む
．
粘
性
有
り
．
し
ま
り
や
や
欠
〈
．

3
3
 

黒
色
：
焼
土
，
炭
化
物
微
蓋
，
未
風
化
小
ロ
ー
ム
粒
子
・
小
礫
少
量
含
む
．
粘
性
有
り
．
し
ま
り
や
や
欠
く
．

34
 

明
褐

色
：

礫
層

．
小

礫
多

量
含

む
．

C
-
C
＇
（
貯
蔵
穴
）
，

D
-
D
'
(
P
l
)

1
 
黒

掲
色

：
未

風
化

中
ロ

ー
ム

粒
子

多
量

，
炭

化
物

微
堡

含
む

．
粘

性
欠

く
．

し
ま

り
や

や
有

り
．

2
 
黒

褐
色

：
未

風
化

中
ロ

ー
ム

粒
子

少
量

含
む

．
粘

性
・

し
ま

り
や

や
有

り
．

1
よ
り
も
暗
い
．

3
 
黒

色
：
未
風
化
中
ロ
ー
ム
粒
子
少
量
，
炭
化
物
微
盤
含
む
．
粘
性
や
や
有
り
．
し
ま
り
欠
く
．

4
 
黒

褐
色

：
未

風
化

中
ロ

ー
ム

粒
子

プ
ロ

ッ
ク

多
量

，
炭

化
物

微
最

，
小

石
少

慧
含

む
．

粘
性

や
や

有
り

．
し

ま
り

欠
く
．

黒
褐
色
：
風
化
小
ロ
ー
ム
粒
子
少
量
，
炭
化
物
，
焼
土
微
量
，
小
石
少
握
含
む
．
粘
性
欠
く
．
し
ま
り
や
や
有
り
．

黒
掲

色
：

未
風

化
小

ロ
ー

ム
プ

ロ
ッ

ク
，

ボ
石

少
量

，
未

風
化

中
ロ

ー
ム

粒
子

微
畳

含
む

．
粘

性
や

や
有

り
．

し
ま
り
欠
<
.

5
よ
り
明
る
い
．

7
 
黒

褐
色

：
小

石
少

量
含

む
．

粘
性

有
り

，
し

ま
り

欠
く

．
色

調
暗

い
．

8
 
黒

色
：
し
ま
り
・
粘
性
共
に
欠
く
．

J , '  

迄 ＼ ‘
，  

B 、

／
 

貸p 〖 こ

m  

c＿ぉ
C -

言
言

冒
冒

／
／

 

` c  □, 
ロ ロ

0
p  

◎
P a c l  

A'
 

ら
一旦
＇

言
゜

2
m
 

ピ
ッ
ト
デ
ー
タ

（
長
径
／
短
径
／
深
さ
）

P
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1/
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) 

P
 2(
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3/
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) 

P
3
(
3
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/2
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P
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3
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/1
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P
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) 

P
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) 

P
7
(
5
7
/
4
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2
4
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P
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2
2
/
1
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) 

P
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) 
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l
0
(
3
7
/
3
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/
3
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P
l
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(
3
7
/
-
/
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(16) 第30号住居跡（第39図•第2-15図・図版25 • 26 • 153 • 154) 

調査区中西部のJ-8グリッドに位置、西壁側2/5が SRl7の東溝に切られる。

平面形態は隅丸方形と考えて良く、規模は南北軸長か5.50m、軸偏差N-44°-Eである。

覆土は上層か枯土塊を含む灰褐色上を基調とし、その下に炭化材と焼土を含む褐灰色ないし黒褐

色土等が見られ、さらに床面直上には褐灰色土が堆積する。上層の堆積状況は不整合を見せる部分

かあり、人為的な埋没行為も考慮しておく必要があろう。確認面から床面までは約20cm弱の深さで

ある。また、壁面に沿って幅70-l 70cmで、一度最高で床面下35cm程度を粗掘りして、褐色土と黄褐

色土で埋め戻して水平に床面を調整する。

床面にはピットか10基認められた。主柱穴は Pl、P3、Pl0となろうか。 Pl]は住居より古いピッ

トである。壁溝は壁に接し各所で検出したか、連続した状況ではない。

出土遺物には台付甕、壺、高杯等の比較的大きな破片があり、個体数も本遺跡の住居跡中では多

い方である。 1。9は北壁に近い部分の床面からやや浮いた状態で、 3・6はP3に近い床面直上のもの

が中心に接合した。

(17) 第31号住居跡（第40図・図版27)

調査区南西部のM-9グリッドに位置、 SJ 26 • 27とは一線上に並んでいる。

平面形態は北西コーナーを除き丸みかあり、南壁に比べ北壁かわずかに短く厳密には隅丸台形だ

か、隅丸方形の範疇としてよいたろう。規模は確認面で南北軸（長軸）長か4.04m、軸偏差N-33°-

W、東西軸（短軸）長3.54m、軸偏差E-38°-Nである。

覆土は黒褐色土を基調とし、確認面から床面まではきわめて浅かった。

床面にはピットが8基認められ、主柱穴は P2、P3、P7、P8となろうか。

炉と壁溝は確認されなかった。

出土遺物には台付甕や壺底部の小破片があるが図示に耐えるものがない。

(18) 第32号住居跡（第41 図•第2-15図・図版27 • 154) 

調査区中西部の G-9グリッドに位置する。縄文時代の SJ 2を切り、南西部分を SRl9の東溝に切

られて、かつ、床面に達する攪乱や風倒木の攪乱を被っており、遺存はあまりよくない。

平面形態は全容か把握できていないが隅丸方形と思われ、規模は確認面で南北軸長か5.2m以上と

なり、軸偏差は N-29°-E、東西軸長は5.44m、軸偏差は E-35°-Sで、本遺跡の当該期の住居と

しては大形の部類に入ろう。

覆土は暗褐色土を基調とし、壁面に近い部分にはローム粒を多く含む暗褐色土や褐色土が堆積す

る。確認面から床面までは約25cm弱、またピソトに沿って帯状にわずかな貼床調整か見られた。

壁溝は西壁北部から北壁、そして東壁の中央部まで掘られている。幅は15-30cm、深さは10cm前

後の部分が多い。

床面にはピソトが6基認められ、 P2、P4が主柱穴となろうか。なお、炉は確認できていない。

出土遺物には壺等がある。 1は床面からわずかに浮いた状態、 2・3は床面からの出土である。
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土層説明
C-C, G-G＇（貯蔵穴， P3)
1 黒褐色：ローム粒子微量含む．やや枯性あり．

2 暗褐色：ローム粒子多量，炭化物微量含む．

3 暗褐色：ローム粒子少量含む．粘性強い．

4 黒褐色：ローム粒子混在．

5 黒褐色：ローム粒子含み，粘士粒混在．

6 灰褐色：粘土プロノク混在．

7 黒褐色：ローム粒子，炭化物微量含む．

8 緑灰白色：枯土多量，ローム粒子少量含み，粘性が強い．

D-D'(PZ,8) 

l 黒褐色：ローム粒子少量含み，やや枯質．

2 黒褐色： 1に近似．やや明るい．

3 暗褐色：ローム粒子多量含む．

4 黒褐色：ローム粒子，炭化物少量含む．

5 暗褐色：ローム粒子多量，炭化物微量含む．しまり良い．．

6 暗褐色：ローム粒子多量含む．粘性有り．
E-E'(P5) 

1 黒褐色：ローム粒子微量含む．粘性あり。

2 暗褐色：ローム粒子・ブロJク少量含む．

3 黒褐色：ローム粒子，焼土，炭化物微量含む．粘性あり．

4 暗褐色：ローム粒子・プロック多量含む．

F-F'(P9) 

1 暗褐色：ローム粒子少量含み，やや粘質．

2 黒褐色：ローム粒子多量含む．しまりややよい．

3 暗掲色：ローム粒子多量含む．

4 黒褐色：ローム粒子少量含む．

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

Pl(21/20/9) 
P 2(27 /25/6) 
P3(22/17/7) 
P 4(30/27 /3) 
P5(40/34/22) 
P 6(30/28/9) 
P 7(83/70/34) 
P 8(26/26/9) 
P 9(28/27 /16) 

第40図 第31号住居跡実測図
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(19) 第33号住居跡（第42図。第2-16図。図版27• 28 • 29。155)

調査区中央やや南西よりの K-10グリッドに位置、北東及び南東コーナーを SR22の西、南溝に切

られている。

平面形態はコーナーを2個所で失うが隅丸方形としてよいだろう。規模は確認面で南北軸（長軸）

長が5.39m、軸偏差N-39'-W、東西軸（短軸）長4.64m、軸偏差E-42.5'-Nである。

覆土はローム粒子や炭化物、焼土粒子を含む黒褐色土ないし暗褐色土を基調としており、床面上

には炭化物を多量に含む黒褐色土か比較的広範囲に薄い堆積を見せる。確認面から床面までは約30cm

弱と、本遺跡の当該期の住居の中では深いほうである。

床面にはピットか7基認められ、このうちの Pl、P3、Pl0、P16が主柱穴となろう。そして特筆

すべきこととして東壁と西壁面に5個所ずつ南壁面に3個所のピットか検出されている。

主柱穴と思われるピットか小径で柱材も頑丈なものか選択できなかったことが推定でき、このた

め垂木材の固定のための柱材等の樹立が不可欠となったのかも知れない。確定的なことはいえない

か可能性を提示しておきたい。

また、西壁上面から70-115cmの間隔をおきその外方に列をなして検出された4基のピソト (Pl8、

20、22、26) も本住居に伴うものと考えられ、廂状の構造物を考えておきたい。

炉は中央から北東コーナーに偏して検出した。 93X67cmの不整長円形で約7-8cmの深さに掘り、

ローム系の土で浅く埋め戻しており、北西側の部分か薄〈焼土化していた。炉の北から西側にかけ

てはさらにごく浅いくは‘みか認められ、この部分に薄く焼土の散布も確認されている。

貯蔵穴は2基検出された。南壁の東コーナーよりのは60X34cm、深さ21cmで、幅30cm、高さ 5cm弱

の周堤をめぐらせる。一方、西壁ぎわの P23も貯蔵穴と思われ、 68X54cmの不整円形で深さは25cm

であった。

また、西壁の中央に、間仕切と思われる浅い溝も検出されている。壁と直角に幅10cm強、長さ 105cm、

深さ約8cmを測るものであった。

出土土器には台付甕、壺、器台、台付の椀等の破片があるか、破片の量か多い割合に完形にまで

復原できた個体は少ない。

北西コーナー付近では1• 4が床面直上もしくはやや浮いた状態で、9。12• 13は同じくやや浮いた

状況での出土である。

(20) 第34号住居跡（第43図•第2-16図・図版29 • 154 • 155) 

調査区中央部やや南西寄りの K-10グリソド、前述の SJ 33の東南約3mに位置している。

平面形態は東壁をのぞく各壁がわずかに外方に膨らむ傾向か認められるか、隅丸方形の範疇とし

てよいだろう。規模は確認面で南北軸（短軸）長か3.02m、軸偏差N-34°-W、東西軸（長軸）長

3.09m、軸偏差E-33°-Nである。

覆土は上層が暗褐色土、下層が黒褐色土を基調とし各層に炭化物（粒）か含まれる。確認面から

床由までは最高20cm弱の深さである。

床面にはピットか4基認められ、このうち P4か貯蔵穴で62X 50cm、深さは20cmである。 Plぱ炉を
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土層説明

A-A'~ C-C' 

1 暗褐色：ローム粒子，炭化物微量含む．きめ細かい．

2 暗褐色：ローム粒子，炭化物少蟻含む．しまり弱い．

3 褐 色：ローム粒子，炭化物少量含む．きめ細かい．

4 黄褐色：ローム粒子多量含む．しまり弱い．

5 砂礫土

6 暗褐色：ローム粒子，小砂利含む．（風倒木攪乱土）

7 黄褐色：ローム土を主体とする．（風倒木攪乱土）

8 褐 色：ローム粒子含む．（風倒木攪乱土）

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (33/31/16) 
P 2(35/31/17) 
P 3(66/54/13) 
P 4(57 / 46/17) 
P 5(61/59/15) 
P 6(43/38/9) 

第41図 第32号住居跡実測図
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0-0', P-P'（貯蔵穴1号）

1 昭褐色：ローム・粘土粒子均ーに含む．

2 黒掲色：焼土・炭化物粒子含む．

3 賠褐色：ローム・粘土粒子含み， しまり弱い．

4 青灰色：ローム粒子含み，きめ細かい．

5 青白色：粘土，砂粒子，砂利含む．

* 1~ 5 貯蔵穴覆土

_fl'. 6 灰褐色：粘土を主体とし，砂利を含む．ローム土，黒褐色土混入．

7 黒褐色：黒褐色土を主体とし，ローム粒子少贔含む．

8 黒褐色：ローム粒子 2よりやや多く，明るい．

9 賛褐色：ローム土を主体とし，砂利を含む．

* 6~ 9 周堤
JO 黄褐色：ローム粒子・プロノク主体とする．（貼床層）

JO 黄褐色：ローム粒子・プロ／ク含み， しまり有る．（貼床層）

一巳 11 黒褐色：ローム土を主体とし，黒褐色土を混在．
12 賀褐色：黒色土を主体とし，ローム粒子含む．

*10~12 掘方埋戻土
Q-Q', R-R'（貯蔵穴2号）

l 黒褐色：ローム・炭化物粒子含む．しまり弱い．

2 黒褐色： 1に比べやや明るい．

3 思褐色：焼土・炭化物粒子含む．ローム粒子混在．

4 明褐色：焼土・ローム帥十多く含む．きめやや粗い．

S -S', T-T'（炉）

汀 鬱 l 褐 色：ローム・炭化物・焼土粒子多く含む．

2 黒褐色：炭化物粋子多く含む．

3 赤褐色：焼七を主体とする．

4 黄褐色：ローム土を主体とする．
4＇黄褐色：大部分ローム．

5 黒褐色：ローム粒子・プロ、／ク含み，しまリやや持つ．

6 黒 褐色 ： 5よリプロノク少ない．

T 
丙コ ーユ＇

゜
1m 

第42図 第33号住居跡実訓図(3)
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土層説＇明
A-A', B-B' 

1 暗褐色：ローム・炭化物粒子含む．しまりやや弱い．最終的に北側より堆積する．

2 黒褐色：ローム・炭化物粒子含む．きめ細かく，しまり弱い．

3 黒褐色： 1よりきめ細かく，しまりやや強い．

4 黒 色：炭化層．（炉跡）

4' 黒 色： 4にローム粒子少量含む．

5 黒褐色：焼土・炭化物粒子やや多く混在．きめ細かく， しまり弱い．（自然三角堆積）
C-C'D-D'（貯蔵穴）

1 褐 色：粘土質で砂粒多く含み，きめ粗い．

2 黒褐色：砂利含み，ローム・炭化物粒子混在．きめ粗い．

3 黒褐色：砂利多く， 2より暗い．

4 黒褐色：ローム・炭化物粒子，砂含む． 2よりやや明るい．

5 黄褐色：ローム粒子，砂利多く含む．

E-E'（炉）

1 黒褐色：炭化材，焼土粒子含む．しまり弱い．

2 黒 色：炭化材・粒子，焼土プロック・粒子多く含む．

3 黒褐色：砂利混在． 1に近似．

第43図 第34号住居跡実測図
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切っており攪乱の可能性が強い。

北壁と西壁に壁溝が検出されている。幅は10m前後で浅い部分が多い。

炉は中央から北東コーナーに偏した位置にあり、96X70cmの不整形で約5cm弱の深さに掘りこまれ

ていた。焼土粒を含む黒褐色、黒色土が堆積しており、その上面が60X45cmで薄く焼けており、南

側に枕石の礫が1点検出されている。

出土土器には台付甕、壺、椀の破片がある。 1• 2は床面からやや浮いた位置、 3・4はほぼ床面直

上、 5は貯蔵穴内の出土である。また、 6（第32図）は石製の垂飾で、直径4mmの両面穿孔の小孔を有

する。長さ4.1cm、最大幅2.82cm、緑泥片岩製で6.41g、覆土上層の出土である。

多量の炭化材のあり方から、本住居も火災を被っているものと思われる。

~1) 第35号住居跡（第44図•第2-17図・図版30 • 156) 

調査区中央やや北西よりの F-11グリッド、遺構群ののる微高地の西縁部に位置する。

平面形態は東壁が西壁に比べやや短く、厳密には隅丸の長台形だが、隅丸長方形として差支えな

かろう。規模は確認面で南北軸（短軸）長が6.38m、軸偏差N-21°-W、東西軸、（長軸）長7.67m、

軸偏差E-20°-Nで、規模の判明している当該期の住居跡群中最大である。

覆土は旧表土に近い土質の黒褐色土（第1• 2層）を基調としており、壁ぎわには暗褐色土が堆積

する。確認面から床面までは最深部で約25cm弱の深さである。

床面にはピットが5基認められ、 P3が貯蔵穴、他は柱穴であろう。柱穴には柱痕が観察できた。

北壁の東部から北西コーナーにかけ壁溝が検出されている。幅は12-20cm弱で深さは約10cmほど

である。

炉は中央から北壁方向に偏して検出された。 67X56cmの不整円形でわずかに掘りくぼめられてお

り床面が薄く焼土化していた。

貯蔵穴は南壁中央からやや東壁寄りに検出された。南側は壁の下部を切込んでおり、平面形態は

87X87cmの方形のプランで、深さは最深部で17cmほどである。そしてその周囲には幅30-45cm、高

さ5cm前後の周堤をめぐらせていた。

出土土器には台付甕、有段口縁壺、瓢形埒、装飾器台や小形椀等の破片がある。

1 • 2はP2周辺の床面からやや浮いた状態で、 4は炉の北側の床面直上、 5は北西コーナー付近の床

面からやや浮いた状態、 6は貯蔵穴覆土中、 7は西壁北部で壁にかかる状況と床面からやや浮いた状

況の破片が接合、 8は北壁沿いの床面直上あるいはやや浮いた状況のものが接合した。 11の装飾器台

は、所謂結合土器とは器形を異にし、北西コーナー付近の床面からやや浮いた状態で出土した。 S

R29から同一個体と思われる脚部小破片が出土しており、一緒に図上復原を試みておいた。

その他、 9• 10については覆土中の比較的高い位置での出土である。

炉の東ー東南の床面からやや浮いた状態で炭化材が平行に出土したほか、床面各所で炭化材の小

片が出土しており、本住居も廃絶後の埋没開始後の早い過程で火災を被ったものと思われる。
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (40/33/55) 
P2(55/44/55) 
P3((33)/39/13) 

P 4(87 /60/21) 
P5(95/(26)/10) 
P 6(67 /50/37) 
P7(36/31/44) 
P 8(48/36/22) 
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土層説明

A-A', B-B' 
1 暗褐色：焼土・炭化物粒子含み，砂，小石混在．しま

り・粘性弱い．（自然堆積土層）
2 黒褐色：焼土・炭化物粒子 1よりやや多く含むが，色

調は暗い． しまりやや有り．
2' 黒褐色：ローム粒子 2より多く含む．
3 黒 色：炭化物層．床直上の炭化物主体土層．
3' 黒 色：炭化物層．ローム粒子 3より少ない．

4 黄褐色：ローム粒子やや多く含む．しまり有り．（住
居跡周堤の崩落土の可能性有り．）

◎
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恥
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゜
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-d 

A
 ゜

2m 

マ、
5 黄褐色：やや小石，砂利多く含み， 4に似る．
5' 黄褐色：ローム粒子 5よりやや少ない．
5" 黄褐色：ローム粒子 5より更に少ない．
C-C', D-D' 
1 褐 色：ローム粒子，粘土プロック，砂利含む．しま

りやや有り．
2 褐 色：きめ細かく，焼土，炭化物含む．しまり有り．
3 黄掲色：ローム粒子・プロック含む．しまりやや有り．

第45図 第36号住居跡実測図（1)
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(2り 第36号住居跡（第45図•第2-17 • 18図・図版30• 31 • 156 • 157) 

調査区中央部やや西よりの H-11グリッド、再堆積ロームの最高所にあたる位置である。

平面形態は北壁が南壁よりやや短く、厳密には隅丸の台形だが、隅丸方形の範疇としてよいだろ

う。規模は確認面で南北軸（短軸）長が5.21m、軸偏差N-38°-E、東西軸（長軸）長5.95m、軸

偏差E-36°-Sである。

覆土は上層が暗褐色土、下層が黒褐色土を基調としている。壁面に近い部分を除く床面の広範囲

に炭化物を比較的密に含む黒色土が覆っており、火災を被っている可能性がある。確認面から床面

最深部までは約25cmと、本遺跡の当該期の住居跡では深い方である。

床面にはピットが8基認められ、 Pl、P2、 P7、P8が主柱穴と考えられる。

2連のピット、 P4、P5は貯蔵穴と考えられ、 P4は87X60cm、深さ21cm、P5は長さが95cm、深さ

は10cmと浅い。南壁側の P6も貯蔵穴に関連するものかも知れない。

壁溝は北東コーナーと貯蔵穴付近を除き全周する。西壁では最高30cmの幅で床面がベッド状となっ

ておりその下段部分をまわっている。幅は最高で25cm弱、深さは約10cm内外である。

炉は中央から西壁に偏した位置に検出し、 99X65cmの不整長円形で、最高約7cmの深さに掘りこま

れ、覆土の上面がわずかに焼けていた。枕石と思われる礫が3個検出された。

出土土器は壺、高杯のほか、特筆されるものに手焙形土器があった。 1• 2 • 6 • 4は北東コーナー

の覆土中の比較的高い位置、 5は床面からわずかに浮いた位置の出土、 3は貯蔵穴南と南西コーナー

の覆土中の高い位置出土の破片が接合した。
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E-E', F-F'（貯蔵穴）
1 黒褐色：微量の炭化物・焼土粒子含む．しまり弱し
2 黒掲色：炭化物・焼土粒子 1より多い．
3 黄褐色：砂利．ローム主体とする．
4 暗褐色：炭化物・焼土粒子含む．しまりやや有り．
5 暗褐色：炭化物・焼土粒子含む．砂利やや混．
G-G'（炉）
1 暗掲色：ロームプロック含む．

第45図 第36号住居跡実測図(2)
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P1(52/45/36) 

P 1 (53/35/67) 

P 2(44/39/16) 

P 3(22/18/65) 

P4(89/(75)/35) 

P 5(91/76/36) 

P6(59/55/68) 

P7(27/25/28) 

P8(52/46/65) 

P9(28/24/ll) 

C -C', D-D’ （貯蔵穴）

1 暗褐色：ローム粒子，焼土少量含む．

粘性やや有り．

黒褐色：ローム粒子少量含む．

黒褐色：ローム粒子多最含む．

明褐色：ロームプロック多量含む粘土．

暗掲色：炭化物，ローム粒子少量含む

枯質土．

6 暗褐色；粘質ロームプロノク少量含む．

* 4, 5, 6 貯蔵穴周堤

2

3

4

5

 

土層説明

A-A', B-B' 

1 暗褐色：ローム粒子，中ブロソク含む．しまりやや有

り

ローム粒子，プロソク主体的に含み，粘性・

しまり持つ．

ローム粒子，中ブロソク，炭化物粒子含み，

しまりやや弱い．

3' 明褐色：ローム粒子含有量 3よりやや少なく，暗い．

4 黒褐色：ローム・炭化物粒子含み， しまり弱い．若干

の焼土粒子混在．

黄褐色：ローム土多く含み， 2に似るか， きめやや粗

雑．

2
 

黄褐色

3
 

明褐色

暗褐色：ローム粒子 4よりやや多く明るい．

暗掲色：ローム・炭化物粒子含み，きめ細かい．

暗褐色：ローム粒子，炭化物含み， 7に似る．

暗褐色：ローム粒子・ブロソク，炭化材含み，きめ細

かい．しまりやや弱い．

10 暗褐色：ローム粒子含み，きめ細かい．しまり弱い．

11 暗褐色：ローム粒子，粘質ロームプロソク少量含み，

粘性有り．

12 明褐色：粘質ロームプロック多量含む．

* 11, 12は貼床層
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8

9

 

第46図 第37号住居跡実測図
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(23) 第37号住居跡（第46図。第2-18図。図版31-32)

調査区中部やや南よりのJ-11グリッドに位置、北東コーナー付近を SR32西溝に切られる。

平面形態は北西、南西コーナーの丸みか強い隅丸方形である。

規模は確認面で南北軸（長軸）長が3.61m、軸偏差N-16.5°-W、東西軸（短軸）長3.30m、軸

偏差E-19.5°-Nである。

覆土は各層ローム粒を含むが中央上部に暗褐色上、その周囲に黄褐色土、明褐色土、床面付近は

黒色土等、多彩な色調か見られた。確認面から床面までは約15cm前後の深さである。また、ほぼ全

面か貼床となっており、一度10cm前後掘ってからロームブロソクを含む暗褐色土、明褐色土を混合

して埋め戻し、水平に床面を調整している。

炉は中央から北東コーナーに偏した位置の、 SR32の壁面にかろうじて検出した。 25X16cmの不

整円形の範囲かわずかに焼土化している状況であった。

貯蔵穴は南壁の南東コーナ一部分で検出した。 52X45cm、深さ 36cmで、壁を切込んで掘られてい

る。そして15-30cm幅で高さ6cm前後の枯土の周堤を築いていた。

出土土器には台付甕、大形の直口壺等の破片等かある。 1・2・3・5は床面直上、 4は貼床内の出土

である。

(24) 第38号住居跡（第47図•第2-19図・図版32)

調査区ほぼ中央の G-12グリソドに位置する。

平面形態は西壁かゆる＜外方に膨らむが、隅丸長方形と呼んでよいだろう。規模は確認面で南北

軸（短軸）長か5.29m、軸偏差N-25°-E、東西軸（長軸）長が6.66m、軸偏差E-28°-Sを測る。

覆土は壁ぎわを除き黄褐色土を基調としており、主に周堤の崩壊土に由来する土であろう。最下

層には炭化物を主体とする黒褐色土が堆積するが、敷物か火災等で被熱炭化したことに由来するの

だろうか。確認面から床面までは最深部で約25cm弱の深さである。

床面にはピットが9基認められた。主柱穴は Pl、P3、P6、P8と考えられ、 P4は貯蔵穴と判断

した。 P5は覆土の断面から判断すると、床面の形成時にはすでに埋められていることかわかるが、

性格については不明である。

壁溝は西壁の一部と貯蔵穴部分を除き検出された。幅は15cm前後、深さは最深部で15cmはどであ

る。

炉は中央から西壁方向に偏して検出した。平面形は102X 54cmを測る不整長円形で、床面を浅く掘

りこんでおり、底面か薄く焼土化していた。大は長さ 15cm、小は径3cmほどの枕石の礫が7個底面上

で検出されている。

貯蔵穴は東壁の北東コーナー寄りに検出された。大きなピソト (89X75cm、深さ 21cm)の中に小

さなピット (46X42cm、深さ35cm) を入子状に掘っている。

出土土器は台付甕や広口壺、小形の椀等の破片かあった。 2は北東コーナ一部分の壁面上部に接す

るように出土、 3、6は床面から少々浮いた状況での出土である。

- 88 -



SJ38 
＼勺

□ □ 汀

＼□~ ¥ ／／ 

日1骸疇 ゜◎ 3 

言q fぐ＼ー況） ＼，＼旦'旦＿ 1111

0p
 □Pe ロ

<(I 入＇
令夕 06~9N 

＜
 

B 
26 90 

B' 

C 
9d90 

二＇

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (60/55/25) 
P2(42/38/16) 
P3(68/61/22) 
P4(21/20/-) 
P5(65/48/28) 

P6(78/44/8) 
P 7 (30/23/18) 
P8(65/61/26) 
P9(36/33/14) 
P 10(52/51/34) 
P 11 (37 /33/22) 

D' 
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土層説明

A-A'~D-D' 
1 黄掲色：ローム粒子・大ブロック多く含む．焼土・炭化物粒子混在．しまりやや有り．
2 黄褐色：ロームプロソク 1より多く含む．しまり・粘性やや有り．

2' 黄褐色：ローム粒子 2よりやや大きい．
2.. 黄褐色：ローム粒子大径）含み，枯性強い．
2"'黄褐色：ローム粒子含み，しまり弱い．
3 黒褐色．ローム粒子・焼土・炭化物粒子均ーに含む．しまり・粘性やや有り．（自然堆積土）

4 黒褐色：炭化物層．敷物に由来？
5 黄褐色：ローム粒子・中プロック主体．しまり強い．
6 暗褐色： 3に似るか，しまり・粘性やや弱い．
7 暗褐色：ローム粒子 6よりやや多い．しまり・粘性やや有り．
8 黄褐色：ローム粒子・プロ／クやや多く含み， しまり有り．
9 褐 色：ローム粒子多く含み，しまり弱い．

10 暗褐色：炭化物粒子含み，しまり弱い．
11 黒褐色：ローム粒子混在．しまり・枯性弱い．
11' 黒褐色：ローム粒子多く含み，明るい．
12 黄褐色：ローム粒子，中ブロ／ク多く含む．しまり・粘性有り．
13 暗褐色：ローム粒子・炭化物・焼土粒子少量含む．しまリ・枯性やや有り．
13 暗褐色：きめやや細か〈，小石含む．しまり・粘性弱い．
14 黄褐色：ローム粒子，中ロームブロノク，砂利多く含む．しまり・粘性有り．
15 黄褐色：ローム粒子混入する砂礫層．きめやや細かい。
16 黒褐色：ローム粒子，炭化物・焼土粒子含む．

16' 黒褐色：ローム粒子やや多く含む．
17 黒褐色：ローム粒子・焼土粒子，中ロームプロソク含む．

17＇黒褐色：ローム粒子やや少ない．
E-E', F-F'（貯蔵穴）
18 黒褐色：ローム・炭化物粒子混在．しまり有り．

19 黒褐色：ローム粒子少量含む．きめ細かく，しまり弱い．
20 黄褐色：ローム粒子・プロ／ク多く含み， しまり・粘性持つ．
21 黒褐色：ローム・炭化物粒子均ーに含む．しまりやや弱く，枯性欠ける
22 暗褐色：ローム・焼土粒子混在．しまり弱い．
23 黒褐色：ローム粒子・ブロソク，焼土粒子僅かに含む．
24 黄褐色：ロームプロ、／ク主体．
25 黒褐色： 2, 3に似るがややローム粒子多い．



(25) 第39号住居跡（第48図•第2-19 • 20図・図版32• 157 • 158) 

調査区中央部のH-13グリッド、前述の SJ 38とは約4mの間隔で、その南東に位置する。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（長軸）長が5.98m、軸偏差N-15°-E、東西軸

（短軸）長5.27m、軸偏差E-15°-Sである。

覆土は上層が黒褐色土、下層がローム粒と、火災に起因する炭化物、焼土粒を含む暗褐色土を基

調としている。壁ぎわには所謂三角堆積のローム粒を含む黄褐色土が堆積する。確認面から床面ま

では約30cm弱と本遺跡の当該期の住居としては深いほうである。

床面にはピットが7基認められた。主柱穴は Pl、P3、P5、P7。P4は貯蔵穴で104X83cm、深さ

は31cmである。

壁溝は西壁の北部と、南東コーナーから南壁西部部分を除き検出された。幅は10-lScm、深さは

約10cmほどである。

炉は中央から北壁方向に偏して検出された。 50X47cmの不整円形で床面がわずかに掘りこまれて

おり、厚さ約5cmで床面に焼土が堆積していた。

出土土器は多い方だが完形に復原できたのは僅少である。器種には、台付甕や、小形の直口壺の

ほか、頸部に凸帯のある壺（7)や結合土器と思われる椀状の部分の破片（16)があった。出土位置

は、 1が北壁北東コーナー寄りと P3上のやや浮いた位置のものとが接合、 3は北壁の北西コーナー寄

りのやや浮いた位置、 4はP2付近の床面直上とやや浮いた位置の破片が接合、 8はPl周辺の覆土中、

9 • 11はP3付近で床面からやや浮いた位置の出土である。そして7は東南部の覆土中、 10は同じく東

南部の床面直上と貯蔵穴覆土中の破片が接合した。

覆土中から多量の炭化材と焼土が出土し、火災に遭っていることが明らかで、北東コーナー付近

に住居外上方から、屋根材に由来する可能性が強い灰白色粘土が落ち込むように出土している。

(26) 第40号住居跡（第49図•第2-20図・図版33)

調査区中央部のH-13グリッド、前述の SJ 39のすぐ東南に接するように所在している。西壁は南

西コーナーのやや北から内側に屈曲し、築造時すでに SJ 39が存在し、これを避けるための措置か

も知れない。平面形態は厳密には隅丸の5角形とするべきかも知れないが、一応隅丸方形としておく。

規模は確認面で南北軸（短軸）長5.08m、軸偏差N-0-E゚ 、東西軸（長軸）長5.27m、軸偏差E-

0-S°である。

覆土は上層が暗褐色土、下層が茶褐色土を基調とし、確認面から床面までは約10cm弱と浅い。

床面にはピットが5基認められた。主柱穴は Pl-P4、北壁を切込む P5は貯蔵穴と思われ、 93X

78cmの規模で、深さは最大34cmである。

床面中央から南壁に偏して検出した P6は115X90cmの不整形で約5cmの浅い掘りくぼみで、確認面

に幅7cmのL字形の焼土化面があり炉跡と推定しておきたい。

出土遺物の1は炉の西側の床面直上、 2はやや浮いた出土である。 3（第2-32図）は石製の垂飾で、

長さ2.7cm、最大幅2.4cm、両面穿孔の径1.3mmの小孔を有し緑泥片岩製、重さ3.78 gである。
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土層説~Jl
g,A-A, B -B' 

1 暗褐色：ローム粒子・ブロック，大粘土ブロJク含む．

しまり弱い．

2 茶褐色：中口＿ム粒子・プロソク均ーに含む．炭化物・

焼土粒子混在． しまりやや有り．

3 黄褐色：ローム粒子・ブロソクを堆積． しまりやや有り．

4 黄褐色：ローム土主体．しまり，粘性有リ．

5 黒褐色：きめ細かく，微粒の炭化物，焼土混在．しま

旦’ り・粘性弱し‘•
6 黒褐色：炉．焼土・炭化物粒子含み，ローム粒子混在．

しまり・枯性弱い．

7 黒褐色：炭化材・粒子混在．しまり弱い．
C-C', D-D' 

1 黒褐色：ローム粒子微量含む．炭化物粒子混在．しまり

弱し‘•
2 黄褐色：ローム粒子・プロソク多く含む．しまり・枯性

持つ．

3 褐 色：ローム粒子・プロソク混在．しまり持つ．

4 黒掲色：炭化物・焼土粒子含む．

第49図 第40号住居跡実測図（1)
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E-E'（貯蔵穴）

1 褐 色：ローム粒子混存．微輩の炭化物・焼土粒子含む．

しまり・粘性やや弱い．

2 黒褐色：小石含み，きめやや粗い．

3 褐 色：ロームブロ／ク，粘土含む．しまりやや有り．

粘性有り．

4 褐 色．ローム・粘土粒子含み，きめ細かい．しまりや

や有り．

5 暗褐色：ロームブロノク含み， きめやや粗い．しまリ弱
し、

6 褐 色： 4に似るか，しまり・粘性共やや強い．

F-F'（炉）

1 黒 色．炭化層．焼土粒＋・ブロJク，炭化材・粒子を

含む．

2 患褐色：焼土・炭化物粒子微最，ロームプロJク多く含

む．（炉床面の整地土層）

第40号住居跡実阻LJ図（2)
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Pl(33/27/ll) 
P 2(50/39/10) 

P 3(29/15/12) 
P 4(36/29/8) 
P 5 (36/34/9) 

B' 

D' 

¥:<>. 0 2m 

一旦土層説明

言 ：一ー：属D、Diはロト胃勺；；ンロニ 信［ 是含

1' 黒 褐色 ： 1より明るい暗褐色土のブロノク含む． 1 

よりややしまり強い．

2 暗黄褐色：不均ー．崩壊ロームプロ／ク不均一、 ローム

粒子密に含む． しまリ弱〈，枯性強い．

3 暗褐色：ほは均ー．ローム粒子］よリやや多く，ンル

卜質． しまり・粘性共やや弱い．

皇 3' 昭褐色：ほほ均ー．ローム粒子は 1と3の中間秤度含

む． 3よりややしまリ強く，店1VI牛やや有り．

晶

二＇

D 
964(} 

第50図 第41号住居跡実測図
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(27) 第41 号住居跡（第50図•第2-20図・図版33 • 157 • 158) 

調査区中央部やや南よりのJ-13グリソドに位置する。

平面形態は北西コーナーかやや張出すか隅丸方形である。規模は確認面で南北軸（長軸）長か3.62

m、軸偏差N-45°-W、東西軸（短軸）長3.45m、軸偏差E-45°-Nである。

覆土は上層が黒褐色土、下層が暗黄褐色土を基調としており、確認面から床面までは最高15cmの

深さがある。床面はやや柔らかくあまり使用されていない感じを受ける。炉跡が検出されていない

ことからあるいは土塙の扱いとしたほうが妥当かもしれないが、一応住居の扱いとしておく。

床面にはピソトが5基認められたがいずれも 10cm以下と浅い。

出土遺物には台付甕、小形用等の破片ある。 1はP2の覆土内、 5はP2上の覆土内出土、両者とも

遺棄されたものであろう。 3はP2底面付近の出土、遺留か遺棄されたのか判然としない。 2・4は破

片か床面からやや浮いた状況の出土であり、遺棄されたものと推定される。

(28) 第42号住居跡（第51 図•第2-21 図。図版34)

調査区中央部から北に偏した D-14グリソドに位置しており、南側の約1/3の部分が攪乱を被り遺

存はあまりよくない。

平面形態は隅丸方形と判断され、規模は確認面で南北軸（短軸）長か3.6m前後になるであろうか、

軸偏差は N-8°-E、東西軸（長軸）長3.79m、軸偏差E-8°-Sである。

覆土は上、下層とも暗褐色土だが下層は火災に起因する炭化物か多量に包含される。

床面にはピットが3基認められ、 Pl、P2は主柱穴となろう。両者とも深さは10cm以下と浅い。

出土遺物には台付甕、壺、高杯の破片等があり、いずれも投棄されたか流入した土器片であろう。

また、床面からやや浮いた状況で炭化材が出土し、本住居も火災を被っていることが明かである。

(29) 第43号住居跡（第52図。第2-12図。図版35。158• 159) 

調査区中央部やや北東よりの F-14グリッドに位置する。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（短軸）長か4.64m、軸偏差N-44°-E、東西軸

（長軸）長5.03m、軸偏差E-31°-Sである。

覆土はローム粒を含む黒褐色土を基調とし、確認面から床面までは約25cm強の深さである。

西壁部分に幅約60、高さ約12cmのベッド状遺構がロームを掘り残して造り付けられている。

床面にはピソトが15基認められ、 Pl、P4、P5、P12が40cm以上の深さを有し主柱穴となろう。

Pl0もその候補だか深さが浅い。これらピットの内側の床面は非常に硬く踏みしめられていた。

壁溝は南西コーナーから西壁北のベソド状遺構上、それに北壁沿いに部分的に、そして東壁の北

部で壁から 15cmほどはなれて検出された。

炉は中央から北東コーナーより、そして西壁に偏した位置の2基を検出した。北壁よりのものは38X

35cmの不整形で約5cm掘りこまれており、暗褐色土とロームの混合土か堆積していた。そして、南側

に自然礫の枕石が2個検出されたか、それとは反対側では、約25X25cm、厚さ約5cmで炉床面か焼土

化していた。一方の炉ははとんど掘り込みは見られず炉床面が最高で厚さ4cmでレンズ状に焼土化し
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (23/21/10) 
P 2(25/24/7) 
P 3(29/25/7) 

C C' 
戸 一

言：
4 

•こぷ．，3
_g 

C 
9 6 50 c

 

゜
2m 

分遜＿匹 △ A 心C a ＾ ⇔ ＾ 凸＾

土層説明

A-A'~,C-C' 

l 暗褐色：ンルト質．ローム微粒多量含む．

2 暗褐色．シルト質．ローム微粒多景含み，ほぼ同質たか，炭化物多量含む．
3 暗褐色：シルト質．焼土，炭化物微量含む．地山のシルトローム混合する．

4 暗褐色：炭化物多量含み，更に 2より黒味増す．ローム微粒含む．

5 暗褐色：ンルト質．崩壊ローム不均一＾に含む．しまり弱〈，粘性やや有リ．
6 明褐色：地山土に植物繊維， 1の暗掲色土少罷含む．シルト質． しまり・粘件共強い．

第51図 第42号住居跡実測図
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ていた。

貯蔵穴は P6、P7が複合して形成する。 52X42cm、深さは35cmである。

出土遺物には大形壺、小形の直口壺や高杯等の破片があった。出土位置は東南部が多く、 1の体部

上位に不整の山形文を有する壺は P5の南側の床面からやや浮いた位置、その他もその周囲からやや

浮いた状況の出土で、いずれも投棄または流入の可能性が強いものである。

(30) 第44号住居跡（第53図•第2-12図・図版35 • 36) 

調査区中央やや北東部の G-14グリッドに位置する。 SR41の方台部下の旧表土面を精査中に検出

したもので、当初は第 1層のローム粒を含む褐色土が平面で弧を描くような溝状に観察された。そ

こでベルトを残して掘下げた結果、小形なから住居と判明したものである。

平面形態は南壁が北壁に比べわずかに短いが隅丸方形と呼んでよいだろう。規模は確認面で南北軸

長が3.23m、軸偏差N-0°-E、東西軸長3.23m、軸偏差E-0°-Nである。

覆土は上層部分で旧表土の暗褐色土と周堤に起因の考えられるロームを混じた層が互層にレンズ

状に堆積し、下層はやはり同様のローム粒を含む黒褐色土が主体をなす。土層断面の観察から、住

居の埋没が完了し、旧表土がほぼ上面に形成された段階でSR41の築造が行われていることがわかっ

た。

床面の中央部の南北、ほぼ半分の面積が貼床となっており、一度最高で床面下15cm弱で荒掘りし、

ローム、暗褐色土、黒色土を混合して水平に床面を調整している。

床面にはピットが3基認められた。 P3の深さが20cmある以外はきわめて浅い。

炉は中央から北壁に偏して検出された。55X43cmの不整形でわずかに掘り込まれており、31X30cm、

床面が厚さ約4cmでレンズ状に焼土化していた。中央とその南に自然礫の枕石2個を検出、また、炉

の周囲は1.5mX 1.25mの範囲で炭化物や灰が厚く散布していた。

出土遺物には台付甕の台部破片等があったが量的にはきわめて少なく、遺留土器はない。

(31) 第45号住居跡（第54図•第2-21 図）

調査区中央部やや東よりの H-14グリッドに位置し、 SR41南周溝の精査中に検出したもので同周

溝墓に大半部分を削平され、覆土もほとんど残っておらず、 P4付近で風倒木の攪乱も被っており、

遺存は悪い。

南半部分の遺存覆土は黒褐色土を基調としていた。

西壁の大部分と北東コーナ一部分が遺存しないが、平面形態は隅丸方形と判断される。規模は南

北軸が長軸になると思われ4.9m前後、軸偏差は N-15°-Eほど、東西軸長は4.75m前後となろう。

床面には主柱穴と考えられるピットが4基認められた。

出土土器は投棄されたか流入の破片のみで、台付甕、器台が確認できた。図示に耐えるのは覆土

中出土の1のみである。
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（長径／短径／深さ）

P 1 (20/18/ 44) 
P2(41/34/13) 
P 3(31/24/10) 
P4(65/63/41) 
P5(19/18/43) 
P 6(50/5/ 41) 
P 7(52/ 42/35) 
P 8(48/39/32) 
P 9(19/19/64) 
P 10(55/ 46/10) 
P 11(38/35/4) 
P 12(45/43/41) 
P 13(18/11/54) 
P 14(28/22/7) 
P 15(32/31/9) 
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土層説明

A-A', B-B' 

1 黒褐色：均一．ローム粒子，炭化物少量含む．枯性な

し．（旧表土流入土）

1' 黒褐色：均一．ローム粒子，炭化物少量含む．粘性や

や有り．

黒 色： 1とほほ同質．（周堤の崩壊土と思われる）

黒褐色： 1とほぼ同質．ローム粒子やや多い．（周堤

の崩壊土と思われる）

不均ー．ローム粒子多量，炭化物少畢含む．

（周堤の崩壊土と思われる）

4' 黒褐色：ローム粒子の径 4よりやや大きい．（周堤の

崩壊土と思われる）

4" 黒褐色：ローム粒子 4よりやや少ない．（周堤の崩壊土

と思われる）
4"'黒褐色：ローム粒子 4よりやや多い．（周堤の崩壊土

と思われる）

1とはは同質．微細なローム粒子多量，炭化

物少量含む．
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黒掲 色： 1とほぼ同質．均ー．微細なローム粒子多量，

炭化物少景含む．

上＇

2

3

 

4
 

黒褐色

黒褐色

6
 
F-F' 

1 黒掲色：ローム粒子，枯土プロノク，炭化物粒子含む．

しまり弱い．
ローム粒子，枯土ブロ、ノク 1より多い． しま

りやや有り．

黄褐色：ローム粒子，粘土ブロ I ク多量含む．しま

り・枯性有り．

4 黄褐 色： 3に比べ褐色土やや多く含む．

5 黄褐色：粘土，ローム多量含み、しまり強い．

G-G', H-H'（炉）

1 赤 色：焼土化ローム．
2 暗褐色：ローム混合土．焼土化する．．

3 暗褐色：ローム混合土．あまり焼土化していない．

2
 

黒褐 色

第52図 第43号住居跡実測図
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

Pl(25/23/-) 
PZ((25)/16/-) 
P 3(45/38/20) 
P4(26/25/17) 
P 5(23/22/13) 
P6(45/26/17) 
P 7(16/15/9) 
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戸
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土層説明

A-A'~C-C', E-E', F-F' 

1 暗褐色：均ー．ローム微粒子，風化したカーボン粒子少量含む．しまり強い．

2 暗褐色： 1 ～ 3の漸移層か． 1よりローム微粒やや多い．しまりは 1よりやや弱い．

2' 暗褐色： 2より均質．しまりやや弱い．

* 1~ 2'はSR41の盛り土直下の旧表と対応するものと思われる．

3 灰黄褐色：不均ー．小ロームプロソク不均一，ローム粒子 2よりやや多く均一，

微量の風化カーポン粒子含む．しまりやや有り．

3' 灰黄褐色： 3より小ロームプロック多いが，ローム粒少なく色調は暗い．

3" 灰黄褐色： 3, 3'よりロームプロックやや小さく崩れるが， しまりは強くなる．

* 3~ 3’'はSR41B-B'ベルト旧表中のローム粒子含有層と対応するものと思われる．

4 黒褐色：不均ー．小ロームプロック 3同様に含むが，ピュアなロームプロック不均ーに含む．

上層よりしまり弱い．

5 黒褐色：ローム粒子 3より少ないが， 3, 4同様の小ロームと共にそれが潰れたと思われる崩壊

ロームが住居中央方向に斜めにはいってくる．

5' 黒褐色：ロームプロック 5より多い．（一見黄褐色土層の様に見えるが，基本は 5と同質）

6 黒褐色：ローム粒子やや偏存気味に含む．（ロームプロックは無い）しまり弱い．

6' 黒褐色：やや不均ー．ローム粒子 6より多く，壁崩壊士層と思われる．しまり弱い．

＊明度 6 > 6'> 5 > 4 
7 黄褐色：ロームプロック 3より更に多いが，すべて潰れている．しまりやや有り，粘性強い．

8 黒 色：径2mm程度の未風化ローム粒子まばらに含む．しまり弱く，粘性やや有り．

9掘方埋戻土：黄褐色シルトローム，暗黒褐色土，黒色土小プロソクの混合土．

10 黒 色：ロームプロック含む．

12 灰褐色：崩れたローム含む．

a 黒 色：旧表土．

b 旧表士ーローム漸移層．

第53図 第44号住居跡実測図
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）
P 1 (34/30/30) 
P 2(28/21/36) 
P3(54/46/42) 
P4(35/34/26) 

土層説明
A-A', B-B' 
1 明褐色：小ロームプロノク・粒子少量，赤褐色鉄粒子微量含む．

しまり欠き，粘性やや有り．
2 明掲色・中ロームプロノク，赤褐色鉄粒子，小礫やや多く含む．

しまり欠き，粘性やや有り．

A
 

第54図 第45号住居跡実測図
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(32) 第46号住居跡（第55図•第2-22図・図版36 • 159) 

調査区中央部やや東よりの I-14グリッドに位置する。 SR42の西溝に東壁の上面をわずかに切ら

れている。

平面形態は南壁が北壁に比べやや短いが隅丸方形の範疇に含めておく。壁が入子状に二段になる

が、覆土の状況から建替えとは考え難く、上部の崩壊が考えられる。規模は確認面で南北軸（長軸）

長が3.90m、軸偏差N-2°-E、東西軸（短軸）長3.55m、軸偏差E-4'-Sである。

覆土は上層が暗褐色土、下層が黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約35cmの深さ

である。一部中位（第3層上面）に堅緻な部分が認められた。床面は P3付近が踏み固められ硬緻な

面が見られたが、付近の地盤が軟弱なためか全体に柔かな部分が多く、やや凹凸が目立つ。

床面にはピットが6基認められたが、 P4の深さ20cmを最高にみな浅い。 Pl、P2、P4、P6を主

柱穴と推定しておく。

覆土中位には炭化物と焼土の顕著な分布が認められ、本住居が火災住居であることを物語る。

なお、炉については検出できていない。

出土遺物には台付甕や直口壺等の破片があるがほとんどが炭化物、焼土と同一レベルでの出土で、

投棄または流入したものだろう。明かな遺留土器はない。

(33)第47号住居跡（第56図•第2-22図・図版37 • 159 • 160) 

調査区中央部やや東よりの I-14グリッド、前述の SJ 46の東南に3.5mの間隔で位置している。

S R42の西周溝底を精査中に確認したもので、上方をその堆積土か覆っている。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（長軸）長か4.62m、軸偏差N-33°-W、東西軸

（短軸）長4.43m、軸偏差E-36.5°-Nである。

覆土は上層がローム粒を密に含む暗黄褐色、下層が黒褐色土を基調とし、確認面から床面までは

約30cmである。

床面にはピットが4基認められ、 Pl、P2、P3、P5が主柱穴と思われ、 Pl、P5が比較的西壁に

近い位置にあるのに比べて、 P2、P3は東壁からやや距離をおいている。

P4はやや小振りだが貯蔵穴と思われ、南壁下部面を切って深さ 17cmに掘り込んでいる。

西壁の中央部に長さ1.3mにわたり壁溝が検出され、幅は最大20cm、深さは極めて浅い。

炉は中央から北壁に偏して検出された。55X27cmの不整長円形で約8cmの深さに掘りこまれており、

灰色ないし暗灰色の粘質土で埋めて調整しており中央部の上面が40X20cm、厚さ約3cmで焼土化して

しヽ た。

出土土器には台付甕や大形の壺等がある。 1、3は北東コーナー付近の床面からやや浮いた状況の

出土、 5はP2上のやや浮いた位置で細片となって出土である。以上は埋没過程での比較的早い時点

での投棄または流入の可能性が強い。また、 6はPl上の、 9は炉近辺の比較的覆土の高い位置からの

出土で、埋没過程での流入であろう。

北壁に近い位置からの炭化材の出土は、住居外から廃棄された状況も考え難く、火災を被ったも

のと考えたほうがよいだろう。
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (48/36/12) 
P 2(21/20/9) 
P3(44/38/8) 
P4(37/36/22) 
P5(31/26/8) 
P 6(40/37 /14) 

土層説明

A-A', B-B' 

1 暗褐色：ほぼ均一．ローム粒子，未風化カーボン少量含む．しまり強〈，粘性

やや有り．

| l'暗褐色：焼土粒子多量に含むため， 1よりしまり強い．

" 1"暗褐色：焼土粒子 l'より少なく含む．

1 "暗褐色：ローム粒子が特に集中している部分．

2 暗褐色：ほぼ均一．ローム粒子 1より少ない．未風化カーボン（径5mm~1cm)

を不均ーに含む．しまり・枯性やや有り．

2'暗褐色：特にカーボンか多い部分．

3 黒褐色：ほぼ均ー．ややシルト質．ローム粒子微量含む．しまり弱く，粘性有り．

4 黒褐色：不均ー．ローム粒子多く含む．しまり弱く，粘性強い．

5 暗掲色：ほぼ均一．三角堆積土と思われる．ローム粒子微量（ 1, 2, 3よリ

も少）含む． しまり・枯性やや有り．

5'暗褐色：径2~5mmのローム粒子不均ーに含む．

6 黄褐色：枯質土．均ー．

6'黄褐色：粘質土．不均一．

7 灰黄褐色：枯質土．均ー． しまり弱いが，粘性強い．

8 暗黄褐色：ほぼ均ー．しまり強く，粘性やや有り．

第55図 第46号住居跡実測図
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ピ゚ットデータ

（長径／短径／深さ）
P 1 (62/30/13) 
P 2(36/31/9) 
P3(45/34/12) 
P4(50/38/17) 

土層説朋
A-A', B-B' 
1 灰 色：粘土．ほぽ均―. 1mm程の白色粒子含む．しまり非常に強い．
2 暗灰褐色：シルト質．ごく微量のローム粒子含む．
2' 暗灰褐色：シルト質．ローム粒子やや多く， しまりはより強い．
3 黄褐色：粘質土．周溝地山と思われる．しまりやや有り，粘性なし．
4 黒褐色：不均ー．微量のローム粒子含む．しまり弱く，粘性やや有り．
5 暗褐色：均ー．ローム粒子 1よりやや多く含む．しまり弱く，粘性やや有り．
6 暗黄褐色：不均ー．ローム粒子密に含む． 2-3cm大の崩壊ロームプロックも点在

する．しまり弱く，粘性有り．
6' 暗黄褐色：不均ー．ローム粒子 3よりやや少ない．
7 黒褐色：ほぼ均ー．ローム粒子微量含む．水分を多く含み，、［まりやや有る．

粘性弱い．
1m 7' 黒褐色：ほぼ均ー． 4よりローム粒子やや多い．

7" 黒褐色：ほぽ均—. 4'よりローム粒子やや多い．
7"'黒褐色：ほぼ均ー． 4'よりしまりやや強い．
8 暗黄褐色：色調は 2と9の中間を呈する．しまり・粘性共やや有り．
9 黄褐色：粘質土．均ー．しまり・粘性共強い．
9' 黄褐色：粘質土．ロームプロック微量含む．
＊明るさ 6 > 6'> 8 
＊明るさ 7 > 7'> 7" 
* 1, 2はSR42覆土
C-c:, D-D', E-E'(PIT, 貯蔵穴）
1 青灰色：粘質土．ほぼ均ー．しまり弱く，粘性強い．水性に近い．
F-F'（炉）
1 赤褐色：カーボンを不均ーに含む焼土．バサパサでしまりない．
2 灰 色：粘質土．しまり・粘性共強い．
3 暗灰色：粘質土．しまり・粘性共強い．

゜
2m 

第56図 第47号住居跡実測図
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A-A' 
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しまり強いか，粘性なし．
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黒褐色：ほぼ均ー．ローム粒子微量含む．しまり弱く，粘性やや有り．
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(34) 第48号住居跡（第57図）

調査区中央部やや東南よりの I-14グリッドに位置する。中央から南壁にかけての大部分を SR35 

の東溝に、北壁も SR42の西溝に切られており、遺存は極めて悪く、検出できたわずかな壁のライ

ンを本来の遺存状況と考えるのは困難である。

平面形態は一応隅丸方形と推定しておく。規模は東西軸長が3.5m程度になろうか。軸偏差は E-

45°-Sほどであろう。

覆上は暗灰色を基調としており、上部は SR35、あるいは SR42の覆土の暗灰褐色土か覆ってい

る。床面はもともとの地盤か軟弱なためか硬い部分は見あたらない。

床面にはピットが2基認められたかPl、P2は壁溝に付随するものであろう。 P3も柱穴かどうか

判断かつかない。

東壁から北東コーナーに相当する部分から約2.7mにわたり壁溝か検出された。

出土遺物には土師器の小破片かあるが形態の明瞭になったものはない。

(35) 第49号住居跡（第58図•第2-23図・図版38 • 160) 

調査区中央部やや北東寄りの E-15グリソドに位置する。

ローム層上面で確認した段階で南壁の大部分はすでに失われていたが、遺存する壁溝を目安にす

れば、平面形態は隅丸方形であり、規模は南北軸（長軸）長か6.8m、軸偏差N-14°-W、東西軸（短

軸）長6.22m、軸偏差E-15°-Nである。当該期の規模の判明した住居跡中では第2位の面積を有す

る。

覆土は暗褐色土を基調にするがほとんど遺存していない。確認面から床面まではきわめて浅く、

最高でも 7cmはどの厚さしかなかった。

また、北西コーナーから北東コーナーをめぐり、東南コーナーの貯蔵穴に至る部分が貼床となっ

ており、床面下約10cmまで荒掘りしてから黒色土とロームの混合土で埋め戻して水平に調整してい

た。

床面にはピソトか8基認められた。 Pl-3はどれかメインとなるか判然としないが、 P4、P5、P

8は主柱穴を構成するものと考えられる。 P6は貯蔵穴で、南壁の東南コーナー寄りに掘り込まれて

おり、大小4基のピットか複合する。東西幅は84cm、深さは21cmである。

壁溝は西壁と東南コーナ一部分で検出された。幅は最大24cmで深さは約5cmである。

炉は中央から北壁方向に偏して検出した。56X43cmの不整円形で約8cmの深さに掘りこまれており、

底面のロームが24X24cm、厚さ約5cmでレンズ状に焼土化しており、南の縁に自然礫の枕石か検出さ

れている。

炉の北側に長さ 154cm、深さ7cmほどの溝が検出された。北壁に平行しており、覆土の断面を見て

も本住居に伴うことは確実である。

出土土器は、覆士がほとんど遺存しなかったこともあり恵まれていない。図示した唯一の土器は

台付甕で、貯蔵穴の覆土上層から破片となって出土したものである。貯蔵穴の埋没過程で投棄され

た可能性か強い。
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P1(29/25/13) 
P 2(26/22/11) 
P 3(39/32/15) 
P 4(50/ 45/10) 
P5(52/43/17) 
P 6(59/ 45/24) 
P7(42/40/17) 
P8(65/50/45) 

土層説明
A-A', B-B' 

1 暗褐色：不均ー．ローム粒少量不均ーに含む．しまり強いか，粘性なし．

2 黄褐色：不均ー．ブロノク状に 1の暗褐色土含む． しまりやや強く，枯性強い．

3 黒色土とロームの混合土： （貼床土．）

D-D'~F-F' 

l 黒褪色：炭化物粒子，ローム粒子少塁含む．ロームブロ）ク混．（柱痕か）

2 黒褐色：ローム微料僅かに含む．比較的均質．

3 2とロームの混合土．

4 灰黒色：ローム，黒色土の混合土．（柱痕か）

5 灰褐色：ローム細粒と少量の黒色土含む．

6 灰褐色：少量のロームと黒色土含む．

7 灰褐色：ローム細粒と黒色土含む．硬くしまる．

8 灰褐色：ローム微粒少量含む．しまりなし．

9 B音灰褐色：ローム微粒少畢含む．（ 8と同質）しまリ欠く．

9' 暗灰褐色：ローム微粒 9よリやや多い．

9" 暗灰褐色：ローム微粒多景含む．

G-G'（貯蔵穴）

1 灰褐色：ローム微粒多贔，炭化物微量含む．

2 灰褐色：ローム微粒 1より少なく，暗い， 1との境に炭化物混入，
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(36) 第50号住居跡（第59図•第2-23図）

調査区中央部やや北東寄りの F-15グリッドに位置しており、 SR41の北東コーナ一部分で確認さ

れた。

S R41に大部分を床面下まで切られており SR41の方台部分に南壁から西壁の中央にかけた部分

か、さらに SR41北東コーナー外方に本住居跡の北東コーナーがわずかに検出できた。

S J 49の南1.2mに所在、 SJ 52とはその西約2.4mに位置しており、近接した状況を示している。

平面形態は遺存部分から隅丸方形と推察され、南北にやや長い形態か予想できる。規模は確認面

で南北軸（長軸）長が3.5m、軸偏差は N-15°-W程度、東西軸（短軸）長は3m、軸偏差E-15°―

N前後と推定される。いまひとつ全容がつかめないが、規模の点から一応住居跡として報告する。

覆土は上・中層にローム粒子を含む均質な暗褐色土（第1• 1層）か、下層にはわずかにローム粒

を含む均質な黒褐色土（第3層）の堆積か見られ、自然な堆積状況を示していた。

確認面から床面までは約25cm弱の深さかある。

出土遺物は住居そのものの遺存が悪いことに起因して、やはり僅少である。1の小形壺は南西部コー

ナー付近の床面と覆土中出土の破片が接合したか遺存率は30％ほどで、住居外から流入したものと

思われる。

また、 SR41の方台部下の部分の床面から上屋の構築材と考えられる炭化材が数点出土しており、

火災を被っているものと考えられる。

(37) 第51号住居跡（第60図． 2-23図・図版39• 40 • 161) 

調査区中央部北東寄りの F-15グリッドに位置、 SJ 52、53と切り合っている。

土層の断面観察によると SJ 52の北壁の壁溝から連続した状況で SJ 52の立上がりと考えられる

土層か確認されている（上層に攪乱土層か覆い確認できた部分はわずかだが、第5-9層の間）。

このため SJ 51が SJ 52より古いと判断される。

また、 SJ 52の南部では、南壁溝から約95cmの範囲で SJ 53の床面と考えられる硬化した層が確

認されている。こうしたことから、 3軒の住居跡の時間的序列は、 SJ 51→ S J 52→ S J 53の順に築

造されたものと考えられる。

平面形態は隅丸方形である。規模は南北軸長は不明だが、南北の軸偏差は N-6°-Wほどと考えら

れ、東西軸長は3.35m、軸偏差E-4°-Nである。

覆土は上層に明褐色土（第1層）、中層に暗褐色土（第2層）、下層には明褐色土（第4・5層）が堆

積し、自然な埋没状況を示す。

確認面から床面までは約25cm弱の深さであり、床面のレベルは SJ 52よりわずかに浅いか、また

はほぼ同ーで、視覚的にはほとんど高低差はない。

炉は北東のコーナー寄りで検出した。平面形態は40X33cmの不整円形で、最高約10cmの深さに掘

りこまれ、黒褐色土、暗褐色土等でいったん埋め戻している。炉の上面は一部か焼土化しているの

か観察できた。

出土遺物には壺、高杯等かある。 1、2、6は炉の北側の覆土中の出土である。 3は北西コーナー近
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窃 90 p 

麟冒＼ヽ＼、ヽ＼＼筐ニ一
転 J

疇旦疇畠＼｀瓢厨置
で一
F F＇ 土層説明

SJ51炉 A-A', G-G', L-L' 

冒［冒攣躊言言冒疇疇冒瓢員 i : : : :：：三：少：：：：：三i：・き:;;:::i:：りしまり欠き，枯性やや有り

4 明褐色：ロームプロック少量含む．しまり欠き．粘性やや有り．
k k' 5 明褐色：ローム粒子・プロック少量含む．しまり・粘性やや有り．
•西 SJ52炉 ― *1-5はSJ5 1覆土

＇ 呈至巨巨巨；圭吾圭至官：言全：：主；言写百圭!;;巴百合：；芸：二：h有り° --」m 釘暗褐色：ロームプロック少量．赤褐色粒子やや多く含み． 3より明るい．しまり良く．粘性やや有り．
9 暗褐色：ローム粒子・プロックやや多く．赤褐色粒子少量含む．しまり良く．枯性高い．
10 暗褐色：ローム粒子・プロック少量含み． 4より暗い．しまり良く．枯性高い．

11 明褐色：ローム粒子・プロック少量含む．しまり良く．粘性やや有り．

12 暗褐色：きめ祖いローム粒子・プロック微量含む．しまりやや欠き．粘性やや有り．

13 暗褐色：きめ細かいローム粒子・プロック微量含む．ややしまり欠き．粘性やや有り．
14 暗褐色：ほぽ均一．ローム粒子不均ーに少量含む．しまりやや有り．粘性なし．

15 明褐色：やや不均ー．ローム小プロック多く含む．しまり・帖性共やや有り．

16 灰暗褐色：不均ー．ローム粒子不均ーにやや多く含む．しまり強く．粘性なし．

• 黒掲色土とローム混合土．（貼床土）

F-F'(SJ51炉）

1 黒褐色：やや不均一．粒子状の黄褐色帖土少量含む．しまり弱く．粘性やや有り．

2 暗灰褐色：均一．黄褐色粒子微量含む．上部が一部焼土化する．しまり・粘性共に強い．
3 暗黄褐色：不均ー． l, 2, 4の土も混ざる．しまりやや有り．粘性強い．

4 黄褐色：均ー．地山のロームを主体とし．非常にしまり良く．粘性強い．
J-J'(SJ52貯蔵穴）

1 黒褐色：やや不均一．ローム粒子・プロック不均ーに含む．

2 暗黄褐色：不均ー．粘質土． 1と逆に黒褐色土をプロック状に含む．しまり・粘性弱い．
K-K'(SJ52炉）

1 暗褐色：不均ー．多量の灰と炭化物粒含む．しまり・帖性弱い．

2 暗灰褐色：ほぽ均一．黄褐色粒子少量含む．しまり・粘性強い

3 貧褐色：均ー．地山土．非常にしまり良く．枯性頭し．

M-M', N-N', O-O'(SJ53PIT,) P-P'(SJ53貯蔵穴）

1 黒椙色：ほぽ均ー．ローム粒子極微量含む．しまり弱く．帖性有り．

1' 黒褐色：ほぼ均ー．ローム粒子不均ーに少量含む．しまり弱く．枯性やや有り．

1・黒褐色：ほぽ均ー．ローム粒子 1よりもやや多く含む．

2 暗褐色：不均ー．暗黄褐色帖質土プロック含む．しまり・粘性共やや有り．

2 暗褐色：不均ー．暗黄褐色粘質土プロック．ローム粒子を少量含む．

3 黄褐色：帖質の地山土．粘性急激に弱くなる．

第60図 第51・52・53号住居跡実測図(2)

SJ53 1 ，．． 2

・・
-E' 

゜
2m 

ピットデータ
（長径／短径／深さ）
S J52 

P 1 (44/36/14) 
P 2((80) /54/14) 
P 3(42/35/21) 
S J53 
P 1 (40/32/13) 
P2(44/36/16) 
P 3(52/ 41/11) 
P 4(85/68/22) 
P 5(37 /30/-) 
P6(33/31/8) 
P 7(42/33/12) 
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〈の覆土中の破片か完形に近い形に接合したか、投棄された可能性か強い。 5は東南コーナー付近の

床面からやや浮いた状況での出土で、これも投棄された可能性か強い。

(38) 第52号住居跡（第60図・図版39。40)

調査区中央部北東寄りの F-15グリッドに位置する。 SJ 51、SJ 53と切り合っており、土層の断

面観察による 3軒の住居跡の時間的序列は、 SJ 51→ S J 52→ S J 53の順であることはすでに述べた

とおりである。

平面形態はやや南北に長い隅丸方形である。規模は確認面で南北軸（長軸）長が4.19m、軸偏差

N-7°-W、東西軸（短軸）長3.66m、軸偏差E-6°-Nである。

覆土は上層かローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色上（第6・7層）、中・下層は黒褐色土（第

8-8"層、一部上層から確認できる）が基調となっており、壁に近い部分には暗褐色土（第9。13層）

か堆積する。確認面から床面までは約25cm弱の深さで、 SJ 51よりごくわずかに深い程度で、ほと

んどレベル差はない。

床面には貯蔵穴以外のピットは認められない。 P1-3は3個か連接して貯蔵穴を形成している。 P

1は44X34cm、深さ 14cm、P2は長径は不明だかおよそ80cmほどと推定され、短径54cm、深さ 14cm、

P3は42X35cm、深さ 21cmで全体としての大きさは84X5lcmである。

壁溝は東壁では南の部分、南壁では貯蔵穴の東のわずかな部分を除き検出されており、西壁では

中央から北寄りの部分、北壁では東寄りとコーナーのわずかな部分で切れている。幅は最高で20cm

弱で、深さは約5-lOcmである。

炉は中央から北東に偏して検出した。 74X60cmの不整長円形で底面はやや凹凸を有し、最高で約

10cmの深さの掘り込みである。土層の上面か部分的に焼土化しているのが観察でき、自然礫の枕石

を2点検出した。

また、炉の北側の床面には1Xl.2mの不整形の範囲に炭化物の薄い散布か認められたはか、北壁

ぎわには焼土の散布もあった。おそらく炉の稼動の結果によるものだろう。

出土遺物は覆土の遺存が比較的よい割合に恵まれず、土器は図示に耐えるものかない。

土器のはかには石製の垂飾（第2-32図）か覆土中から出土している。茄子か平た＜潰れたような

形態をしており、長さ 2.71cm、最大幅1.70cm、厚さは最大で3mmである。長軸方向の一端から6mmの

ところに径2.5mmの両面穿孔の小孔を有する。紅簾片岩製で重さは1.98 gある。

(39) 第53号住居跡（第60図•第2-23図・図版39)

調査区中央部北東寄りの F-15グリッドに位置し、前述の SJ 51、52と切り合い、時間的序列はす

でに述べた。少なくとも SJ 52の覆土中位の埋没以降に構築された可能性が強く、床面がその南部

を覆って存在する。また、南西コーナーは SR41の東溝にわずかに切られている。

平面形態はやや南北に長い隅丸方形としてよいだろう。規模は確認面で南北軸（長軸）長か5m前

後と推定され、軸偏差N-3°-W、東西軸（短軸）長4.43m、軸偏差E-5°-Nである。

覆土は暗褐色土（第6層）を基調とし、確認面から床面までは約10cm弱の深さである。
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ほぼ全面か貼床で、最高で床面下20cmほどまで粗掘りしてから、黄褐色土と黒褐色土・ローム混

合土 (a • b層）で埋め戻している。

床面の7基のピットのうち Pl、P2、P3、P6が主柱穴の可能性が考えられ、 P4は貯蔵穴と思わ

れ85X68crn、深さ22cmの規模である。なお、炉は検出されていない。

出土土器の点数は少なく、 1、2は覆土上層からの出土であり、埋没過程での流入品と考えられる。

3 （第2-32図）は覆土出土の性格不明の土製品で、外面にハケメ、内面にコグチナデかあり、甕の

体部破片であろう。ある程度糸巻状に打欠いて整形し、その各木口面（側面）に2-7個所（合計18

個所）の「V」字形の切れ込みを入れる。おそらく刀子状のエ具で加工したものであろう。深さは、

浅いものは側面から0.5mm、一番深いものは4.5mm程度ある。

また、床面南部に61X 32cmの範囲で焼土の散布が認められ、その南西に110X 60cmの範囲で炭化物

の散布も見られた。

(40) 第54号住居跡（第61図）

調査区中央部東部寄りの G-15グリッドに位置、 SR41の南溝に大部分を切られ南東コーナーのわ

ずかな検出だが、壁面に接して貯蔵穴と考えられるピットが存在し、住居跡として報告する。

平面形態は隅丸方形と推定しておく。規模は不明である。

覆土は黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約10cmと浅い。

2基のピットの Plは柱穴の可能性があり、 P2は貯蔵穴と考えられ45X37cm、深さ24cmである。

出土土器には外面にハケメのある甕の破片が1点、貯蔵穴底から出土している。

(41) 第55号住居跡（第62図・図版40)

調査区中央部東寄りの H-15グリッドに位置、大半を SR42の北溝に切られ遺存は悪い。

南部でわずかに貼床調整が認められたが、北半部分は貼床部分も SR42による削平が及んでいる

ものと考えられ、検出面は住居の最初の掘削面であろう。

平面形態は隅丸方形と考えられ、規模は南北軸長は4.lm前後と推定され、軸偏差N-7°-W、東

西軸が長軸となり 4.25m前後、軸偏差は E-7°-Nである。

当初ごくわずかに SR42の周溝底の堆積土とほぼ同一の暗褐色土の覆土が認められた。

床面にはピットが7基認められたが柱穴と考えられるピットは判然としない。

出土遺物には覆土中からの、外面にハケメを有する台付甕や壺の小破片が数片あるが、図示に耐

えるものがない。その他、南コーナー付近の床面で炭化物と焼土の出土があった。
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土層説明
A-A' 
1 明褐色：小ロームプロソク多量，小黒色士プロック少量含む．しまり良く．

粘性強い．
明褐色：明褐色土をベース． 小黒色土・中ロームプロック大量に含む．

しまり良く．枯性強い．
明褐色：明褐色土をペース． 小黒色土・小ロームプロック大量に含む．

しまり良く．粘性強い．
3' 明褐色：黒色士の含有比 3より多い．しまりやや欠くが．粘性強い．
4 黒褐色：ロームプロックの含有比少なく． 3より暗い．

しまりやや欠くが，粘性強い．
5 明褐色：ローム粒子微量含む．しまり良く，粘性やや有り．
5＇明褐色：ローム粒子微量含む． 5より明るい．しまり非常に良く．粘性やや有り．
6 暗褐色：ローム粒子微量含む．しまり良く．粘性やや有り．
7 黒 色：小ロームプロック微最含む．しまりやや欠き，粘性強い．
8 黒 色：小ロームプロック．ローム粒子多く含む．しまり良く．粘性やや有り．

* 1. 2. 5. 5', 6 造出築造時の埋戻土． 3, 4 造出築造前のsJ 5-5の埋没土．
7, 8 貼床土

B-B' 
1 黒褐色：微小ロームプロック微量含む．しまりやや欠くが．粘性やや有り．
2 黒褐色：小ロームプロックやや多く含む．しまり非常に良く．粘性やや有り．

第62図 第55号住居跡実測図
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P 1(40/27 /9) 
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(42) 第56号住居跡（第63図•第2-24図・図版41 • 161) 

調査区中央部やや東寄りの I-15グリッドに位置する。

S R42の方台部の南コーナー付近の旧表土下で検出したもので、当該期の遺構群ののる自然堤防

状の南縁部にあたる。地山の傾斜は南に向い標高を減じており、この面で確認したため南壁の位置

を確定できていない。

平面形態は南北にやや長い隅丸（長）方形で、規模は確認面で南北軸（長軸）長か3.8m前後と推

定でき、軸偏差は N-20.5°-W、東西軸（短軸）長3.44m、軸偏差E-16°-Nである。

覆土は暗褐色土を基調としており、確認面から床面までは北部の遺存のよい部分で約20cm弱であ

る。

床面にはピットが5基認められ、 Pl、P2、P5が主柱穴となろうか。 P4は貯蔵穴で50X45cmで、

深さは20cmほどである。

東壁と西壁、北部から北壁東部にかけ壁溝が検出された。幅は20cm弱、広いところでは30cm弱で、

深さは10cm強ほどである。

炉は中央から北壁に偏した位置に検出した。 58X40cmの不整形で約15cm弱の深さに掘りこみ暗黄

褐色、黄褐色土で埋めており、その中央部がレンズ状に盛上がるように焼土化しているのが確認で

きた。また、自然礫の枕石が1個、炉内の東の部分で検出された。

出土土器には台付甕や器台があった。 1は貯蔵穴覆土中出土の破片、その他は主に覆土中位の出土

である。いずれも投棄または流入の可能性が強い。

中央から北の床面上の広い範囲に炭化物（図の破線の範囲）、そして炉の北側から炭化材の出土が

あり、 Plと炉の周囲には焼土の散布が認められており、本住居が火災を被っている可能性を指摘し

ておく。

(43) 第57号住居跡（第64図•第2-24図・図版41)

調査区中央部からやや東のE-16グリッドに位置する。

西壁とそれに近い一部分を検出したのみだが壁部分だけで3.4mほどあり、住居跡として報告する。

北の部分を SR48に南を SJ 58にそして東を遊水池工事の水路に切られ、遺存は最悪である。

平面形態は隅丸方形を想定しておこう。規模は南北軸長が3.4m以上である。軸偏差は N-19°-E

程度となろう。東西軸長は水路の東に壁が確認されないので4mをはなはだしく超えることはない。

覆土は灰褐色土を基調とし、床面は軟弱な部分が多かった。

出土遺物には台付甕の破片が床面からわずかに浮いた位置で出土しているが、埋没の早い過程で

投棄されたものと思われる。

遺存部分で炉、貯蔵穴、柱穴は確認されていない。
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_E'A -A', B -B' 

1 暗褐色：均一．ローム粒子少量含む．しまり強く，粘性やや有り．

2 暗褐色：やや不均ー．ローム粒子 1よりやや多く含み，明るい．少量のカーポ

ン含む．しまりやや強く，粘性やや有り．

暗褐色：ローム 2より少なく， 1に近い色調．は 2に準ずる．

黒褐色：ほぼ均ー．ローム粒子微量含む．しまり弱く，粘性やや有り．三角堆

積土層．

3' 黒褐色：やや不均ー．ローム粒子 3より多く含む．壁崩壊土．

4 灰褐色：炭化物と床面の間層．（厚さ21cm程）灰，炭化物含み， しまり強いか，

バサバサした感じ．

5 灰暗褐色：不均一．ローム粒子微量含む． しまり弱く，粘性やや有り．

5' 灰暗褐色：上層の焼土粒子を 5に含む。しまり弱く，粘性やや有り．

5" 灰暗褐色：上層の焼土粒子を 5'より少なく含む． しまり弱く，粘性やや有り．

E-E'（貯蔵穴）

1 暗褐色：不均一．ローム粒子少量含む．しまり・粘性共やや有り．

2 黒褐色：ほぼ均ー．ローム粒子微量含む．しまり・粘性共やや有り。

3 暗褐色：不均ー． 1より多くローム粒子含み，明るい．しまり弱いが，粘性強

し‘

＇ 2

3

 

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1(20/18/45) 
P 2(27 /24/11) 
P 3(40/34/11) 
P4(50/45/20) 

F-F＇（炉）

1 赤褐色：非常に硬化した焼士ブロソク．

2 赤褐色：生焼けの状態で 1ほど硬化していない． 5が少量混在する．

3 暗赤褐色： 2よりも 5の混合比高い．

4 暗黄褐色： 5中に炭化物が混在する．

5 黄褐色：均ー．粘質土．粘性に富むか，しまり弱い．

第63図 第56号住居跡実測図
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土 層 説 明

A-A'. B -B' 

1 灰 褐 色 二 霜 ． ． 糸 亨 言 ： ． 粒 子 微 菌 含 む ． I・ゃ ” 加

1よりやや暗い．しま

＜． 
灰褐色：黒色土プロック状に含み．ローム： プロック (3~5mrn）やや多く，赤 ／ こ

門竺げ言←以．り暗い＼ 言`＼／］。：

色 ： ロ ー ム 粒 子 微 量 ． 部 分 的 に 炭 化 物

4 黒 灰 色 び ・ ム し ． ： り ／クロニでり2・に似⇔＼ 言言al,:
る．木根による攪乱著しい．

明 褐 色 ： ロ ー ム プ ロ ッ ク ，赤褐色鉄粒子や

？ ： 冒 ． ：芦拉9．乱著し l |>霞冒言 1► }j I。/i,, I.'.. 

6 明褐色：ロームプロソク．赤褐色鉄プロックやや多く含む．し B B' 
まり・桔性欠く．

］：o ：ミ：言皇戸望ら``戸：二王言””̀””””□量11 黒灰色：ローム粒子・プロック微櫨含む．しまり・枯性欠く．

且｀｀〖：9:：只：〖しに色誓麟認ぷく含む 言三言言言言言言［

14 暗褐灰色：赤掲色鉄粒子微髪含む．しまり・粘性欠く．
15 褐灰色：ローム粒子・プロック微量含む．しまり欠き．枯性や

や有り．
16 暗 灰 色 ： ロ ー ム 粒 子 ． 炭 化 プ ロ ッ ク 微 岨 含 む ． し ま り 良 く ． 粘

性やや有り．
17 明 褐色：ローム粒子少屋含む．しまり・粘性欠く．
D - D‘-H - H' 
1 灰褐色：ローム粒子少塁含む．しまりやや欠き、粘性やや有り．
2 黒謁色：ロームプロック少畏含む．しまりやや欠き．砧性やや

有り．
3 掲 色：ロームプロ／ク・粒子少塁含む．しまりやや欠ぎ．束占

性やや有り．
4 黒灰色：炭化物多塁含む．
J - J'(SJ 58炉）
1 黒褐色：炭化物．焼土粒子少量含む．しまりやや欠き．粘性や

や有り．
2 謁 色：炭化物．ロームプロック微最含む．しまり良く．辛占性

やや有り．
3 褐 色：炭化物プロソク少塁焼土プロック多堡．ロームプロ

ソク微展含む．
しまり良いが．枯性ない．
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第64図

I-I'(SJ 58貯蔵穴）
1 椙 色：ローム粒子微歴含む．しまりやや欠き，粘性や

や有り
2 掲 色：ローぷ粒子・プロソクやや多く含む，しまりや

や欠き，枯性やや有り．
3 明褐色：ローム粒子微量含む．しまりやや欠き，粘性や

や有り，
4 褐 色 ：ロ ーム 粒子 ・プ ロソ クや や多 く含 む， しま りや

や欠くが，結性強い，
5 黒褐色：ロームプロノク多く含む．しまりやや良く，粘

性やや有り．

第57• 58号住居跡実測図
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(44) 第58号住居跡（第64図•第2-24図・図版41 • 42) 

調査区中央部からやや東の F-16グリッドに位置し、北壁か SJ 57を切り、東半部は遊水池工事の

水路に切られ遺存は悪い。平面形態は隅丸方形と判断してよいだろう。規模は確認面で南北軸長が

5.24m、軸偏差N-10'-Wで、東西軸長は水路東に東壁か確認できないので最大6.4mの想定か可能

だが住居としての平面のバランスは悪い。軸偏差は E-9'-Nである。

覆土は上層か灰褐色土、下層が灰褐色土、明褐色土を主体としており、確認面から床面までは約

20-25cm、SJ 57よりはやや深い掘り込みである。

床面にピットか8基認められた。 P2、P6が主柱穴と考えられ、 P4、P5は連接して貯蔵穴を形成

する。東端を水路に切られるが90X65cm、深さは最深部で21cmほどである。

壁溝は壁に接し全周する。幅は12-25cm弱で、深さは約10cmである。

炉は中央からやや北に偏する位置となろうか。 71X6lcmの不整円形の平面形態で、約7cmの深さに

掘り込まれており、 47X40cmの範囲でその上面（確認面）か焼土化していた。また、大小の自然礫

の枕石5個か検出され、被熱して赤変している状況か確認できた。

出土遺物には台付甕、壺、器台等の破片がある。 1、2、4は床面からやや浮いた状況、 3は直上と

やや浮いた状況のものか接合したが投棄または流入である。

床面からわすかに浮いて炭化物、炭化材の出土か目立つ状況から、火災を被っていると思われる。

(45) 第59号住居跡（第65図）

調査区中央部からやや東の F-17グリノドに位置する。大半を遊水池工事の水路に切られ、木根等

の攪乱もあって遺存は悪い。

平面形態は隅丸方形を想定しておこう。規模は確認面で南北軸長か4.15m （軸偏差N--26°-W)

あるので一応住居跡として報告しておく。東西軸長は不明だか、軸偏差は E-28°-Nとなる。

覆土は上層か黒褐色土、下層が暗褐色土を主体としていた。

遺存部分で炉、貯蔵穴、柱穴は確認されていない。

出土遺物には甕と思われる細片が覆土中から2点出土したのみで図示に耐えるものかない。

(46) 第60号住居跡（第66図。図版42)

調査区中央部からやや東の F-16グリットに位置する。

確認面からの掘り込みが極めて浅いため遺存か極めて悪く、東壁の大部分と北壁一部、それに南

西コーナー部分の壁面か検出できなかった。出土土器はないか西壁に125cmにわたり壁溝かあり、比

較的床面も堅緻で覆土の色調も当該期のほかの住居と同様なので住居として報告する。

覆上は小径のロームブロックを微量含む暗褐色土かごく薄く遺存しているだけであった。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（長軸）長か4.39m、軸偏差N-9'-E、東西軸（短

軸）長4.24mと推定され、軸偏差は E-11'-Sである。

床面にはピソトか6碁認められたか全て住居に伴うか判然としない。
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A-A' 
1 黒褐色：ローム粒子微量含む．しまり・枯性欠く．木根の攪乱著しい．

2 黒褐色：ローム粒子微量含む．しまり・枯性やや有り．

3 暗褐色：ロームプロソク，赤褐色鉄粋子微贔含む．しまり・粘性やや

欠く．
暗褐色：攪乱（木根）．大粒のロームプロノク，赤褐色鉄粒子乱雑に

含む． しまりやや欠〈か，粘性強い．

暗褐色：小ロームプロソク微量含む．しまり良く，枯性やや有り．

暗褐色：ローム粒子やや多く含む．しまり欠〈か，枯性やや有り．

暗褐色： 3, 6より明るい．中ロームプロ、／クやや多く、赤褐色鉄粒

子微量含む．しまりやや良く，粘性有り．
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土層説明

A-A', B -B' 
1 暗褐色：小ロームプロソク微最含む．しまり良く，枯性やや有り．

第66図 第60号住居跡実測図
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(47) 第61号住居跡（第67図・第2-24図・図版42• 43 • 161) 

調査区中央部からやや東の G-16グリッドに位置し、 SJ 65、SK38と切り合う。 SJ 65との先後

関係は切り合いが少なく判然としないが、 SK38とは断面観察でSJ 61のほうが新しい状況を示し

ていた。平面形態は南北にやや長い隅丸方形で、規模は南北軸（長軸）長が6.37m、軸偏差N-31°―

W、東西軸（短軸）長5.76m、軸偏差E-32°-Nである。

覆土は壁周辺が自然な埋没状況を示すが、中央付近は土層に不整合な部分があり、周堤の崩壊に

より急速に埋没が進んだ可能性を示す。確認面から床面最深部までは約25cm強である。

床面にはピットが11基認められた。 Pl、P3、P5、PlOが主柱穴と考えられ、 P2、P4、pg、

Pllもお互いに対称位置に存在しており上屋構造に関連があるものと思われる。 P6、P8は貯蔵穴

となろうか。

壁溝は北東コーナーから東壁中央、南東コーナーから西壁の中央にかけて検出した。幅は細い部

分で5cmほど、平均的な部分では10cm強、深さは6-lOcmほどである。

炉は中央からやや北に偏した位置に検出した。 78X6lcmの不整円形でわずかにくぼんでおり、 5cm

ほどの厚さで暗褐色土と炭化物を混ずる焼土がレンズ状に堆積していた。

出土土器には台付甕や高杯等の破片がある。いずれも床面に近いレベルでの出土で、埋没過程の

早い段階での投棄であろう。 1は半分ほど遺存だが全体の状況がうかがえるまでに復原できた。

また北西コーナー付近の床面での炭化材や焼土の出土は本住居の火災に遭遇した可能性を物語る。

人工的な遺物ではないが、床面に比較的近いレベルで大量の自然礫が出土している。なかでも、

北東コーナーに近い部分での出土が目立っている。屋根材として用いられていたものが住居の腐朽

とともに落下した可能性も考えられる。

(48) 第62号住居跡（第68図•第2-25 • 26図・図版43• 161 • 162 • 163) 

調査区中央部からやや東の G-16グリッドに位置し、 SJ 63 • 64と重複する。

付近は攪乱が多く先後関係を把握するのは容易ではないが、断面観察からすると両者のいずれよ

り新しく、掘込みもいちばん深い。東壁が完全に遺存していないので、平面形態を完全に把握でき

ていないが、隅丸方形としてよい。

規模は南北軸（長軸）長が4.44m、軸偏差N-13°-W、東西軸長は3.9m前後となろうか、軸偏差

はE-12°-Nである。

覆土は暗褐色土を基調としており、確認面から床面までは約25cm弱で自然な埋没状況である。

床面にはピットが5基認められた。 P9、P13は攪乱であり、その他も住居に伴うか明確でない。

出土土器には台付甕、各種の壺、高杯等の破片に恵まれるが中一上層の出土が多く、埋没過程で

の流入、投棄されたものがほとんどである。図版には SJ 62-64出土遺物ということで、まとめて

掲載したが、 29、30以外は本住居に伴うものと考えられる。

完形にまで復原できたものは僅少だが、なかでも大小の台付甕の点数が多かった。口縁部は図示

しなかったものも含め、確認できたもの全てにキザミメが認められない。
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土層説明
A-A', B-B', C-C' 
1 暗褐色：ローム微粒，炭化物微量含む．

la暗褐色：ローム粒子多く含む． 1より灰色味帯ぴる．

1' 暗褐色：ローム粒子の含有多い．

1＂暗褐色：やや灰色味強い．
2 1と床面から浮いたと思われる地山ロームの混合土．

3 暗灰褐色：ローム粒子・小プロック，若干の炭化物粒子

含む．
地山ローム中の小径礫が浮いて 1と混合する部分．

黒褐色：ローム微粒含む．

攪 乱：ローム微粒含み， 1より暗い．

第68図

4

5

 

D-D'~ H-H' 

1 黒褐色：ほぼ均ー．ローム粒子少量含む．粘性なし．

しまりやや有り．
1' 黒褐色：ローム粒子 1よりやや多い．

2 暗褐色：不均ー． 1の黒褐色土と地山の黄褐色粘質

土を不均ーに含む．粘性・しまりやや有り．

2' 暗褐色：黄褐色粘質土 2より少ない．粘性ややあり．

しまり強い．
黒褐色：ほぽ均一．ローム粒子 1よりやや多く含む．

粘性ややあり． しまり弱い．
＊明度 3>1'>1 2>2' 

第62・63・64号住居跡実測図

3
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(49) 第63号住居跡（第68図•第2-25 。 26図・図版43 • 161 • 162 • 163) 

調査区中央部からやや東の G-16グリッドに位置し、 SJ 62 • 64と重複する。

断面観察から SJ 62以前の築造であるが、 SJ 64との先後関係は明確にできていない。

平面形態は南壁の遺存か悪く、東壁も不明瞭な立上がりがわずかに確認できたのみで、完全につ

かめていないか、やや南北に長い隅丸方形である。規模は確認面で南北軸（長軸）長か6mほど、軸

偏差は N-6°-W、東西軸（短軸）長は5mはどと推定され、軸偏差は E-2°-Nであろう。

覆土はローム粒、ロームブロソク、炭化物を含む暗灰褐色かわずかに遺存していた。

床面にはピットが7基認められた。 P5、P16は主柱穴と考えられ、 Pll、P12も本住居に伴うも

のだろう。 P7、P8は貯蔵穴の可能性かある。

出土土器は覆土の遺存か悪いためか点数も少ない。 29は床面直上の出土で遺留品の可能性か、 30

はやや浮いた状況で、直接伴うのか投棄されたのか判断しがたい。

(50) 第64号住居跡（第68図•第2-25 • 26図・図版43• 161 • 162 • 163) 

調査区中央部からやや東の G-16グリソドに位置し、 SJ 62 • 63と重複する。

断面観察 (B-B'の1と1'、C-C'の1と1aの部分：あまり明確でない）からすると SJ 62以前の

築造だか、 SJ 63との先後関係は明確にできていない。掘り込みか浅いうえに大半の部分を SJ 62 

に切られ遺存は悪い。

平面形態は、わずかに遺存する北東、南東コーナーからひとます隅丸方形を推定しておこう。規

模は確認面で南北軸長か3.3m、軸偏差は N-18°-W、東西軸長は不明だが、軸偏差は E-19°-N 

である。

床面にはピットが3基認められ、 P2、P4は柱穴になる可能性かある。

出土遺物には覆土中から土師器の細片の出土が数点あったか図示に耐えるものかない。

(51) 第65号住居跡（第69図。第2-27図・図版43• 44) 

調査区中央部東寄りの H-16グリッドに位置、北東コーナーを SJ 61と、南部分が SJ 66と切り合

うが、重複か少ないか覆土が浅く先後関係がつかめない。また、床面中央から西壁にかけて SR42 

の北溝に切られ（破線は掘方埋戻し土の遺存による推定）、東壁の南部は同じく SR42の東溝が覆土

を覆っている。

平面形態は隅丸方形と判断してよいだろう。規模は確認面で南北軸（長軸）長が4.10m、軸偏差

N-8°-W、東西軸（短軸）長は推定で3.7m、軸偏差は E-11.5°-Nである。

覆土は暗褐色土を基調とし、厚さは5cm前後と極めて浅い。一部暗褐色土と地山ローム混合土の貼

床となっている。

床面にはピソトが4基認められ、主柱穴と考えてよいだろう。

炉は P2の北西約60cmの所に検出、直径約35cmの円形で、明確な掘り込みはなく床面かわすかに焼

土化しており、北側の縁にわずかな隆起が認められた。

出土土器は覆土の遺存か悪く僅少である。図示した台付甕破片、小形壺は覆土中の出土である。
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土層説＇明
A-A~E-E' 
1 暗褐色：ローム粒子多量含み，

ー 下部には地山のシル
一ー~ トロームが浮いてい

A； る（ SR42北溝覆士）

2 暗褐色：ローム粒子・炭化物
位子，小径のローム
フロック含み． 1よ
り暗い．

暗褐色：地山シルトローム混
合土．（貼床土）

暗褐色：ローム微粒含む．
暗褐色：地山の黄褐色シルト

ローム混合土．
暗褐色：崩れたローム含む．

一＇

胴

ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1 (33/31/13) 
P 2(49/37 /15) 
P 3(33/25/18) 
P 4(36/28/12) 
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ピットデータ

（長径／短径／深さ）

P 1(44/-/6) 
P2(26/26/7) 
P3(46/43/25) 
P 4(46/ 45/12) 

土層説明

1 暗褐色：粘土質の小プ

ロック含む．

暗褐色：崩れたローム

含む．
2
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第70図 第66号住居跡実測図
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土層説明

P4(52/29/12) 
PS(S0/48/31) 
P6(25/20/15) 
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A-A', B-B' 
1 茶褐色：ローム多量含む．
2 茶褐色；ローム粒子・プロック多量含

む．住居の西壁，北壁西側か

らの傾斜が顕著．上屋構造物
の焼失直後に堆積している．

2' 茶褐色：暗褐色士の含有比高い
2" 茶褐色：ロームの含有比高い．
3 茶褐色：ローム微粒，炭化物粒子微量

含む．住居廃絶後から火災発

生までの間に堆積した層．
3' 茶褐色：灰褐色粘土が堆積する．
3’' 茶褐色：ローム粒子少なく，黒色味強

vヽ

4 灰褐色：ローム微粒多量含む．
5 灰茶褐色；焼け落ちた住居上屋構造物の

堆積層．最大で約8cmの厚さ
に焼士及び炭化物・材が堆積

する．焼土は主に土層の上部
に認められる．

6 灰褐色：灰を多量含む土層．主に火災
時の形成と思われる．（火災
初期の段階で士屋が崩壊する
前の灰か？）
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(52) 第66号住居跡（第70図•第2-27図・図版44)

調査区中央部からやや東寄りのH-16グリッドに位置する。北部を SJ 65、SR42と切り合うが、

覆土平面から判断する限り SJ65、SR42のほうが本住居より新しい。

また、炉から東南コーナーにかけての部分は床面が失われており、明確にできなかった。

平面形態は一応隅丸方形と推定しておく。規模は東西軸長が4.5m前後だろう力＼軸偏差は E-11°―

Nである。南北軸長は不明だが軸偏差は N-11°-Wである。

床面にはピットが4基認められた。 P3は貯蔵穴と考えられる。

炉は P2の南西約60cmの位置に検出したが、地山のロームがわずかに焼土化している程度の遺存状

況である。

なお、西壁の南部で長さ lmにわたる壁溝を検出している。

出土土器には台付甕や高杯の破片があるがいずれも細片で、流入によるものだろう。

(53) 第67号住居跡（第71 図•第2-27図・図版44 • 45 • 163) 

調査区中央やや東部のH-16グリッド、 SR42の方台部下に検出した。前述の SJ 66の南約3mの

位置に所在する。

平面形態は北壁が南壁に比べやや長いが隅丸方形としておく。規模は確認面で南北軸（短軸）長

が4.52m、軸偏差N-3°-W、東西軸（長軸）長4.53m、軸偏差E-3°-Nである。

覆土は茶褐色土を基調としており、確認面から床面までは約30cmほどで、床面に灰を多量に含む

灰褐色土の薄い堆積が見られ、その上部に炭化材（物）と焼土層（一部は焼土塊となる）が最高で

厚さ約8cmに堆積し、本住居が埋没のごく初期の段階で火災を被っていることを示している。

また、この焼土層は各壁ぎわを除く床面の広範囲で検出した（図の破線の範囲）。

残念なことに炭化材は屋根材がそのまま焼け落ちた状況ではないが、多量の焼土の共伴は屋根材

として土が用いられていたことを物語る（一部西壁付近では粘土が焼けない状況で出土しておりあ

るいは粘土が使用されていたかも知れない）。

床面にはピットが6基認められた。全て本住居に伴うものと考えられ、 Pl、P3、P4、P6は主柱

穴と考えられる。

南の壁ぎわ、やや南東コーナー寄りの P5は貯蔵穴と考えられ、 50X48cm、深さは31cmを測る。内

部の東肩部分から底部を欠く壺が出土、遺棄されたものが落込んだ可能性がある。

壁溝は南壁の中央部分に長さ約1.5mにわたり検出された。幅は最高24cm、深さは約10cmほどであ

る。

炉は中央から北東コーナーに偏して検出した。不整の円形が2基連なるような平面形態で、77X62cm、

深さは最高約3cmの浅い掘りこみで、床面が薄くレンズ状に焼土化していた。南の底面からは長さ約

18cmの自然礫の枕石が1点検出されている。

出土土器には壺の破片等が目立つが台付甕もある。 2は前述の貯蔵穴内出土、 5は同じく貯蔵穴内

の高い位置の出土、 1はPl南、 4はP4南の床面直上出土で投棄された可能性が強い。 3は覆土の上部

からの出土である。
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(54) 第68号住居跡（第72図・図版45)

調査区中央部からやや東南よりの I-16グリッドに位置する。当該期の遺構群ののる微高地の東南

縁部に当る。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（短軸）長が2.99m、軸偏差N-8°-E、東西軸（長

軸）長3.lm、軸偏差E-3°-Sである。規模の明確となっている住居跡中では SJ 23に次いで最も

小規模であるが、炉が設置されていることや床面がしっかりしている状況から住居と認定するに十

分である。

しかしながら、ローム層に達していないものの SR42の南溝が西部の覆土上部を削り、攪乱も付

近に多く遺存状況は決して良くない。

覆土は暗褐色土が確認面からわずかに10cmほど遺存していた。なお、南壁が SK44とわずかに切

り合うが先後関係は不明である。

床面にはピットが7基認められたが、いずれが住居に伴うのか、また柱穴なのか判断しがたい。覆

土はいずれもローム粒を含む暗褐色土であった。

炉は中央からやや北東コーナーに偏して検出した。径約35cmの不整円形の部分が、わずかにくぼ

んでおり、底面が薄く焼土化していた。北側には炭化物の散布も認められた。

出土遺物には土師器破片が10数片あるが、遺留土器はなくいずれも細片で、図示に耐えるものが

ない。
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SJ70・71 

土層説明

A-A', B -B' 
1 黒褐色：ローム粒子含む．
2 黒褐色：ローム粒子 1より多く

含む．
灰褐色：炭化物含む．
黒褐色：粘性・しまりやや有り．
灰褐色：炭化物多い．
黒褐色：ローム粒子含む．（ S

J 71の埋戻土？）
7 暗褐色土と黄褐色土の混合混合．

(S J 71の掘方土）
8 黒褐色：ローム粒子含む．
9 黒褐色：ローム粒子 8より少な

く含む．
10 黒褐色：ローム粒子含むが． 8'

9より暗い．（攪乱
土？）
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(55) 第69号住居跡（第73図•第2-28図・図版45)

調査区北東部の C-17グリッドに位置する。当該期の遺構群ののる微高地の北東縁部に当り、すで

にローム層上面は低い標高レベルにある。また、北半部分は広範囲に攪乱を受けており遺存が悪く、

南壁西部がSKl3を切っている。

北壁の位置とその両コーナーが確認できないが、平面形態は隅丸方形と推定しておく。規模は南

北軸長が4m前後となろうか、軸偏差は N-7°-W、東西軸長は3.82m、軸偏差E-10°-Nである。

覆土は暗黒褐色土を基調とし、確認面から床面までは約25cm弱で自然な埋没状況である。

床面は踏みしめによる硬化が認められ、わずかな凹凸が目立つ。

床面にはピットが2基認められ、柱穴と考えられる。

壁溝は南壁中央から西壁にかけて検出された。幅は最大40cmと広い部分があり、深さは約5cmほど

と浅い。

炉は中央からわずかに北西コーナ一方向に偏すると思われる位置に検出した。 82X52cmの不整長

円形でわずかに床面を掘りくぼめて、厚さ5cmほどに床面がレンズ状に焼土化しており、上面かある

いはやや浮いた状況で20数個の大小の自然礫（最大径12cm)が検出されている。全てではないがこ

れらのうちの何個かは枕石と考えて良いだろう。

出土土器にはあまり見るべきものがない。図示したのは1覺乱土器中からの台付甕口縁部破片であ

る。また、北東コーナー付近の覆土中の多量の礫は屋根材として使用されたものだろうか。

(56) 第70号住居跡（第74図•第2-27図・図版46 • 163) 

調査区北東部の E-17グリッドに位置する。 SJ 71と重複しており、土層断面からするとローム粒

を含む黒褐色土でSJ 71を埋め戻して構築されたふしがある。平面形態は北西、南西コーナーが明

確となっていないが隅丸方形であろう。規模は確認面で南北軸（長軸）長が3.21m、軸偏差N-10°―

W、東西軸（短軸）長3.16m、軸偏差E-11°-Nである。

覆土は黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約15cmと浅い。

炉は北東コーナーに偏して検出した。 40X37cmのほぼ円形ではとんど掘り込みは認められず、わ

ずかに床面がレンズ状に焼土化していた。

出土土器には椀や高杯の破片があった。 1は床面直上、 2は覆土上層の出土だが、投棄または流入

品であろう。

(57) 第71号住居跡（第74図•第2-28図・図版46)

調査区北東部のE-17グリッドに位置する。 SJ 70と重複し、土層断面から SJ 70の構築に際し埋

め戻されているものと思われる。

平面形態は隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（長軸）長が3.62m、軸偏差N-44°-E、東西軸

（短軸）長3.08m、軸偏差E-43°-Sである。

床面はほぼ全面が貼床となっており、床面下10cmほど粗掘りし、暗褐色土と黄褐色土を混合して

埋め戻している。
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床面にはピノトか1基認められた。

炉は中央から北西コーナー寄りに偏して検出した。約50cmの不整円形で掘りこみははとんどなく

床面の焼土化もほとんど認められなかった。南部上面に枕石と思われる自然礎か数点検出されてお

り、炉の西方の床面には炭化物の薄い散布か認められた。

出土土器は僅少で図示できたのは覆土中の高杯の脚部破片のみであった。

(58) 第72号住居跡（第75図•第2-28図・図版46)

調査区北東部の E-17グリソドに位置し、 SR50に北東コーナーと西壁の多〈の部分を切られてい

る。また、北壁と北西コーナーか明確な状況でつかめていない。

平面形態は一応隅丸方形としておく。規模は南北軸（短軸）長が3.59m、軸偏差N-ll°-W、東

西軸は西壁か未確認たか長軸となり 3.6m前後、軸偏差は E-13°-Nてある。

覆土は暗褐色土でわすかな遺存状況であった。

北壁にピットが2基連接するように検出されている。

炉は中央から東壁に偏して検出した。径約70cmの不整形の掘り込みを行い、これを黒褐色土とロー

ム混合土で埋めており、この上面が59X35cmの長円形で焼土化していた。

出土遺物には折返口縁の壺破片かあるか、覆土中の出土である。

(59) 第73号住居跡（第76図•第2-28図。図版46 。 163 • 164) 

調査区北東部の F-17グリッドに位置する。

北西コーナーと南壁を SR50に切られたうえ付近は攪乱も多く、西壁については完全に確定てき

ておらず、北壁も明瞭に検出できていない。

平面形態は一応隅丸方形と推定しておく。規模は南北軸（長軸）長か4.5m前後となろうか、軸偏

差は N-16°-Eである。東西軸長も推定の域をでないか、貼床の遺存部分からすると 4m以上はある

ものと考えられ、軸偏差は E-12°-Sである。

覆土は暗褐色土を基調としており厚さは10cm強、床面はほは全面か貼床となって最高て床面―l、20cm

はどである。

床面にはピソトが6基認められたかいずれが伴うのか判然としない。

炉は中央から北東コーナーに偏する位置と思われる場所に検出され、 27X 25cmの不整円形の平面

形態で約5cmの厚さに床面が焼土化していた。

また、炉の南の外縁に沿って枕石と思われる自然喫が4個検出されている。

出土遺物には台付甕や折返口縁の大形壺等の破片等かある。 1は炉の北側のと、西部の床面直上出

土の破片か接合した。2は南部の床面からやや浮いた位置の出土で、いずれも口縁部にキザミメを持っ

ている。 3は炉の北側のやや浮いた位置、 4は炉の北側の床面直上の破片か接合した。同形態の壺の

中では明瞭にハケメを残しておりやや特異な存在である。いずれも遺留土器の可能性は薄く、埋没

の比較的早い段階での投棄または流入の可能性が強い。
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(60) 第74号住居跡（第77図。第2-28• 29図。図版47• 164。165)

調査区北東部の H-17クリ／ドに位置、西半部を工事用水路に切られ遺存はあまり良くない。

平面形態は隅丸方形と考えられ、規模は確認面で南北軸長か6.88m、軸偏差N-4°-W、東西軸長

は不明で、軸偏差は E-5°-Nとなろう。仮に東西軸長か6.8mならば、当該期の住居の中では第2位

の面積となる。

覆土は黒褐色土を基調として褐色土を己含し、床面付近にはローム粒を含む暗褐色土か堆積する。

確認面から床面までは約10-15cmで自然な埋没状況といえる。

床面はその多〈の面積が貼床となっており、最高で床面下10cmまで粗掘りしてから、ロームと黒

褐色土を混合して埋め戻し水平に調整している。

床面にはピノトか2基認められ、いすれも主柱穴と考えられる。

北東コーナーから東壁、そして南東コーナーにかけて壁溝か検出された。幅は最高で25cmはどの

部分かあるか概ね20cm前後、深さは5-lOcmはどの部分が多い。

炉は中央から北に偏すると思われる位置から検出した。 38X24cmの不整形に、床面から6-7cm土

を平らに盛上げており、その上面か部分的に焼土化している状況か観察できた。

出土土器には比較的恵まれ、台付甕のほか各種の壺類、高杯の破片等かある。 1は南寄りの床面か

らやや｛手いて、 2は東壁北部の肩部、 4は東壁寄りの床面からやや浮いて、 3は南東コーナー付近の床

面直上から潰れた状況での出土で、表面に篭目か確認できた。 10は同じく南東コーナー付近のやや

浮いた状況での出土である。 3か遺留土器の可能性が高いはかは投棄または流入であろう。

また、炭化材の出土状況から、本住居跡は火災を被っているものと思われる。

(61) 第75号住居跡（第78図•第2-29図・図版47 • 48 • 165) 

調査区北東部の D-18グリ／ドに位置する。平面形態はやや南北に長く隅丸（長）方形である。規

模は確認面で南北軸（長軸）長が5.47m、軸偏差N-30°-W、東西軸（短軸）長4.33m、軸偏差 E-

29°-Nである。

覆土は上ー中層か灰褐色土と褐色土、下層が炭化物（材）や焼土を含む褐灰色土ないし褐色土を

基調としており、自然な埋没状況で、確認面から床面までは約35cm強と本遺跡の当該期住居中では

最も深く遺存状況も最良の部類である。

床面にはピソトか5晶認められ、 Pl-P3、P5が主柱穴である。 P4は貯蔵穴で60X60cmの円形で

深さは23cmはどである。

炉は床面中央とその北に40cmほど離れた位置、 2個所に検出した。南の炉は22X20cmの不整形で掘

り込みの深さは僅かでブロソク状の焼土の堆積かみられた。一方北側の炉は遺存か悪く、住居の廃

絶段階には機能していなかった可能性が強い。

出土土器には台付甕や壺等かある。 1は口縁部にキサミメを持ち中央から東寄りの覆土上層、 2は

北東コーナーの壁立上かり部分と覆土中の破片か接合した。いずれも投棄または流入であろう。

炭化材や覆土最下層の炭化物、焼土の出土から、本住居跡は火災を被っている可能性が強い。

また、炉の付近からは喫の多景の出土かあったか屋根材として利用されていたものだろうか？
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土層説明

A-A', B-B' 

1 黒褐色：ロームプロック少量含む．

2 黒褐色：ローム粒子少量含む．

D-D'（炉）

l 焼 土：カーボン塊多量含む．
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ピットデータ
（長径／短径／深さ）

Pl(38/33/4) P4(30/29/15) 

P2(40/40/2) P5(37/33/4) 
P3(39/33/6) P6(37/30/14) 

土層説明

A-A', 8-8', C-C' 

1 暗褐色：崩壊ローム，炭化物多量

含む．（特に A-A'の炉

付近に顕著）しまり強い．

！＇暗褐色：崩壊ローム 1より多く含

む．しまり更に強い．

2 暗褐色：灰暗褐色土プロック，少

量のローム粒子含む．し

まりは 1より弱い．

2' 暗褐色：灰暗褐色土 2より少ない．

3 黒褐色：ローム粒子少量含む．上

層よりしまりやや弱い．

3' 黒褐色：ローム粒子 3よりやや多

く含み，明るい．

4 黄褐色：ローム．（砂質混じり）

4' 黄褐色：砂質 4よりなく，粘性に富

む．

5 黒 色： 4のローム粒子少量含む，

*I, I'住居跡の覆土，

2m 

第76図 第73号住居跡実測図
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B-B' 
1 黒褐色：ローム粒子微量含む，均質で，しまりやや有り．
l 黒褐色：ローム粒子多量含む．均質で，しまりやや有り．
2 黒褐色：ローム塊含む．均質て，しまりやや有り．
3 黒褐色：均ー．植物繊維含み， 1, 2より明るい．
4 暗 褐色： 3と5の漸移層，ローム塊含む．しまりやや弱い．（ P]の底

の調整土？）
5 黄褐色：しまり・粘性共強い．（地山？）
F-F'（炉）
l 焼土層
2 炭化物層
3 黄褐色：植物繊維少量含む．しまり・粘性共強い．

土層説明
A-A' 
1 黒褐色
2 黒褐色

色
色
色
色
色

褐

褐

褐

暗
黄
褐
褐
黄

3
4
5
6
7
 

ロ＿ム粒子不均ーに含む．
ローム粒子,_炭化物粒子均ーに含み， 1より
も黒色味帝びる．
ローム粒子多く含み， 2よりも明るい．
ローム粒子と黒褐色土が混在．
ローム粒子 3より多い．炭化物も含む．
ローム粒子多く含み， 3よりやや明るい
ローム粒子と黒褐色の混合土．（貼床王）

第77図 第74号住居跡実測図
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量
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]]Bl:/]：：言］］i：:]:9:::：:::
6 明掲色：ローム・赤褐色鉄粒子微量含む．しまり良く，粘性やや有り．

6' 黒褐色： 6より暗い．しまりやや欠き，帖性やや有り．

7 褐 色：小ロームプロック・粒子やや多く含む．しまり・粘性欠く．（周堤崩壊土）

F-F'（貯蔵穴）

1 黒掲色：シルト質．ローム微量含み，軟質．

2 黒褐色：シルト質．ロームの含有 1よりやや少なく，暗い．
G-G'（炉）

1 赤褐色：ローム・焼土粒子やや多く含む．しまり・帖性欠く．

1' 暗褐色：焼土小プロック多く含む．しまり欠き，粘性やや有り．

2 明褐色：ローム・赤褐色鉄粒子少量含む．しまり・粘性欠く．

3 明褐色：炭化物粒子多く含む．しまり欠き，粘性やや有り
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(62) 第76号住居跡（第79図。第2-30図・図版48。165)

調査区東部やや北寄りの E-18グリソドに位置する。南壁を SR50に僅かに切られる。

壁かやや外方に膨らむ部分かあるが、平面形態は隅丸方形としてよい。規模は確認面で南北軸が

長軸になると思われ約4.6m、軸偏差N-14°-E、東西軸長4.17m、軸偏差E-16°-Sである。

覆土は暗褐色土を基調とし、最下部に部分的に灰褐色土の堆積がみられる。確認面から床面まで

は約10cm前後と浅い。

床面にはピソトが4碁認められ主柱穴と判断されるものである。

炉は明確な形で検出できなかったが、 P2の西側に120X90cmの不整形の炭化物の散布か認められ

ている。

出土土器には商杯等の破片かあった。 1はP3東の床面直上の出土で埋没初期の投棄土器であろう。

また、東南コーナー付近の覆土中に粘土の薄い堆積が見られた。

(63) 第77号住居跡（第80図•第2-30図・図版49)

調査区東部やや北寄りの E-18グリッドに位置する。大部分を SR50北溝に切られ、明確に検出で

きたのは南東コーナ一部分にすぎないが、当該期の住居の貯蔵穴か南壁東部に設置されることから

P2を貯蔵穴と判断して、住居跡として取扱っておく。

僅かに遺存した覆土は暗褐色土であった。

床面にはピソトか2基認められ Plか柱穴の可能性を有し、 P2は貯蔵穴で40X35cm、深さは27cmで

ある。

出土土器には壺の破片等かある。1は貯蔵穴内部のものと東南コーナーでやや床面から浮いて出土

した破片とか接合したもので埋没初期の投棄土器であろう。

(64) 第78号住居跡（第81図・第2-30• 31図・図版49• 50 • 165。166)

調査区東部の G-18グリッドに位置し、南東コーナーは SR54に切られ確認できていない。

平面形態は南北にやや長い隅丸方形で、規模は確認面で南北軸（長軸）長が6.72m、軸偏差N-

3°-E、東西軸（短軸）長5.90m、軸偏差E-3°-Sである。

覆土は黒褐色土を基調としており、確認面から床面までは約20cmで、東の部分か一部貼床となっ

ている。基盤層は礫を含んだシルト質のローム土で、完掘した地山面に礫か目立っている。

床面にはピソトが4基認められた。 Pl、P3が柱穴、 P2が貯蔵穴となろうか。

壁溝は東壁と南壁東部から西壁を経て北壁中央部に検出された。幅は広い所で30cmを越える部分

かあり、深さは最高約10cmである。

炉は中央から北壁に偏した位置に検出した。直径約90cmの範囲で深さ 10cmに掘り込みかありその

上面か45X 37cmの不整形に焼土化する部分がある。また、この掘り込みの南側には自然礫の枕石2個

か置かれており、北西側に炭化物の散布が認められた。

出土土器には恵まれており、台付甕、壺、高杯等が出土し、出土位置は P4付近に集中する。

1 • 2 • 4はP2の周囲床面からやや浮いて、8はP4の北部の覆土上位出土、3• 11 • 12は南東コーナー
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付近のやや浮いた位置、 10は中央部床面からやや浮いた状況の出土である。

8が遺留土器の可能性がある以外は投棄または流入の可能性が強い。炭化材と焼土が覆土の中ー上層

にかけて出土している状況を図示しておいたが、やや埋没した後に火災を被ったものと思われる。

(65) 第79号住居跡（第82図•第2-31 図・図版51)

調査区中東部やや南のJ-18グリッドに位置し、北側を工事用水路に切られている。当該期の遺構

群ののる微高地の縁部から低位方向にはずれており、最も近い住居の SJ 68まででも約20mほどあっ

て集落内では孤立してかけ離れた位置に所在する。

平面形態は隅丸方形と考えられるが西壁が東壁よりやや短く僅かに台形状を呈すると思われる。

規模は確認面で東西軸長5.18m、軸偏差E-26°-N、南北軸長は明かでないが、軸偏差は N-29°―

Wである。

覆土は黒褐色土を基調としており、 10cmほどの薄い遺存である。

床面はほぼ全面が貼床となっており、黄褐色土と黒褐色土を混合して埋め戻して調整している。

床面にはピットが1基認められたが住居に伴うものか判断しがたい。

壁溝は東壁（南の一部で切れる）および南東コーナーから南壁を経て南西コーナ一部にかけて検

出した。幅は最大で30cmほどあり、深さは10cm強の部分が多い。

出土土器にはあまり恵まれず、土師器の破片が散漫に出土している。 1は覆土中、 2は同じく西壁

ぎわの覆土中の出土でいずれも流入の可能性が強い。

また、西壁と東壁ぎわで床面からやや浮いた状況で灰白色の粘土の堆積が見られた。屋根材とし

て用いられたものが落下した可能性を指摘しておく。

(66) 第80号住居跡（第83図•第2-31 図・図版51 • 166) 

調査区東部の部の F-19グリッドに位置する。 SR52 • 53両周溝墓に切られ遺存が悪く、北壁、東

壁はほとんど把握できておらず、覆土と考えられる僅かな暗褐色土の広がりで推定した範囲を破線

で示しておく。

平面形態は隅丸方形を推定しておく。規模は南北軸長が4.2m、東西軸長が4.5m前後となろうか。

南北軸偏差は N-42°-W、東西軸偏差は E-43°-N程度となろう。

覆土は暗褐色土を基調としていたが、きわめて薄い遺存状態であった。

床面にはピットが3基認められた。 Pl、P2は柱穴と考えられるが、いずれも浅い掘り込みである。

ほかの柱穴は前述の周溝墓の溝内にかかるものと思われ検出できていない。

P3は貯蔵穴で81X 51cm、深さは最高で23cm、西壁南部に接して掘り込まれている。

住居そのものの遺存が悪いせいもあり出土土器は僅少である。 1は貯蔵穴の東側（住居内方）の立

上がり部分の底面からやや浮いた状況で出土した小形平底増で、遺存も良く遺留土器の可能性が強

い。これ以外には貯蔵穴内で自然礫が数点出土したほか、見るべき遺物は無い。
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(67) 第81 号住居跡（第84図•第2-31 図。図版52 • 166) 

調査区東部の G-19グリノドに位置し、住居の南西部分約1/3をSR54の北溝に切られる。

平面形態は隅丸方形と考えて良く、規模は南北軸は正確には不明だか長軸となり 3.6mほど、軸偏

差は N-0°-E、東西軸長は3.5m、軸偏差E-o・-Sである。

覆土は黒褐色土と明褐色土の混合土を基調としており壁周囲には黒褐色土か堆積する。確認面か

ら床面までは最大15cmと浅い。床面はほぼ全面が貼床となっており、最高で床面下15cmまで粗掘り

し比較的均質な褐色土で埋め戻している。床面はあまり踏み固められておらず全般にやや軟弱な状

況にある。

床面にはピットか2基認められた。覆土除去後の検出だが、はたして住居に伴うか判然としない。

炉は中央から北に偏して検出した。 28X23cmの不整円形で僅かに掘りくぼめられており、床面か

薄くレンズ状に焼土化していた。

出土土器には台付甕や高杯等の破片かある。 1• 2は覆土中、 3は東南コーナーの床面直上、 6は東

南部の床面からやや浮いた状況の破片が接合したもの、7は中央付近の床面直上出土の破片が接合し

た。いずれも投棄または流入の可能性が強く確実な遺留土器はない。

8 （第2-32図）は覆土中出土の垂飾と考えられる石製品で、大きさは2.2X 1.92cm、厚さは最大で

2.9mm、縁に寄った位置に直径2.3mmの穿孔がある。穿孔は両側から行われており、その周囲に穿孔

と同心円の浅いくは‘みが形成されている。側面部に軽く磨いた痕跡があり一部僅かに破損するる。

緑泥片岩製で重さは1.53gである。

また、炉の周囲と北の床面から 126X118cmの範囲で炭化物粒を検出している。稼動時の炉に起因

するのだろう。そして、炉のすぐ南の床面から4-5cmの覆土中2個所で枯土を検出している。こちら

は屋根材に使用されたものと推定しておく。

(68) 第82号住居跡（第85図•第2-32図・図版52 • 53) 

調査区東部H-19グリッドに位置する。北西コーナー部を SR54に、南東部を工事用水路に切られ

遺存が悪い。やや北壁が外方に膨らむか平面形態は隅丸方形と推定しておく。規模は南北軸か不明

だか、軸偏差は N-7°-W、東西軸長5.45m、軸偏差 E-8°-Nである。

覆土の掘下げ過程の比較的浅いレベルで59X 43cmの不整円形の焼土を検出したので、そのレベル

で周辺を精査した結果、僅かな硬化面を検出したのでこの面を床面と判断した。その後、この床面

下の貼床ではないかと考えられた暗褐色・黒褐色の床面下の土を除去したところ再び75X52cmの焼

土か検出され、これも炉と判断された。結局の所、古い住居を何らかの理由で少し埋戻して新たに

住居を造り直しているのではないかと考えられたのである。 (1)に示したのか新住居の、 (2)か1日住居

の状況である。埋戻された住居の埋戻し土の色調が新住居の覆土と似ていることもあり検出された

ピソトのうち柱穴の可能性を有す Plのはかは新住居との共伴の決め手がない。一方旧住居の床面か

らは新住居と璽複する Pl、P7のはか新たに5基のピットか検出できた。 P2、P3はPlと共に主柱

穴を構成するものだろう。

また、これも旧住居に伴うものだか検出面の大部分で壁溝を確認した。壁とやや離れた位置で、
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幅は10-25cm、深さは10cm前後の部分が多い。

新住居の炉は17cmの深さの掘方を有しており、北西側の表面が8cmほどの厚さで焼土化していた。

旧住居の炉は75X52cmの大きさで18cmほど深さの掘方を有し、中央部分の表面が径60X40cmの範囲

で焼土化していた。

出土土器は僅少で、図示できたのは旧住居の床面から出土した1の壺口縁部のみである。一部 SR

54の周溝内の破片が接合したがもともとは本住居への投棄土器であろう。

(69) 第83号住居跡（第86図•第2-32図・図版53)

調査区東部の G-20グリッドに位置する。

平面形態は隅丸方形である。規模は確認面で南北軸（短軸）長が3.18m、軸偏差N-32°-W、東西

軸（長軸）長3.85m、軸偏差E-32°-Nで、当該期の住居中やや小形の部類に属す。

覆土は黒褐色土が西半部分に僅かに遺存、東半部分は確認時に床面がすでに露出していた。

床面はほぼ全面が貼床で、深さ最高で床面下10cmほどあり、地山のシルトロームと黒褐色土を混

合して埋め戻している。

床面にはピットが2基認められ、 Plの性格は不明だが、 P2は位置的に貯蔵穴の可能性が残る。

炉は中央から東壁寄りに偏して検出したが遺存が良くない。長さ39cmの不整のU字形に床面が薄

く焼土化している状況が確認できた。

出土土器は当然のことながら少ない。 1は大形の壺の口縁部破片、 2は底部である。いずれも西壁

寄りのP2周辺の出土で、いずれも投棄された土器であろう。

00) 第84号住居跡（第87図•第2-32図・図版53)

調査区東端部の F-23グリッドに位置する。住居の西半部分を工事用の遊水池と SR57の東溝に切

られたうえに覆土も浅く、東西に攪乱がはしり遺存が悪い。

平面形態は遺存する北東、南東コーナーからすると隅丸方形である。規模は南北軸長が5.76m、

軸偏差N-44°-Eとわかるが、東西軸長は不明、軸偏差は E-41°-Sである。

覆土は黒褐色土が最高でも約10cmの厚さに遺存するのみである。床面全体に僅かに浅い貼床を形

成する。

床面にはピットが3基認められたが、 P2、P3は柱穴の可能性を残す。

炉は遊水池の削平部分に僅かに検出された。遺存最大幅は25cmで、床面が僅かに焼土化する。

出土土器は少なく図示できたのは1の壺の口縁部で、 Plの覆土中の出土である。

01) 第85号住居跡（第88図）

調査東端部の F-23グリッドに位置する。工事用水路と SR59に大部分を削平されて遺存が悪い。

遺存部分から推定される平面規模の軸長が少なくとも3.4m以上を有し、住居跡に通有の貼床状の施

設が認められるので一応住居と判断して記述を進める。

平面形態は北西コーナーから隅丸方形と推定しておく。規模はは確認面で南北軸長が最低3.4m以
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上で、軸偏差は N-38°-Eである。工事用水路の南に本住居の一部か確認できないので4mを越え

る軸長にはならないと考えられる。

覆土は当該期の住居に通有の黒褐色土を基調とし、深さ 10cm前後に貼床を施している。

床面には柱穴の可能性があるピットか1基確認できた。出土土器は僅少で図示できるものがない。

(72) 第86号住居跡（第89図・図版54)

調査区東端部の G-24グリッドに位置し、南西コーナ一部分を SR59の東溝に、北東コーナーを S

R62に切られる。確認面から床面まできわめて浅く壁の遺存か悪いか、平面形態は隅丸方形として

よく、規模は確認面で南北軸（短軸）長が5.23m、軸偏差N-45°-E、東西軸（長軸）長6.20m、

軸偏差E-42°-Sで当該期の住居としては大形の部類に属する。

覆土は暗褐色土を基調としていたかはとんど遺存していない。深い部分で10cmはどであった。

床面にはピソトが3基認められ、いずれも住居に伴うものと思われる。また、中央やや南の部分か

ら北壁にかけての床面は踏み固めによるものか小さな凹凸が形成されている。

炉は中央から西壁にかなり偏した位置に検出、 45X33cmの不整長円形で僅かな掘りくぼめられ表

面か薄く焼土化していた。南北90cm、東壁側に100cmはど、幅20-30cm、平面T字で粘土を主体にし

た高さ2-3cmの高まりが炉を取巻くように検出された。枕石の代用となる施設かと思われる。

出土土器には台付甕等の細片かあるが図示に耐えるものかない。土器以外には P2の南西の床面直

上から出土した石包丁を初彿とさせる石製品かある（第32図）。長さ4.65cm、最大幅2.58cm、最大厚

5.0mmで両側穿孔の2個の小孔を有す。緑泥片岩製で重さ 10.64,g。

また、 Plの南側から自然石が8個まとまって出上している。重さはそれぞれ235g、 207g、 186g、

182 g、 154g、 122g、 112g、 62gである。少々軽いかもしれないが、 8個という数を重視して、編

物石、所謂八人坊主（ハチニンボウズ）の可能性を指摘しておく。

(73~第87号住居跡（第90図•第2-32図・図版54)
調査区東端部の F-24グリッドに位置し、北壁を SR61に、南部分を SR62北溝に切られる。東南

コーナーか僅かに SR62の方台部で確認されている。

平面形態は隅丸（長）方形で、規模は南北軸（長軸）長が5.9m前後となろうか、軸偏差は N-8°-

W、東西軸（短軸）長は4.86m、軸偏差E-11°-Nである。

覆土は黒褐色土を基調としていたかほとんど遺存していない。

床面にはピットが6基認められ、 Pl、P5、P6は主柱穴の、 P3は貯蔵穴の可能性がある。

炉は中央から北壁に偏して検出した。 42X30cmの不整円形で焼土化する部分があり、床面より僅

かに盛上かるように遺存していた。

出土上器には台付甕等があるが、いすれも小破片辺で点数も僅少である。

炉の北西側に床面に薄く枯土か堆積していたが、屋根材に起因するものだろうか。
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第87図 第84号住居跡実測図
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3 陪灰褐色：ロームJ-面の漸移土の崩壊したもの．
4 黒褐色：ローム粒了多星含む．軟質．
5 灰黄褐色：地山のシルトローム主体として少計の

累褐色上を含む．
黒褐色土と地山シルトロームの混合土．（貼床
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2 方形周溝墓

本遺跡の方形周溝墓の発見、調査数は68基にのは‘‘った。先行して実施済みの公団による遊水池工

事（調査区北東部）部分、あるいは既存の道路下に遺構の存在か予想でき、周溝墓の全容を明らか

にするに至っていない。また、調査区南部外方域はトレンチを入れたが遺構を確認できなかった。

周溝の平面形態は、四隅の切れるタイプ（以下、各周溝墓の記述の中では「四隅切れ型」と呼称）、

全周するタイプ（「全周型」）、一隅のみ切れるタイプ（「一隅切れ型」）、一辺の中央をブリノジとし

て掘り残すタイプ（「中央切れ型」）、それに前方後方型と推定されるものがあった。

前節で記述した古墳時代前期集落との時間的関係は、周溝と重複する部分の断面観察ては竪穴住

居跡か周溝墓群に先行する例ばかりである。そして、周溝墓群中での形態による時間的な先後関係

は、四隅切れ型が当該地域ての周溝墓の初現型式で、全周型かその後出形態である。これは本遺跡

でも同様の出現順序を考えてよく、土器の型式的な先後関係からも首肯できる。

そこで四隅切れ型の分布状況を見ると、いくつかの群を形成して分布する。それらの間に築造開

始時期の時間的な格差を認めるのは不合理な状況にあるから、集落の廃絶後そのほば全域を一括し

て墓域として確保し、周溝墓の築造が開始されたとみられる。

これら周溝墓は、出土土器から古墳時代前期段階のもので、はなはだしく先行するかまたは下る

時期のものは確認されていない。ほとんど出土土器かなく詳細な時期判定の下せないものも、他の

周溝墓を意識して造られている場合が多く、著しく時期が前後するとは考えにくいので、やはり古

墳時代前期のうちにおさえて誤り無かろう。

細かな先後関係は次章以下にゆすることにして、以下に記述する方形周溝墓の時期については、

いちいち記述しないでおく。

(1) 第 1号方形周溝墓（第92図、 2-3図・図版55• 167) 

調査区西部の K-2グリッドに位置する。遺跡の主要部分ののる再堆積ローム自然堤防の西部には

微小な谷地形か形成され、この西側部分に SR2-4とともに4基て群を構成する。西溝から南壁東部

を工事用の水路に削平され、遺存はあまり良〈ない。

東溝と SR2の西溝か双方の外方立上かりで重複するが、土層断面から本周溝募の方か新しい。

平面形態は全周型で、方台部は東西方向にやや長く造られている。方台部の規模は、その上面の

計測で南北軸（短軸）長が5.65m、軸偏差N-18°-W、東西軸（長軸）長6.88m、軸偏差 E-18°―

Nである。

溝の状況は、東溝か完掘状態での遺存部分の最大幅1.45m（土層断面からすると 2mをわずかに越

える幅かあったことが確実）で最も広い。溝底は東溝か中央がわすかに高〈なり、南溝は中央やや

西寄り、北溝がその西の部分が深くなるがいずれも段のつくような凹凸部分は認められない。

覆土は上ー中層に方台部盛土の崩壊に起因の考えられる土が自然な埋没状況で堆積する。

出土土器は東溝北部の覆土中から壺と堪か計4点出土している。互いに近接した位置で、レベル差

はあるか共伴すると思われ、埋没中に外方から転落してきた可能性か強い。
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(2) 第2号方形周溝墓（第93図、 2-33図・図版55• 56 • 167 • 168) 

調査区西部のK-3グリッドに位置する。 SR1・3・4と共に一群を構成する。

他遺構との重複関係は SR1に西溝外方立上がり部分を切られ、その中央付近では底部が SR1の

底部とほとんど連続していて、 SR1築造時、すでに本周溝墓がある程度埋没していた状況を窺い知

ることができる。南東部コーナーは SJ 16を、南溝西半部がSJ 15を切っている。基盤は小径礫を

混ずるローム層である。

平面形態は全周型で、方台部の形態は東西にわずかに長い方形で、規模は上面で南北軸（短軸）

長が7.7m、軸偏差N-27°-W、東西軸（長軸）長8.8m、軸偏差E-27°-Nである。

各溝の状況は北溝の中央から東溝の北半部にかけ外方に膨れ広くなる。最大幅はこの北溝部分で

2.10mあり、南東、北西コーナー付近では80-90cmと最も狭くなっている。

また、南溝の西部は方台部に食込むようにやや深く掘られていて、最深部がここにあるが、段が

形成されるほどではなく極端な凹凸はない。

覆土は溝底側面に壁崩壊土の灰茶褐色土、上層に墳丘崩壊に起因が考えられる黒色、茶掲色土等

が堆積しており自然な埋没状況を示す。

出土土器は1、2が北溝覆土内の近接した出土で共伴が確実である。埋没がある程度進んだ段階で

遺棄されたものと思われる。北東コーナ一部出土の4も1• 2と同様なレベルで、共伴の可能性が高く、

同様に溝の埋没過程での遺棄が考えられる。西溝北部からは溝の埋没途中で投棄されたと思われる

土器片がまとまって出土したが、 3のみ図示に耐える状態に復原できた。

(3) 第3号方形周溝墓（第94図、 2-34図・図版168)

調査区西部の L-4グリットに位置する。 SR1・2・4と共に一群を構成する。

他遺構との重複関係は南西コーナーがSJ 17を、北溝がSJ 16を切っている。

平面形態は全周型で、方台部規模は上面で南北軸（短軸）長が6.48m、軸偏差N-28°-W、東西

軸（長軸）長7.63m、軸偏差E-33°-Nで東西にわずかに長い方形である。

各溝の状況については、確認面での最大幅は西溝にあり1.30mで、北溝は攪乱で不明だが、その

他は1-1.24mとほぼ同じレベルにある。

東溝の溝底は南部に2段、北に1段、緩い段をもって南、北溝より深く掘られているが極端な深さ

ではない。南溝は中央部分がなだらかに深くなるように掘らている。

また、西溝の北部にわずかな段を有して高くなり溝幅も狭く掘られる部分があった。

覆土は上、下層とも墳丘の崩壊に起因の考えられるローム粒混じりの土が堆積しており、自然な

埋没状況を示す。

出土土器としては前述の西溝底北部の浅くなった部分のすぐ南の溝底から、 1の壺（口縁部を欠く

が薄い折返口縁となろうか？）が破片となって出土している。この浅い部分は方台部に至る通路に

あたる可能性があろう。 1の壺は埋葬に関連して使用され、その後この通路の南の低い場所を選んで

投棄されたことも考えられる。 2• 3については覆土中の一括品である。
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(4) 第4号方形周溝墓（第95図、 2-34図）

調査区部の K-4グリッドに位置し、 SRl-3と共に一群を構成する。北西部分に大きな攪乱を被っ

ており遺存が悪く、平面形態かいかなるものか確定できないか、遺跡内で溝の一辺か欠如する形態

は稀なので、一隅切れ型を推定しておく。基盤層は小径礎を混ずる再堆積ロームである。

方台部の形態は群在する SRl-4がいずれも東西に長いことから、東西にやや長い方形と見られ、

方台部上面で東西軸長が5.25m、軸偏差E-26°-N、南北軸長は5mを若干欠ける規模か推定でき、

軸偏差は N-28°-Wで、 SR3とほぱ同じ数値を示す。

遺存部分に関しての各溝の状況は最大幅が東溝の北部にあり 65cmで、その他の部分も60cm前後の

部分が多く、コーナ一部分では45-50cmである。

各溝底は極端な段や凹凸はなく、最深部は南溝中央部で方台部からは約40cmである。

覆土は周溝の掘削土（墳丘盛土）に起因する土を主体に旧表土に起因の考えられる土を交え、ほ

ぽ自然な埋没状況で堆積する。

出土土器はきわめて少なく覆土中から破片の出土を見たのみである。1は西溝南部の覆土上層出土

の小破片で埋没過程での流入と思われる。

(5) 第5号方形周溝墓（第96図、図版56)

調査区南西部の 0-4グリソドに位置する。本周溝墓は SR 12 • 14等を核として SR7・10等が生起

し、そして最終的に SR 11 • 13か構築されて終焉する 10基からなる周溝墓のグループか想定できる

か、そのなかの SRll等と共に新しい時期の所産と推定しておく。西側の南北に走る道路下は未調

査で、その下に周溝墓の存在を否定しきれない。（ちなみに、調査区南方の水路南側は表土を除去し

たところ、基盤層の標高はほぱ同様であったが、遺構の存在を確認できなかった。）

東溝の南部コーナーは SR6との重複関係にあり、断面観察によると本周溝墓の覆土か SR6に切

られており、本周溝墓の方が古いことか明かである。また、方台部の精査中に炉が検出され住居と

重複する事か判明している。東溝底のピットはこの住居の貯蔵穴と判断した。

平面形態は全周型で、方台部の形態は東西にわずかに長い方形で、規模は方台部上面で南北軸（短

軸）長が4.38m、軸偏差N-42°-E、東西軸（長軸）長4.59m、軸偏差E-39°-Sである。至近の

周溝墓で本周溝墓に主軸偏差が最も近い数値を有するのは SR8である。方台部の東中央部分は60X

35cmで造出状に地山が掘り残されている。確認面から周溝底まで浅く、本来の高さはわからないが、

南の SR6の南溝かブリソジとして掘り残される状況から、本周溝墓でもブリッジとして形成された

ものが取除かれた遺存部分の可能性も考慮しておく必要がある。

各溝の状況は最大幅が東溝にあり遺存部分で1.74m、北溝の西半部分の方台部かわすかに外方に

膨れて幅が狭い。南溝は外方部分が一段深く掘られ（土層観察からは明確にできないか、埋没の早

い段階での掘り直しの可能性も指摘できる）、さらにその南半部分がわずかな段を有して深く掘られ

ている。周溝最深部分はこの中にあり、方台部上面からは35cmほどの深さである。

覆土は黒色土を基調とし、壁崩壊のローム粒を混ずる部分かあるか、西溝以外きわめて浅い。出

土土器は図示できる土器がない。
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黒褐 色：肩部崩壊流入土．や
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量含＇む．炭化物．礫
は含まない．
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第94図 第 3号方形周溝墓実測図
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l 灰褐色：掘削土再流入土．均一．逍構の切
込み面の土を碁とし，ローム細粒
多贔，炭化物粒少最含む．礫は含

まない．
灰褐色：掘削土再流入土．均ー．遺構の切

込み面の土を基とし， ローム細粒

1より多最，炭化物少景含む．

色：旧表士流入土．均ー．旧表土を基

とし、炭化物粒多少含む．礫は含

まなし‘・
掘削土再流入士．均ー．遺構の切

り込み面の土を基とし，ロ ーム細

粒 1より多罷，炭化物粒少贔含む．

礫は含まない．
壁崩壊流入土．不均ー．ローム 2

次堆梢を基とし，旧表土起源の黒

色土も混じる．
色：粘土層．均ー．
色 ：均ー．ローム粒 (1~2mm),

礫 (5~10mm) 少慨含む．僅かに

枯土質．
均ー．ローム粒(1~2mm),
礫 (5~10mm) 少爵含む．僅かに

枯土質． bより黒色味帯ぴる．
茶褐色 ：均ー．ローム粒 (1mm) 多少含む．

他は含まない．
黄茶色 ：均ー ローム粒 (1mm)多景，炭

化物・(1~2mm) 多少含む．
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一第96図 第5・6号方形周溝墓実測図

(6) 第6号方形周溝墓（第96図、 2-34図・図版56• 57 • 168) 

調査区南西部の 0-4グリッドに位置し、 SR5と同じ周溝墓グループ中の1基である。

平面形態は一辺の中央にブリッジを有する中央切れ型で、ブリッジ部分の外方に向って右の周溝

が外方にやや発達を見せるが、前方後方型とするには発達状況は僅かである。ブリッジも直線的な

状況とは断定しかたい。

方台部北側部分（周溝を含め）がやや外方に膨れ、視覚的には南北方向にやや長い感を受けるが、

実際は東西にわずかに長い。方台部上面の規模は南北軸（短軸）長が5.30m、軸偏差N-30°-W、

東西軸（長軸）長5.50m、軸偏差E-28°-Nである。至近の周溝墓では SRllや SRl2と軸偏差の

親縁性を示す。

各溝の状況は南溝のブリッジ西側部分か僅かな発達をみせ最大幅で2.0mあるほかは0.75-1.ZOm

の範囲にある。底面は北溝がコーナー付近で段を有して深くなるほか、東南コーナー付近が壁面に

段をもち深く掘られ、方台部上面から約50cmを測る。また、東南コーナーの北の溝底 ・壁立上かり

部分の暗黒褐色土中から酸化鉄系の朱の検出があり、土層断面からは明確にできなかったが、埋葬

施設の存在していた可能性を指摘しておく。

覆土は黒色土を基調にするが、北溝ではロームプロックの含有が多く認められている。

出土土器は、 2の椀か南溝コーナ一部方台部肩部から出土した。埋没過程で方台部上方からの転落

が考えられる。 3の高杯（または器台）脚は北溝底の西部寄りの出土で、投棄されたものだろうか。

1は覆土中の出土、埋没過程での流入が考えられる。
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(7) 第7号方形周溝墓（第97図、 2-34図・図版57• 58 • 168 • 169) 

調査区南西部の 0-5グリッドに位置し、 SRl2 • 14等を核とする周溝墓グループの1基である。他

の周溝墓との重複関係はないが、東溝が小形の住居跡 SJ 22 • 23を切っている。

平面形態は四隅切れ型で、東溝は定かでないが各溝の方台部側は僅かに外方に膨らむ状況が看取

できる。方台部の形態は東西にやや長い方形で、規模は上面で南北軸（短軸）長が8.48m、軸偏差

N-13°-W、東西軸（長軸）長9.54m、軸偏差E-13°-Nである。

各溝の状況は東溝が長さ6.17m、幅2.70m、方台部上面からの深さ0.58m、南溝が長さ7.25m、

幅2.60m、深さ0.50m、西溝は長さ7.27m、幅2.58m、深さ0.52m、最大幅、長さを有するのが北

溝で幅3.08m、長さ7.31m、深さも北溝が最も深く方台部上面から65cmを測る。各溝底はほぼ平坦

で、極端な凹凸は認められず、底面はシルトローム下の基盤層である砂層の上面に達している。

覆土は黒色土、黒褐色土を基調にしており、ほぼ自然な埋没状況を示す。方台部側の堆積土には

崩壊した盛土に起因の考えられるローム粒を含む層が確認できる。

出土土器は南溝中央方台部寄りの覆土上層黒褐色土中から2の地が、西溝の中央から北寄りの外方

の覆土上層から9の椀形土器が出土している。両者とも埋没過程での遺棄または転落したものだろう。

その他は1が南溝覆土中出土で、全体が何とかわかる程度に復原実測できたが、いずれも覆土中出土

の破片で流入品の可能性が強い。

(8) 第8号方形周溝墓（第98図、 2-35図・図版58• 168) 

調査区南西部の 0-6グリッドに位置、 SRl2 • 14等を核とする周溝墓グループの1基である。南溝

とSK26が重複関係にあるが、 SK26は風倒木と思われる攪乱を被り、さらに本周溝墓の南溝がこ

れを切っているのが断面観察から確認できる。

平面形態は四隅切れ型で、方台部の形態は東西にやや長く、規模は上面で南北軸（短軸）長が4.90m、

軸偏差N-20°-E、東西軸（長軸）長5.50m、軸偏差E-19°-Sである。グループ中の四隅切れ型

周溝墓中では規模は最小で南北軸偏差の親縁性は SR5に近い。

各溝の状況は上端の方台部側が南溝がやや揺らぎがあるが、その他の溝は、ほぼ直線的である。

外方は東溝がやや外側に膨れる状況がある。東溝は長さ3.80m、最大幅1.88m、最深部が方台部上

面から0.41m、南溝は長さ3.54m、幅（1.90m)、深さは少なくとも0.59m、西溝は長さ4.00m、最

大幅1.86m、深さ0.70m、北溝は長さ3.84m、最大幅1.50m、深さ0.66mであった。各溝とも極端

な凹凸や段差は認められない。

覆土は各溝とも黒褐色土ないし暗灰褐色土層が主体で自然な埋没状況を示しており、暗灰褐色土

には墳丘盛土の崩壊に起因の考えられる、シルトローム粒を多量に含む部分があった。各溝とも溝

底は基盤のシルトローム層中にある。

出土土器は東溝の南部の覆土上層の黒褐色土中から破片がまとまりを見せて出土した。埋没過程

で外方から投棄された可能性が強い。器種としては台付甕、大形の増、高杯や器台が確認できたが、

全体を窺えるほどに復原できたものはない。
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土層説明
A-A', B-B' 
1 黒褐色：シルト質．微細ローム粒少量含む．
1' 黒褐色：方台部崩壊が起因と思われるローム粒やや多く含む．
2 黒 色：シルト質．微細ローム粒少量含む．
3 黒 色：シルト質．砂質ローム少量混入．
4 灰黒色 ：2の黒色土と砂質ローム混合土．
5 黒 色：青灰色粘土少贔混入．
6 黒褐色：シルト質．ローム粒含む．
7 灰黒色 ：シルト質．青灰色粒僅かに混入．

第97図 第7号方形周溝墓実測図
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土層説明
A-A', B-B' 

1 褐 色：方台部崩壊流入土．

やや不均ー．地 山

ローム漸移層を基と

し，ローム粒 (1-

2mm) 多量．亜角礫

(5~20mm)少量含む．

やや固〈しまる．

2 灰黒色：方台部崩壊流入土．

均ー．旧表土を基と

し． ローム粒 (1~
2mm) 多少含む．礫．

炭化物・焼土は含ま

ない．

3 黒 色：旧表土流入土．均一．

旧表土を基とし．

ローム粒 (1mm) 2よ
り少なく含む．

青灰 色： ～黄色．肩部崩壊流

入土．やや均一．
ローム粒 (2~10mm)

多景含む．礫．炭化

物．焼土は含まない．

， 黒 色：肩部崩壊流入土．均

ー．ローム粒 (2~

10mm) 多量含む．

礫・炭化物・焼土は

含まない． 4より旧

表土が多く混じる．
上

• I -2 • 3 

_A' 

第99図
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土層説朋

A-A', B-B' 3" 黄褐色：ローム粒子 3'より少ない．

l 黒灰色：粘土を主体とする． 4 黒褐色：粘土粒子，ローム粒子含む．しまり弱い．

2 暗褐色：ローム粒炭化物粒子混在． 4' 黒褐色： 4よりやや明るい．

2' 暗褐色：焼土粒炭化物含む． 2より暗い． 4"黒 褐色： 4よりやや暗い．

3 黄褐色：ローム粒子含み，しまりやや弱い． 5 青褐色：粘士プロック，ローム粒子を含む．

3' 黄褐色：ローム粒子多蓋含み，青灰色粘土，炭化物粒 6 黒掲色：きめ細か〈，ローム粒子，微最の焼土粒子を

子，若干の焼土が混在． 含む． しまり弱い．

第100図 第10号方形周溝墓実測図

(9) 第9号方形周溝墓（第99図、 2-35図・図版59• 169) 

調査区南西部の L-6グリッドに位置する。 SR 12 • 14等を核とする周溝墓グループの1基である。

南・西溝は一部工事用水路に削平を受ける。

平面形態は四隅切れ型で方台部の形態は東西にやや長く、規模は上面で南北軸（短軸）長が7.72m、

軸偏差N-39°-W、東西軸（長軸）長8.13m、軸偏差E-39°-Nである。同ーグループ中では SR

11 • 12 • 14と親縁性を示す。

各溝の状況は東溝か長さ5.74m、最大幅2.15m、方台部上面からの深さ0.22mと他の溝より極端

に浅い。南溝が長さ6.20m、最大幅2.05m、深さ0.82m、西溝が長さ6.38m、最大幅2.16m、深さ

0.85m、北溝か長さ5.24m、最大幅2.06m、深さ0.58mである。東溝は他の溝より浅く外方がダラ

ダラと浅く掘られる。南溝は溝底の東寄り部分に段を有し最深部か西の端にある。北溝は溝底中央

東にごく浅いピット状の掘り込みが認めれれた。

覆土は方台部盛土の崩壊に起因すると思われる灰黒色土や黒色土を基調にしており、自然な埋没

状況を示す。各溝とも溝底は基盤の粘性の強いシルトローム層中にある。

出土土器は南溝に東西に並び3点の地が出土した。溝底からやや浮き、出土レベルの近似性や直線

上に並び、互いに共伴するものと思われる。土層断面からは確認できないが、一段深い部分であり、

溝内埋葬に係わる土器群の可能性も否定しきれない。いずれも底部に焼成後の穿孔を有する 。
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(10) 第10号方形周溝墓（第100図、 2-35図。図版59• 60 • 169 • 170) 

調査区南西部のM-6クリソドに位置、 SR 12 • 14等の周溝墓グループの1基である。南溝か SRll 

と重複するが、重複部分が少なく覆土から新旧は確認できない。形態から本周溝墓か古いものと推

定しておく。西・北溝か S84とも重複するが、ピットの輪郭が溝底面で確認されたので S84か古

いものと思われる。

平面形態は四隅切れ型で方台部の形態は東西に僅かに長〈、規模は上面で南北軸（短軸）長6.74m、

軸偏差N-12°-W、東西軸（長軸）長6.97m、軸偏差E-11°-Nである。

各溝の状況は東溝が長さ 5.45m、最大幅2.00m、方台部上面からの深さ0.74m、南溝か長さ6.62m、

最大幅1.96m、深さ0.40m、西溝が長さ 5.43m、最大幅1.86m、深さ0.70m、北溝か長さ 5.34m、

最大幅1.93m、深さ0.84mである。

東溝の溝底は中央から南か、北溝は中央から東の部分が僅かだが一段深く掘り込まれる。西溝も

中央部か方台部に接し一段低く掘られ溝内塙の可能性かある。南溝は他の溝と比して浅く掘られる。

覆土は各溝の最上層部に黒灰色の枯土層か見られ、その下に暗褐色土や墳丘盛土に起因の考えら

れる黄褐色土か堆積する。先に溝内壊の可能性を指摘した部分で、土層による明瞭な掘り込みは確

認できていない。各溝とも溝底は基盤のシルトローム層中にある。

出土土器2の台付甕は赤彩かみられ特異である。東溝底から僅かに浮いての出土で焼成後穿孔を有

した遺棄品、 4は溝底から 15cmほど浮くか2とほとんど同じレベルで、同じ〈遺棄品であろう。 1は出

土レベルが高〈流入、 3は細片での出土で投棄品の可能性が強い。

(11) 第11号方形周溝墓（第101図、 2-36。37図・図版60-62。170-172)

調査区南西部の N-6グリノドに位置、 SRl2 • 14等の周溝墓グループの1基である。北西コーナー

でSJ 22と、北東コーナーが SRlOと重複する。 SJ 22とは覆土の切合いで本周溝墓のほうが新し

いとわかったか、 SRlOとは重複部分も少なく確認時の覆土の状況からは先後関係は判然としない。

ひとまず平面形態の型式変化から本周溝幕のほうが新しいものと推定しておく。

平面形態は全周型で、方台部の形態は東西にやや長く、規模は方台部上面で南北軸（短軸）長か

9.08m、軸偏差N-28°-W、東西軸（長軸）長10.00m、軸偏差E-28°-Nである。軸偏差は近接

する周溝墓では SR 12 • 14 • 6と親縁性を示し、次いで SR7や SRlO等とも比較的近い数値を示す。

各溝の状況はいすれも方台部側か比較的直線的にきちんと掘られるか、北溝ではやや外方に膨れ

て広く掘られ、その他の溝も僅かに外方に膨れる状況が看取できよう。

東溝は最大幅2.65m、方台部上面からの深さ0.70m、南溝か最大幅2.88m、深さ0.90m、西溝が

最大幅2.88m、深さ 1.20mである。

北溝は外方か広〈掘られ、最大幅3.90mと幅が広くなるか、深さは0.55mと浅く、底面は平坦で

ある。南溝は中央部やや西寄りで段がつき東側が深い。西溝も南部で緩い段を持ち深く掘られ北溝

の西部の緩い段で浅〈なる。この間の南西コーナーは溝底中最も浅く、仮に遺構確認面の標高か26.3m

前後と低ければ、周溝墓の平面形態も一隅切れ型と認識されることになるだろう。

覆土の状況は自然な埋没状況を示す。西・北溝の最上層部で淡青灰色の粘土（第1層）の堆積がみ
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土層説＇明
A-A'. B-B' 

1 淡青灰色：硬くしまる粘土．ロームプロ ック含む．

2 暗青灰色：硬〈しまる粘土．粘性強い．

2' 暗青灰色：硬くしまる粘土．枯性帯ぴる．

2" 暗青灰色：シルト質でしまり欠く ．

3 暗 褐 色 ： 方 台 部崩壊が起因と思われるロ ーム粒多罷含む．硬く

しまる ．

3' 暗掲色 ：方台部崩壊が起因と思われ径15mm程度の礫を含む． し

まり欠く．

4 黒褐色 ：シルト質でしまり欠く．

4' 黒褐色：しまり欠く．

5 黒褐色 ：粘土プロック多〈含む．

6 黒 色 ：シルト質でしまり欠〈．

6'黒 色：粘土プロック含み，粘性強い．

6 ＂黒 色：ローム粒含む．

7 暗灰色：粘士プロック含み，粘性強い．

8 淡青灰色：粘土多罷含む．

9 暗褐色：シルト質．ローム粒含む．

第101図 第11号方形周溝墓実測図(1)
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東溝・南溝遺物出土状況

ー 13

Q
 

~
 

1
0
1
訴
3入

記
5
9

，
 

C
 
元

一旦

（土層説明は A-A‘、 B-B'と共通）

，` 

ら
＇，‘'お‘:,

,~:[)息',9
三 ＼ 

゜
2m 

］ 
第101図 第11号方形周溝墓実測図(2)
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北溝遺物出土状況

ー

／
15

／
 ，亨4

(
l
¥
¥
 

110 

＼
＼
ー
ー
／

茫
衿

廷

ー
ふ

]

）
 

舷
18

--=---一--・ --. -
（
 塁`ダ

／
う

‘̀$ 
文、

西溝遺物出土状況

_

l

i

|

 ー

ー

ー

1

1

,

I

I

,

9

 

ー

ー

ー

,

1
 

ー

,
/
 

I

]

[
 

＇` 

ヽ

゜

/― 

ユ＇

2 

4 

4' ~--て

島』

冒
（土層説明は A-A'、8-8'と共通）

＼ 

ー
：：：ー ニ
ー ン ー／一

/1 

‘‘ 
（
 第101図 第11号方形周溝墓実測図(3)
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られた。各溝の方台部側の上層に見られるローム粒を多量に含む暗褐色土（第3、3'層）は墳丘の崩

壊に起因の考えられる土である。中層から溝底面にはシルト味の強くしまりを欠く黒褐色土（第4、

5層）ないし黒色土（第6-6"層）が堆積していた。

北溝の大部分と東溝の北部、そして南西コーナ一部分は掘り込みが浅く溝底がシルトローム中に

とどまるが、その他の深い部分はその下の砂質味の強いシルト層中に達しており、壁立上がりが必

ずしも明瞭に把握できたわけではない。こうした部分では調査中、湧水の排水を繰返すうちに壁面

が崩壊することがしばしばであった。

土器は各溝から出土している。東溝中央からは13の地が溝底から出土したほか、覆土の中層から

均や小形の壺の破片が出土している。 13は遺棄された可能性が高く、穿孔はされていない。他の土

器は埋没時の流入または投棄だろう。南溝中央の土器は8の増が溝底の出土で遺棄の可能性が強い。

やはり穿孔はされていない。その他2、3、16は中層の出土で埋没過程の投棄品であろう。

西溝の南部の溝底から間層をはさみ1の大形壺が出土した。コーナーに近いブロックが口縁一体部

上部、一段深い掘り込みへの傾斜部分上のブロックが体一底部破片である。周溝埋没の過程での破

砕、投棄が考えられる。底部は完形に復原できておらず、焼成後の穿孔かどうか判断できない。北

溝からは11が溝底から10cmほどの間層をはさんでの出土で、穿孔はされていない。ほかの土器はい

ずれも覆土の中ー上層にかけて破片となっての出土で埋没時の投棄が考えられよう。

(12) 第12号方形周溝墓（第102図、 2-38図・図版62• 63 • 172 • 173) 

調査区南西部の 0-7グリッドに位置、 SR5-14で群を構成するうちの1基である。

平面形態は四隅切れ型で、方台部は南北にやや長く、東に隣接する SRl4と共に群中では異質で

ある。規模は方台部上面で南北軸（長軸）長が10.94m、軸偏差N-30°-W、東西軸（短軸）長9.95m、

軸偏差E-30°-Nで、群中の四隅切れ型周溝墓中最大規模である。

各溝の状況は東溝が長さ9.61m、最大幅3.06m、方台部上面からの深さ 1.25m、南溝が長さ7.85m、

最大幅3.22m、深さ0.75m、西溝が長さ9.40m、最大幅3.55m、深さ 1.25m、北溝が長さ8.48m、

最大幅3.05m、深さ1.14mである。西溝の方台部側がやや膨れて掘られ、他の溝の方台部側は逆に

僅かに外方に膨れる状況が看取できる。外側は東溝では外方にやや膨れて掘られる。

溝底は東溝が最深部に向いやや傾斜が認められるが、他の溝ともほぼ平坦で極端な凹凸はない。

覆土は各溝とも上層に暗青灰色ないし淡青灰色の粘土層、以下には黒褐色土が堆積する。南溝以

外は掘り込みが深く、溝底はシルト層に達し、溝底付近には地山の遊離した淡青灰色土が堆積する。

出土土器は東溝では器台（10• 11）、有段口縁壺(2)等があった。 2はもともと破損品が投棄された

ものと思われ、底面直上と間層をはさみで出土した破片が接合したが完形に復原できなかった。底

部は故意に打欠かれたのか判断できない。その他の土器も比較的高いレベルの出土で、埋没過程で

の遺棄または投棄が考えられる。南溝では大小の壺、増が出土した。図示したのはいずれも溝底直

上の出土で、 1は破損品が投棄された、 4、5、6は遺棄された可能性が強い。
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土層説明

A-A', B-B' 

1 暗青灰色 ：粘土．硬くしまる ．

l'暗青灰色 ：ローム粒含む部分．

l"暗青灰色： 方台部崩壊が起因と思われるローム粒多く含む部分．

2 淡青灰色 ：粘土．硬くしまる ．

3 暗褐色 ：方台部崩壊か起因と思われるローム粒多く含む．

4 黒褐色 ：ローム粒少最含み，硬くしまる ．

4' 黒褐色 ：ロームプロ ック少景含み，硬くしまる ．

4"黒褐色 ：粘性あり ．硬くしまる．

5 黒褐 色 ：シルト質．炭化物粒含む．

5'黒褐色 ：やや暗い部分．

5"黒褐色 ：方台部崩壊によるロ ーム粒多〈含む．しまり欠〈 ．

6 暗褐色 ：ローム粒 ・プロソク多員含む．

7 灰掲色 ：ロームプロ ック含む．

8 淡青灰色 ：シルト質．ややしま り欠く ．

9 淡青灰色 ：シルト質で軟弱．

゜
4m 

第102図 第12号方形周溝墓実測図
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(13) 第13号方形周溝墓（第103図、 2-39-43図・図版64-67• 172-177) 

調査区南西部のM-8グリッドに位置、 SR5-14の群中、方台部の規模は最大である。

方台部南東で SB7と重複するかおそらく本周溝墓の方が新しい。また、方台部上面でその他ピソ

トが検出されているが本周溝墓に伴うのか不明である。

平面形態は全周型で、方台部の形態は東西にやや長く、規模は上面で南北軸（短軸）長11.lOm、

軸偏差N-4°-W、東西軸（長軸）長11.90m、軸偏差E-6°-Nで、 SR7 • 10と親縁性を示す。

各溝の状況は東溝か最大幅3.58m、方台部上面からの深さ0.77m、南溝か最大幅3.96m、深さ1.09m、

西溝が最大幅3.88m、深さ 1.25m、北溝が最大幅4.20m、深さ0.47mである。各溝とも方台部側は

直線的だか外方はかなりゆらぎかある。

東溝底は北部で〈びれて浅くなり（確認面か20cmほど低ければ一隅切型と認識されたろう）、中央

外方部に不整台形のテラス状の僅かな高まりが見られ、この北で屈曲を有して南に向い深くなり、

さらに南で一段深く掘られる。南溝は中央から西寄りで最大幅を有しており、深さもこの部分で最

大である。全体に方台部側が深く、外方に向い浅くなる。さらに南溝は南西コーナーで狭まり、深

さも浅くなり西溝に連続する。西溝は北部で最大幅を有しておりこの部分で小さな二つの段差を持っ

て浅くなり北溝に連なる。北溝は幅が広いが深さは浅く、北東コーナーに向い浅くなる。

覆土は南・西溝では確認状況でその中央部に灰一灰褐色、または青灰色粘土層が見られた。溝底

は南・西溝では基盤の砂質味の強いシルト層に達している。

出土遺物は溝底のシルト質青灰色土中にはほとんどなく、その上の灰褐色土 (A-A'の7層）中か

多い。東溝では4の大形壺や11• 15 • 16 • 19の士廿、 18• 20の壺、 22の器台かこの層最下部 (16• 18) 

又は下部の出土で遺構に伴うと思われ、他は流入の可能性が強い。南溝では大形壺（1-3)、有段口

縁壺（10)、用 (13• 14)が溝底とわすかな間層を挟んだ暗黒褐色土（東溝の灰褐色士相当層）最下

部の出土で埋没の初期の遺棄か考えられる。西溝では同じく灰褐色上層の最下部から壺（6)、用（17)、

器台 (23-25）、高杯（29• 30 • 33)が出土 (24• 25 • 33は一部覆土中層の破片か接合するが同一土

層中である）、やはり埋没初期の遺棄が考えられる。

西溝では他に竿状の木製品が出土した。 37は遺存状態は悪く、 20-50cmに分断されて出土してい

るため、途中欠落した部分もある。推定長3m90cm、最大径7.3cmで、広葉樹原木の樹皮を剥いただ

けの材を使用している。出土状況では、他に、本体に直行する位置に棒材か一点出土しているか、

本体に伴って使用されたものかは不明である。

加工痕らしきものは、本体ほぱ中央の約70cmの範囲内に2-5cmのえぐりがほぱ等間隔に3箇所、先

端部約lmの範囲内にはぞ穴状の加工か2箇所確認できる。いずれの加工もかなり劣化し、明瞭でな

い。これらの加工か何のためになされたものか、またはどのように機能したかは不明である。 38は

その西端部が33の直下からほとんど直角に重なり出土した。層位は土器類と同じく灰掲色土層（第

7層）の最下部である。 39-41の小木片は37の一部の可能性かある。北溝では均（12)や脚付椀（21)、

高杯（32)が遺構に伴うものだろう。（木製品の記述：野中 仁）
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土層説明

A-A' 
1 灰掲色：粘土．均質で葉理が発達する．

炭化物を層状に多量含む．

2 灰 色：粘土．炭化物，小角礫を多量

含む．
3 灰褐色：粘土． 1日表土ベースに葉理が

やや発達．炭化物少量，口＿

ム粒含む．

4 灰褐色：方台部崩壊流入土．旧表土を

基とし，炭化物粒多少，口＿

ム粒多量含む．

5 明灰掲色：方台部崩壊流入土．旧表土を

基とし，均ー．炭化物少量，

ロ＿ム粒4より多量含む．

5' 明灰褐色： 5のロ ーム粒少ない部分．

6 灰褐色：方台部崩壊流入土． 5とほぼ
同質だが，口 ＿ム粒やや多い．

7 灰褐色：方台部崩壊流入土． 5とほぼ

同質だが，ローム粒多い．

8 灰褐色：方台部崩壊流入土． 5とほぽ

同質だが，ローム粒少ない．

8' 灰褐色： 8と同質．旧表土量やや多い．

9 青灰色：粘土．（地山ロームの崩壊堆

積土？）一部に黒色土含む．

9' 青灰色：粘土． 9の黒色土少ない部分．

粒子不鮮明．
10 青灰色 ：土質 9に準ずるが，口＿ム粒

多量含む．

10'青灰色 ：土質 9に準ずるが，ローム粒

少量，黒色土少量含む．

10"青灰色 ：土質 9に準ずるが，ローム粒

少鼠，黒色士多量含む．

11 青灰色：土質 9に準ずるが，ローム

粒・小ロームプロック，黒色

土多量含む．

11'青 灰 色 ： 土 質 9に準ずるが，ローム粒

少量，黒色土小プロソク多醤 D

含む．

11"青 灰 色 ： 11'とほぽ同質．ロ ーム粒，

黒色土プロックやや大きい．
12 青灰色 ：旧表土を基とし，黒色土プ

ロック少量，ロームプロック

大量に含む．
12'青 灰 色 ： 12のロ ームプロックのほとん

どない部分．

B -B' 
1 青灰色：淡灰～暗青灰色の粘土

l' 青灰色： 1より明る＜ ，酸化鉄粒子

含む．

2 淡灰色：粘土．

3 青灰色： 2に近似．粘性やや弱く，暗

し‘

4 暗黒褐色：黒褐色土主体でしまる．

5 暗黒褐色： 4より粘性弱く， しまり欠く．

6 暗黒褐色： 6より暗く， しまり欠く ．

7 青灰色：粘土．

上

o

ii 
D' 

西溝遺物出土状況
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第103図 第13号方形周溝墓実測図(2)
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(14) 第14号方形周溝墓（第104図、 2-43図。図版68。69。178)

調査区南西部の N-8グリッドに位置、 SR5-14で群を構成するグループ中の1基である。北溝か

S J 28と重複しており土層平面から本方形周溝墓のほうが新しいものと判断した。

平面形態は四隅切れ型で、方台部の形態は西に隣接する SRl2同様南北にやや長〈、規模は方台

部上面で南北軸（長軸）長が6.76m、軸偏差N-29°-W、東西軸（短軸）長6.41m、軸偏差E-29°―

Nである。

各溝の状況は東溝か長さ 5.03m、最大幅1.95m、方台部上面からの深さ0.70m、南溝が長さ5.08m、

最大幅2.10m、深さ1.10m、西溝が長さ5.76m、最大幅2.40m、深さ0.83m、北溝が長さ4.27m、

最大幅1.65m、深さ0.70mである。東溝の南部の溝底に緩い段が認められる他、各溝底ともほぱ平

坦で極端な凹凸は認められない。南溝の方台部側の壁上部はかなり古い時期に崩壊を起していると

思われ、挟られるように脱落している。

覆土ははほ‘‘自然な埋没状況で、上層に枯土層（第1層）が見られ、その下に墳丘崩壊に起因するロー

ム粒・ブロックを含む褐色土・暗褐色土（第3・4層）、溝底面付近には有機質を含む黒褐色土（第6

層）が堆積する。

出土土器のうち1の堪は南溝の底部出土で遺棄されたもの、 3の器台は北溝の上層出土で溝底から

のレベルはかなり高〈、埋没過程での方台部からの転落だろうか。

(15) 第15号方形周溝墓（第105図、図版69)

調査区北西部の D-8グリソドに位置する。付近は主要遺構群ののる微高地北西の谷地形であり、

確認当初は黒褐色土に溝の覆土の灰色の枯土が方形に見えており、平面精査して周溝墓と判断した

ものである。なお、本周溝墓の周囲は勿論、西方の調査区外の地区についてもトレンチを設定して

遺構の検出につとめたが、他に遺構は確認できず本周溝墓は単独で構築されている。

平面形態は全周型で、方台部の形態は東西にやや長く、規模は方台部上面で南北軸（短軸）長か

8.43m、軸偏差N-30°-W、東西軸（長軸）長9.87m、軸偏差E-28°-Nである。西溝か東溝に比

してやや長さが短く掘られているので、わずかに台形状を呈しており、軸偏差については、近い数

値のものをあえて至近に所在する周溝墓から拾うと SRl9-21 • 23等がある。

各溝の状況は東溝が最大幅1.30m、方台部上面からの深さ0.40m、南溝が最大幅1.48m、深さ0.56m、

西溝が最大幅1.28m、深さ0.54m、北溝が最大幅1.54m、深さ0.64mである。東・西溝は方台部側

壁上部か直線的に掘られるのに対し南・北溝はやや方台部側壁上端か揺らいで掘られている。外方

はいずれの溝もほぼ直線的といえる。

断面については各部分とも逆台形を呈する。溝底は北溝中央部かなだらかに深〈なるか、各溝と

もほは平坦で極端な凹凸は認められない。

覆土は各層とも礫を含む枯土層で、上層の一部が灰色を呈するほか旧表土を主体とする灰黒色上

で壁との見分けかつけにくい。各溝とも溝底では基盤の礫を混ずるシルトローム層に達している。

出土土器には見るべきものが無い。
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第104図 第14号方形周溝墓実測図
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第105図 第15号方形周溝墓実測図
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A-A', B-B' 

1 黒茶色：方台部崩壊流入土．

均—. 1日表土を基とし，ローム

粒 (1~3mm) 多量，亜角礫

(20mm)微鼠含む．炭化物，焼

土は含まない．粘性弱い．

1' 黒茶色：方台部崩壊流入土．

土質，含有物は 1に準ずるが，

1よりも黒味帯びる．

2 黒 色：方台部崩壊流入土．

均ー．黒色土を基とし，ローム

粒 (3mm)多罷，炭化物 (2~

3mm) 多少含む．

3 黒茶色：方台部崩壊流入土．

均ー．黒色土を基とし，ローム

粒 (3mm) 多磁，炭化物 (2~

3mm) 少罷含む．

4 黒褐 色：肩部崩壊流入土．不

均ー．粘土化の為，分層不可．

黒 色 土を基とし ，ロ ーム粒

(2~40mm)多量含む．

5 灰黒色：不均ー．枯土化の為，

分層 不可．僅 か にロー ム 粒

(1~3mm)含む．

4m 

第106図 第16号方形周溝墓実測図

(16) 第16号方形周溝墓（第106図、 2-44図・図版69・70・178)

調査区中央西部の I-8グリ ッドに位置する 。四隅切→全周型への周溝墓の型式変化を前提に、付

近の周溝墓群の構成を見ると、先に SR5-14が一群を構成するのではないかということはすでに述

べたが (SR9と17• 18とは空間があり、かつ13と18には型式が変化するほどの時間差が存在するこ

とがその理由である）、同様に南北に連なる SRZO • 31 • 35とSR24 • 29 • 30の間には微妙な空隙が

存在していることかわかる 。そこでSR16-22、SR31...c.36をもってひとまず一つの群として把捏

しておこう。さらに群内では SR21 • 22とSR31-33の間にも空隙が存在し、同じ群内でさらに小

群の構成か看取できよう。 SR42についても軸偏差の点で本群中と理解しておこう 。前置か長くなっ

たか本周溝墓について記述していこう。平面形態は四隅切れ型で方台部の形態は南北にやや長く、

規模は方台部上面で南北軸（長軸）長が7.12m、軸偏差N-20°-E、東西軸 （短軸）長6.73m、軸

偏差E-18°-Sである 。

各溝の状況は東溝が長さ5.50m、最大幅2.03m、方台部上面からの深さ0.50m、南溝か長さ4.90m、

最大幅2.18m、深さ0.38m、西溝か長さ5.93m、最大幅1.63m、深さ0.50m、北溝か長さ4.06m、

最大幅1.43m、深さ0.37mである。北・南溝は方台部側が外方にごく僅かに膨らむ。溝底は各溝と

もほぼ平坦で極端な凹凸はな〈、断面は緩い逆台形を示す部分か多い。

覆土は上・中層に方台部墳丘崩壊に起因の考えられる黒茶ー黒色土が堆積する 。

出土土器は貧弱で、図示したのは南溝東部よりの溝底からの対が1点である 。溝底に密着した状況

の出土で、遺棄された可能性が強い。穿孔は行われていない。
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(17) 第17号方形周溝墓（第107図、 2-44• 45図・図版71• 178-180) 

調査区中西部のJ-8グリッドに位置する。前述の SRl6のすぐ南に隣接して所在する。東溝が S

J 30を切っており、方台部には SX2が所在する。この SX2との切り合いはないが方台部の精査中

に明確となったもので本周溝墓より古い時期が想定できよう。

平面形態は四隅切れ型で、方台部の形態は南北にやや長く、規模は方台部上面で南北軸（長軸）

長が11.06m、軸偏差N-10°-E、東西軸（短軸）長9.71m、軸偏差E-10°-Sである。各軸の振

れ方からは北の SRl6と親縁性を有しているのがわかる。

各溝の状況は東溝が長さ9.00m、最大幅3.86m、方台部上面からの深さ0.82m、南溝が長さ8.33m、

最大幅3.65m、深さ0.45m。西溝が長さ8.38m、最大幅3.05m、深さ0.80m、北溝が長さ9.30m、

最大幅3.20m、深さ0.62mである。東溝は方台部側が南側でやや内側に狭くなる。

東溝の溝底は中央部方台部側のやや北寄りが最も深くなっており不整形の段が認められ、さらに

その南に段が2つ連なる。南溝底も西部中央から南東部にかけ北側が緩い段を持ち深くなり、浅い落

ち窪みが2個所認められる。北溝もこれと対称をなすように溝底北西に緩い段が認められ、西溝も北

西に緩い段がつく。各溝とも方台部側の壁面は角度をもって平坦に掘られているが、外方はダラダ

ラと浅くなる個所が多い。

覆土は東・南・西溝上部に灰色粘土（第1• 1'層）の堆積が見られるほか、各溝とも方台部墳丘の

崩壊に起因の考えられる灰褐色土（第2• 2'・ 3 • 3層）が主体となり、ほぼ自然な埋没状況を示して

いる。各溝底は西溝がローム層中にとどまるが、東・南・北溝とも再堆積ローム下の小径礫を含む

層にまで掘り込まれている。

土器は各溝から出土する。東溝では中央やや南寄りの位置から大形の壺（1• 2 :おそらく同一個

体）、台付甕の台部破片（14)がある。出土レベルは溝底からやや浮いており、埋没過程での投棄、

または流入であろう。南溝からは中央北東寄りの溝底からやや浮いた状況で折返口縁壺(3)が、東部

からは同じく折返口縁壺の破片(4)や単口壺(7)が、西部方台部寄りからは大形の増（9）と器台 (15)が

いずれも溝底面とは10-15cmほどの間層をはさんで出土、埋没の早い段階での遺棄が考えられよう。

10の地は南溝の出土だが覆土中一括品である。西溝からは11の台付甕破片が中央南西部の溝底から

20cmほど浮いての出土で、埋没途中に流入または投棄が考えられる。北溝西部からは8の大形堆が破

片となって溝底からやや浮いて出土しており、埋没の早い段階での投棄が考えられよう。

(18) 第18号方形周溝墓（第108図、 2-45図・図版72• 180) 

調査区中西部やや南よりの L-9グリッドに位置、 SR17の南東、 SR13の北東に近接する。

西溝と SJ 27の北東半が重複し、土層断面から本方形周溝墓のほうが新しいと判断した。

平面形態は四隅切れ型で、方台部の形態は東西にやや長く、規模は方台部上面で南北軸（短軸）

長が9.88m、軸偏差N-21°-W、東西軸（長軸）長11.03m、軸偏差E-17°-Nである。近接する

方形周溝墓では SR22と主軸の親縁性が認められる。

各溝の状況は東溝が長さ8.54m、最大幅3.14m、方台部上面からの深さ0.39m、南溝が長さ9.16m、

最大幅3.20m、深さ0.30m、西溝が長さ7.80m、最大幅3.14m、深さ0.52m、北溝が長さ8.95m、
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A-A', B-B' 

1 灰色粘土 ：均ー．ローム粒(1~2mm) ・亜角礫 (5~20mm) 多少，炭化物(1~2mm) 多量含む．

l'灰色粘土：均一．ローム粒，炭化物共 1より少ない．

2 灰褐色：均ー．掘削土再流入土．ローム粒(1~2mm), 炭化物 (1mm)少量含む．

2' 灰褐色 ：均一．掘削土再流入土．ローム粒 2よりやや大き〈 ，炭化物含まない．

2" 灰褐色 ：均ー．掘削士再流入土．ローム粒 2より少なく，炭化物少量含む．

3 灰褐色：均ー．掘削土再流入土．ローム粒 2より多い．

3' 灰掲色 ：均ー．掘削土再流入土． ローム粒 2より少ない．

4 灰褐色 ：均一．旧表土流入土．旧表土を基とし，ローム粒 (1~3mm)少撻含む．

5 青灰色 ：均ー．壁崩壊流入土．地山を基とし， 1日表土プロソク (2~20mm) 多〈含む．

6 暗褐 色： 均一．壁崩壊流入土．旧表士を基とし，ローム粒{1mm)含む．

6' 暗褐色：均一，壁崩壊流入土．旧表土を基とし，ローム粒{1mm) 多く含む．

第107図 第17号方形周溝墓実測図
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最大幅3.84m、深さ0.50mである。

東溝はその南部溝底かわずかに深くなる部分が認められる他、西溝では中央部から北か緩い段を

有して深〈なり、北部が不整形の浅い土壊状に深くなっている。また、南溝と北溝は方台部側の壁

面は比較的きちんと掘られるか外方はダラダラと浅く掘られている。

覆土は黒色土を主体とし、溝底面付近に砂質味の強い灰白色土の堆積する部分もあった。

出土土器は東溝からは台付甕（10) と高杯 (13)の破片かあり、いずれも外方の壁にかかる高い

位置からの出土で埋没過程での流入か考えられる。南溝では小形の壺 (3• 4)や脚付壺（12)等、

破片を含め比較的多数の土器の出土を見た。溝底とは間層をはさみ、埋没の早い過程で外方から流

入または投棄された状況にある。 3・4は底部に焼成後穿孔され、本方形周溝墓に伴う可能性が強い。

西溝では台付甕の破片か2点 (6• 8)あるか、これも出土レベルが高く流入または投棄の可能性が強

い。北溝でも台付甕の台部破片 (9• 11)が北東部で出土したか、やはり流入の可能性が強いだろう。

(19) 第19号方形周溝墓（第109図、 2-46図。図版72• 180) 

調査区中西部の G-9グリッドに位置する。

南溝がSR21とわずかに重複するか、ローム層の上面では新旧関係の把握は不可能である。土層

断面の観察からすると SR21の周溝覆土か本方形周溝墓の埋没土の上部を覆って堆積している。こ

のことで直ちに先後関係は判断できないか、 SR21の下層の土か堆積する頃には本周溝墓の南溝埋

没はかなり進んでいたということかできよう。

そのほか SJ 1 • 2 • 32とも重複するか、いずれよりも本方形周溝墓のほうが新しい。

平面形態は一隅切れ型で、方台部の北西のコーナーが浅くなりブリッジ状を呈している。方台部

の形態は東西にわずかに長く、規模は方台部上面で南北軸（短軸）長か9.12m、軸偏差N-34°-W、

東西軸（長軸）長9.80m、軸偏差E-34°-Nである。

各溝の状況は東溝か最大幅2.72m、方台部上面からの深さ0.67m、南溝が最大幅2.48m、深さ0.76m、

西溝が最大幅2.34m、深さ0.50m。北溝が最大幅2.60m、深さ0.22mである。

東溝は中央付近で段差を有し南か深く、コーナー付近にわずかな土塙状の掘り込みか認められる。

南溝は中央付近に同様の浅い掘り込みがあり、西部に周囲から 15-25cm深い掘り込みかあり、所謂

溝内塘の可能性かあるが、覆土中で明確な掘り込みは把握できなかった。西溝ははぽ平坦だが北に

向い徐々に浅くなり、北溝も深さか西に向い浅くなり溝が消失するように途切れている。

覆土は上、下層とも方台部の墳丘崩壊土と思われるローム粒を含む灰黒色・灰茶色土が主体をな

して堆積する。

出土土器は少なく、図示できたのは南溝西部からの有段口縁と思われる壺(1)かあるのみである。

出土レベルか高く、溝かかなり埋没した段階での流入または投棄された可能性か考えられる。
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Î 

／
 

河

／
 

／
 

C
、 ＼

 

ヽ
ー
／
＼

,-
|及 、］

＿るな

麟 、

a

。ヽ。

2• 

C
、

土層説明
E-E' 
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第108図 第18号方形周溝墓実測図
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